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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■０──記録番号１９４２‐１２‐２４（九号文書に付随した記録データより抜粋）







　恐らくはこれは、単なる自己満足なのだと思う。

　振り返ってみたところで──私が彼女たちにしてやれたことなど何ひとつなかったように思うし、どころか彼女たちと触れ合った経験だって、そう多いものではない。

　結局のところ私は彼女たちの物語とは関わりのない、赤の他人でしかなくて。

　だから私に、こんなことをする理由も意味も無いのかもしれない。

　こんなことをしたところで、私たちの犯した罪が赦ゆるされるわけではないのだから。




　……それでも。

　彼女たちに全てを押し付けて、全てを背負わせて。その挙げ句に何もかもを隠し通して、なかったことにしようとした──その片棒を担かついだからこそ、私たちには真実を遺のこす義務がある。

　だから、話そう。

　何もかもを、今こそ詳つまびらかにしよう。




　そうすることこそが私たちの負うべき責任であり──そしてこの神の箱庭で私が果たすべき、たったひとつの役割なのだ。










■１──識別コードＡ‐００９







〈警告〉

　本カルテへのアクセスはランクＢ以上の第二哲学部職員にのみ許可されています。

　アカデミー憲章20章11項の記述に則のつとり、無許可の職員によるアクセス・ファイル情報の変更の形跡を確認した場合には当該職員に対し即時の処置が施行されるものと定められています。ご注意下さい。

　…………。

『ノルン』起動──ＩＤ１３７５１>>照合完了。

　記録番号、１９４２‐０５‐１２の記録を開始。

　ようこそ、担当調律官ウオツチヤー。












　　　　■




　識別コードＡ‐００９、個体識別名「九ここの重え」。

「彼女」について私が語れることは、そう多くはない。

　頭髪は部分的に色素脱落をきたした薄桃色で、瞳はケイバー分類Ⅲ度の青色。身長は一五四センチメートルと大陸東部地域の平均的な十代女性と比して小柄で、総合的な発育を鑑かんがみても二次性徴後としてはやや不良。

　当該個体について特筆すべきはその左足の広範な筋力低下、神経障害であり、歩行時には右手にロフストランド補ほ助じよ杖づえの装着、患側の左足には大だい腿たい‐膝しつ部ぶの動作補助用装具の着用が必要である──精々その程度の客観的情報しか、記載に足る内容はないだろう。




　……否いな。付記しうる情報はもうひとつだけ存在した。

　Ａ‐００９。「彼女」は──月を見るのを好むらしい、ということだ。




「もう、先生ってばまたそうやって端末ばかり眺めて。……せっかくこうして二人きりで、こんなにきれいなお月さまを見ていますのに」

　鳥籠のような骨組みが巡らされた、ガラス張りの天井。差し込む青白い月に照らされて、Ａ‐００９はこちらを見つめて小さく笑った。

　月下の庭園。ヒナギクの白い花が一面に咲き誇る中央に一組だけ置かれた白いティーテーブル。そこに座るＡ‐００９を見返して、私は──調律官ウオツチヤーの職務はあくまで彼女たちのメディカルチェック及び健康状態の維持であり、断じて天体観測などではないという旨むねを伝達する。

「おや、つれないお言葉です」

　その口ぶりとは裏腹に、あまり残念がる様子もない。

　薄桃色の長い髪を一ひと房ふさ、指先で弄びながら──Ａ‐００９は頭上の月を見上げて言葉を続ける。

「その昔のどこぞの文豪に倣ならうならこんな時、『月がきれいですね』と言うらしいですよ」




　どういう意味があるのか、と問う。

「『好き好き大好きちょー愛してる』」

　ナンセンスな回答である。その上、表現の厳密性を欠く。

「むう、クールなお返事です。私はこんなにも先生のことをお慕いしてますのに」

　大げさにため息をついてみせると、Ａ‐００９は頰ほお杖づえを突いて空を見上げる。

「月も、こんなにきれいですのに」

　そう呟つぶやくＡ‐００９に、私は返答する。

　あのホログラムの月には、彼女が信奉するような神秘性も魔力もないと──そう、返す。




　天蓋に巡らされた映像装置が映し出す青白い月。その人工の光が照らすのは、真っ白な造花で埋め尽くされた庭園。

　……この箱庭にあるものは皆、作り物だ。

　空も、月も、星も。草木も、花も、何もかも。

「彼女たち」のために造られた、まがいものに過ぎない。

「よいっ」

　Ａ‐００９は側そばに立てかけてあった杖つえを右手で握り、掛け声と共に席を立つ。

　不自由な左足と右手の杖つえとで器用に体重を支えながら、濃紺の軍服の裾を揺らしてゆったりと歩いてみせる。その歩様には不安定さはない。

　少なくとも、以前よりも悪化しているということはないようだ。




「確かに作り物です。……でも作り物も案外、悪くはないでしょう？」

　庭園をくるくると歩きながら、Ａ‐００９は静かにそう呟つぶやいてこちらを見る。

　その言葉に私が沈黙すると、Ａ‐００９はくすくすと小悪魔めいた笑みをこぼした。

「先生のそういうところ、やっぱり私、好きです」

　ナンセンスな発言である、と。今度は名指しでＡ‐００９をたしなめる。

　するとＡ‐００９は先程までの上機嫌さと打って変わって、頰をふくらませてむくれた様子を見せた。

「『Ａ‐００９』。……先生のことは好きですが、その呼び方は、嫌いです」

　むすっとしながらそう告げると、そっぽを向いて沈黙するＡ‐００９。

　こうなるとコミュニケーションはほぼ断絶状態となってしまうため、私はＡ‐００９──否いな、「彼女」の意向に従って呼称を変更する。

　製造番号ではなく、個体識別名──「九ここの重え」と。

「ふふ、分かればよいのです。ここは特別に、許してあげましょう」

　ぱっと顔をほころばせると彼女、「九ここの重え」は杖つえをつきながら器用に足を弾ませて歩く。その機嫌の移り変わりは、北部地域の天気のようだ。

「これで今日の『先生に名前を呼んでもらうノルマ』が達成されました」

　何の意味があるのか、と問う。

「一回達成するごとに私が元気になります」

　気は済んだか。

「ええ。元気百倍です」

　理解に苦しむ返答だった。彼女たちに与えられたその個体識別名は、特段意味があるものではない。製造番号から誰かが戯たわむれに当てはめただけの、無意味な名称に過ぎないのだから。

　だというのに彼女は満足気に頷うなずくと。こちらにくるりと背を向けて、懐ふところから懐中時計を取り出して一いち瞥べつした後──

「……さてさて。そろそろ、行くとしましょうか」

　顔だけわずかにこちらに振り向いて──静かな笑顔で、告げる。




「では、お元気で。……もしも私が死ななければ、またお会いしましょう」




　　　　■




「庭の戦争」と呼ばれる戦争が始まったのは今から十二年も前、大陸暦一九三〇年のことだった。

　大陸を二分する勢力、「連邦」と「帝政圏」。かねてより衝突を繰り返してきたこの二つの国家が致命的に決裂したその原因が何であったかはもはや思い出せないが──ともあれ、両国は薄灰色の平和を維持することを放棄し、全面的な戦争へと踏み切った。

　十二年。その長い間にいかに多くが喪うしなわれたかを語るのは、もはやナンセンスだろう。

　豊かな緑に、歴史ある文化と建築の数々。そして、何千万にも上る人命。

　これまでに人類が築き上げてきたものを崩すような、それはまるで壮大なドミノ倒し。

　ゆえに、かの時代は喪失の時代であったと人は言う。

　何もかもがこぼれ落ちて白紙に戻された、罪の時代であると。




　何もかもが喪うしなわれ、壊れた時代。

　けれど、そんな時代であったがゆえに──少女たちは生まれるに至った。

　人によって創られた、人の形をした兵器たち。




「聖女アーテイフアクト」。人は彼女たちを、そう呼称した。




　　　　■




　──記録番号１９４２‐０５‐１８。




「聖女計画」。遺伝子改変による人類超越種の創造計画。

　大戦中、連邦軍部特殊神学機関──「アカデミー」を主体として秘密裏に推し進められたこの計画は、ごく端的に述べるならば、つまりは「超人の兵士」を生み出す研究である。

　受精卵レベルでのＤＮＡ操作を施すことで遺伝子異常を誘発させ、「異能」を保有する進化人類を人為的に生み出し、兵士として運用する。

　平時であれば決して許されないであろう、そんな道理の外にある巫ふ山ざ戯けた研究も──戦争という熱病の中にあっては驚くほどに簡単に認可され。

　そして、「彼女」たちが生み出された。




──。

「おっけー、準備完了！」

　アカデミー直轄訓練研究施設、通称「箱庭」。

　学舎棟の正面に広がる運動場に、はつらつとした声が響き渡った。

　声の主はＡ‐０６０、個体識別名「六りつ花か」。動きやすいようにサイドで結んだ長い金の髪が特徴的な、背の高い少女だ。

　他の聖女たちと比べて均整のとれた女性的な体つきを薄手の運動着に包み、陽ひの下に惜しげもなくその白い肌を晒さらしている。一見、学生の体育の授業にも見える光景だが──しかし彼女の手にあったのは、模擬戦用の木剣が装着された小銃だった。

「みーちゃん、そっちはどう？」

「あっ、うん、大丈夫！」

　小銃を支えにぞんざいにストレッチをしながら、そう声を掛ける六りつ花か。答えたのは、彼女の対面五十メートルほどのところに立っていた──同じく運動着姿の少女だった。

　六りつ花かと対照的に小柄な体たい軀く。肩口までのプラチナブロンドの髪に、ケイバー分類Ⅱ度の薄青色の瞳。この春の陽気の中だというのに首にはマフラーを巻いている。

　人形のように愛らしい顔立ちに、しかし不安の色を浮かべながら彼女──Ａ‐０３７「三み七な守もり」はよたよたと小銃を構えて、

「い、いつでも準備完了だよ、六りつ花かちゃん！」

　周囲を囲む、同じくらいかもっと幼い少女たちから「頑張れー！」と檄げきが飛ぶ中、対する六りつ花かは彼女の返答に満足そうに頷うなずいて、

「おっけ。じゃあ、始めようか──！」

　そう宣言するや否いなや、大股に一歩を踏み出す。

　瞬間、彼女の姿がかき消えて。辺りに砂さ塵じんが巻き起こると同時に、次の瞬間には六りつ花かの姿は三み七な守もりの真正面にあった。

「もらった！」

　下段から、銃剣での斬り上げ。回避することの叶かなわない、必殺のタイミングの一撃は──しかし三み七な守もりには届かなかった。

　一体どうしたことか。銃剣の切っ先は彼女の肌から数センチ先で、何かに阻はばまれたかのように静止していたのだ。




「秘ひ蹟せき」と呼称されるそれは、遺伝子改変の末に彼女たちが獲得した異能の力。

　六りつ花かのそれは、「加速」──自身の身体速度及び認識・思考を加速する異能。

　三み七な守もりのそれは、「絶対防御」──周囲の空間の連続性を断つ特殊な力場を展開することであらゆる攻撃を防ぐ異能である。




「っ！」

　攻撃が阻はばまれたことを察知した六りつ花かは素早く刃やいばを引くと、続けざまに数発射撃。しかし放たれたゴム弾はやはり、三み七な守もりには届かなかった。

　三み七な守もりの方も反撃に銃剣を突き出すが、これも六りつ花かの肌を軽く掠かすめるだけ。数度の接近戦の応酬を繰り返した後、六りつ花かは軽く後ろに跳んで──その顔に楽しげな笑顔を浮かべる。

「さっすが。腕を上げたね、みーちゃん！　……けど！」

　呟つぶやくや否いなや、六りつ花かは再び三み七な守もりに肉薄。至近で銃撃を撒まいた後、銃剣を大きく振りかぶって──しかし、

「えっ!?」

　今まさに振り下ろそうとしたタイミングで、三み七な守もりの眼前からその姿が消えて。

「りゃあ！」

　裂れつ帛ぱくの声と共に、「加速」で背後に回り込んでいた六りつ花かの一撃が振り下ろされ──その刃やいばは、三み七な守もりの首筋に触れたところで止まる。

　今度は阻はばまれたのではなく、六りつ花か自身が止めたのだ。

　三み七な守もりの「絶対防御」は、今の所の彼女の練度の問題もあって完全ではない。こうして反応しきれないタイミングでの攻撃や不意打ちには、防御を展開するのが追いつかないのである。




　停止した二人を、横合いでじっと見つめていた黒髪の少女。

「……勝負あり。六りつ花か、貴方あなたの勝ちよ」

　分厚い眼鏡を直しながらそう告げた彼女はＡ‐００８、「八や刀と」。

　静かな、けれど凜りんとした彼女の声が響くと同時。観念した様子でその場に尻餅をつくと、三み七な守もりは静かに呟つぶやく。

「……負け、ました」

「やったー！」

　大きく拳を突き上げて喜んだ後、彼女は座り込んだ三み七な守もりに手を差し伸べ、満面の笑顔で続ける。

「やー、よかった。やっとみーちゃんから一本取れたよー」

「やっと、って言っても。能力を使わない戦闘訓練ではわたし、六りつ花かちゃんには全然勝ててないです……」

「なに言ってるのさみーちゃん。私たちは『聖女アーテイフアクト』なんだから。秘ひ蹟せきを使ってなんぼでしょ。……ねえ、やっちゃん？」

　そう言って同意を求めるように八や刀とへと顔を向ける六りつ花か。そんな彼女に、八や刀とは切れ長の目をすっと細めて告げる。

「……秘ひ蹟せきを使用して、歩兵単騎で一個師団と同等の戦力を展開する。それが私たちの運用デザインよ」

「でしょー」

「けれど能力を思い通りに発揮できない場合、あるいは能力のみで対応しきれない局面もありうる以上、兵士としての基本的な戦闘技能を習得しておくことも重要となるわ」

「むう」

「そう、ですよね……」

　なぜか二人共落ち込んだかと思うと、舌の根も乾かぬうちに六りつ花かは「じゃあ」と声を上げた。

「みーちゃん、もっかいやろ！　今度は能力なしで！　あと、やっちゃんも一緒に！」

「ええ、またですか!?」「ちょっと、何で私まで」

「当然！　私たちはまだ実戦組じゃないけど……いつ本当に出撃することになるか分からないんだし、今のうちにやるだけやっとかなきゃ！」

「それは、そうですけど……」

「聖女アーテイフアクト」たちはこの「箱庭」で兵士としての訓練を積んだ後に、戦力として戦場へと派遣されることになる。

　彼女たちはまだ訓練中の身。周りでやいやいと騒ぎ立てている幼い少女たちも皆、そうだ。

　……そもそも、今のところ実戦に送り出された聖女は初期生産の「九番」まで。……正確に言えば、さらにそこから八番、「八や刀と」だけを除いた八体のみ。

　現段階で九十八番まで製造された聖女たちの中で──たったの八体しかいないのだ。

　どうしてかと理由を言えば、ひとつは訓練期間の問題。「一桁台フアーストコード」と呼ばれる初期生産組とその次の世代との間には製造年におよそ一年近くも空きがあり、第二世代の聖女たちはまだ十分な訓練期間を経ていないということ。

　そして、もうひとつは──




「ただいま、皆さん。お元気でしたか」

　静かなそんな声が運動場に染しみ入いって。その方向へと視線を向けた六りつ花かと三み七な守もりは──ぱっと顔をほころばせる。

「くー先輩！」

「九ここの重え先輩！」

　口々に声を弾ませて、そこに立っていた薄桃色の髪に毛皮製の防寒帽を被かぶった軍服姿の少女──九ここの重えへと駆け寄っていくと、六りつ花かが勢いよく彼女に抱きつく。

「くー先輩、くー先輩ーっ！　大丈夫、怪け我がしてない？　生きてる？　足ある？」

「生きてますし足もあります……それより六りつ花か、苦しいです、その腹立たしい胸を押し付けてくるのをおやめなさい当てつけですか──」

　そんな調子でもつれ合う二人を、少し遠巻きに見つめる八や刀と。

　ケイバー分類Ⅰ度の薄水色の瞳は、今はどこか、不安げに揺れていた。

「……おかえりなさい、九ここの重え」

　細い声でそう告げた彼女に、九ここの重えは少しだけ驚いた顔で。

「はい。八や刀とさんも、お元気そうで何よりです」

　そう返すと、今度はこちらへと向き直って、満面の笑みで告げる。

「どうも、先生。Ａ‐００９、『九ここの重え』──現時刻をもって帰投しました」




　Ａ‐００９、「九ここの重え」。彼女は、現在実戦投入されている唯一の聖女である。

　当初、戦場に送り出された聖女は八体。しかし彼女以外は全員、既に死亡しているのだ。

　……だが。全員戦場で死亡したかと言えば、それは違う。

　００８、００９を除く一桁台。彼女たちは皆──病床で命を落とした。

　これこそが、もうひとつの理由だ。




「聖女アーテイフアクト」。人を超越した異能を獲得した、作りものの人間アーテイフアクト。

　少女たちの得た力は、それはそれは素晴らしいものだった。

　あるいは、念じただけで物体を轢れき断だんする異能。

　あるいは、願っただけで未来の事象を見通す異能。

　そんな、人の領分を超越した力を持った少女たちは──たった数人で一個師団を圧倒し、機甲部隊すら真正面からねじ伏せたと記録されている。

　その成果は研究者たちの目もく論ろ見み通りで、なるほど、計画は完全に成功した……かに見えた。




　しかし、この世にそんな上手うまい話はない。

　悲しいかな。そんな冗談みたいな異能を年とし端はも行かぬ少女たちが思う様に振るえるほど、この世界は非常識ではなかったのだ。




　遺伝子の改変による、異能の獲得。受精卵レベルでの大規模なＤＮＡの書き換えは──人ならざる力を付与する代わりに、人として必要な最低限の構成情報を彼女たちから奪い去った。

　遺伝子とは、とどのつまりは生命の設計図である。

　全体の構成を考慮しない無作為な建て増しは当然、屋台骨に負荷を及ぼす。

　ある者は、呼吸器の構造異常による慢性的な呼吸不全。

　ある者は、脊髄神経系の構成タンパク質変性に伴う四肢麻ま痺ひ。

　発生段階でのそういった先天異常に加えて、一刻も早い前線への投入を目標とした成長促進剤の過剰投与、脳に直接電磁信号を送り込むことによる圧縮学習。それらに伴う正常な細胞分裂サイクルの破綻。

　歪ゆがめに歪ゆがめられた彼女たちの体は当然、あっさりと破綻した。

　具体的に言えば──初期生産の九体のうち七体は、生まれて五年以内に一人残らず命を落とした。

　何かを得るには、須すべからく何かを喪うしなう必要がある。

　……彼女たちの場合、それが命だったというだけの話だ。




　聖女たちの体に、遺伝子に刻まれた致命的なエラー。

　アカデミーはこの有害事象を「聖痕ステイグマ症候群」と呼称して秘匿、「聖女計画」は全面的な見直しを余儀なくされた。

　当然だろう。いつ死ぬかも分からない不安定な兵器に戦況を左右させるわけにはいかない。

　兵器にとって何よりも重要なのはその威力でも戦略的価値でもなく、「いつでも、どんな状況でも同じように使える」という信頼性なのだから。




　斯かくして。既に実戦投入が済んでいた００９の利用を除いて「聖女計画」は全面凍結を余儀なくされ、００９以降の聖女たちは半永久的に実戦への配備が見合わせられることとなった。

　しかし──彼女たちがそれを知ることはない。

　兵器として生み出されたその本分を全うする機会は永久に訪れないであろうことを、彼女たちは知る由よしもなく。

　……この「箱庭」で、彼女たちはただその時を待ち続ける。







「先生。どうしたんですか、そんなふうに呆ほうけて」

　声を掛けられて、私はいつの間にか目の前でこちらを覗のぞき込こんでいた九ここの重えに気付く。

　陽ひの光で視界が眩くらんだだけだ、と返答すると、

「あんまり眩まぶしそうには見えませんけどね、そんなふうに顔全体を仮面で覆ってたら」

　そう言って彼女は私の顔──その表面をすっぽりと覆う無骨な金属面を撫なでた後、すっとこちらに身を寄せてくる。

「何か、考え事でも」

　真っ青な目が、仮面越しの私を見つめる。深い深いその蒼あおからわずかに目をそらしながら、私はかぶりを振ってその言葉を否定。代わりに、帰還後のメディカルチェックを提案する。

「ああ、そうでした。先生と二人っきりで密着して、あんなことやこんなことをしたりあんなところを触られたりしなきゃですね」

「……ちょっと貴方あなた、九ここの重えにふしだらな真ま似ねは」

　していない。無遠慮に殺意を撒まき散ちらし始めた八や刀とに首を横に振って返す。そんな私の白衣の裾をつまんで、九ここの重えはいたずらっぽい笑みを浮かべて続けた。

「行きましょうか先生。今日も診察、お願いしますね」




　自身の体に刻まれた不可避の宿命を彼女たちは皆、知っている。

　五年生存率、11・８％──ほぼ十七人中十五人は、五年の歳月を生きられない。その事実を知りながら、彼女たちは毎日、笑っている。

　Ａ‐００９、「九ここの重え」。彼女の製造年は一九三六年──今年で六年目になる、最古参の聖女。

　11・８％のさらに先。不可知の確率のその先を、彼女は生きている。




　　　　■




「箱庭」敷地内の端に位置する、小規模な温室庭園。

　天井に設置された投影装置によって時間帯にかかわりなくいつでも月夜を映し出すこの造花の庭園が、九ここの重えのお気に入りの場所だった。

　……「箱庭」に、空はない。最重要機密である聖女たちの存在を秘匿するため、施設全域の上空には常に光学欺ぎ瞞まん用の気化式ホロ・スクリーンが散布されているからだ。

　聖女たちの概日リズム管理のために定期的に朝と夜とを映し出す、欺ぎ瞞まんの空。

　けれどそこに──月はない。




　だからだろうか。彼女は暇さえあれば常に、この常とこ夜よの庭園を訪れているようだった。




　庭園の中央にある真っ白なティーテーブルに腰掛けて、彼女は告げる。

「では、先生。どうぞお好きなように」

　改めてぺこりと頭を下げる彼女に頷うなずくと、私は彼女に手を差し出す。




　彼女が不自由なのは左足だが、とはいえ障害部位が拡大しないとも限らない。そのため、上肢から網羅的に診察していく。

　聖女が前線に留とどまり続つづけることは少ない。投入された作戦の終了に伴い、こうして「箱庭」に帰投して定期的なメディカルチェックを受けるのが義務化されているのだ。

　聖女の運用にあたって少しでもその不確定性を消すための、アカデミーの苦肉の策だ。




　応じるように差し出された、小さな手。親指の付け根のあたり、母ぼ指し球きゆう筋きんのあたりを軽く触れた後で彼女の手を握ると──彼女は外見相応の控えめな力で握り返してくる。

　左右の手で握手を終えた後、私は打だ腱けん器きを取り出して彼女の肘を、手首を軽く叩たたく。

　次に足を診察する旨むねを伝えると、彼女はスカートの裾を軽くたくし上げながらいたずらっぽい笑みを浮かべて、

「スカートの中、覗のぞかないで下さいね？」

　そんな彼女の戯たわ言ごとを容赦なく無視しつつ、私は診察を進める。

　しゃがみ込んで九ここの重えの腿もものあたりに手を添え、まんべんなく触れていく。黒タイツに包まれた、ほっそりとした足。右足よりも左の方が、やや細い。筋肉量が落ちているのだろう。

「ひゃうあ、くすぐったいです」

　妙に艶めいた声を漏らす彼女をよそに、私は膝から先を軽く曲げたり伸ばしたりを繰り返した後──彼女の足を抱え込むようにして膝しつ蓋がい腱けんとアキレス腱けんを軽く打つ。

　右足は反射良好だが、左足はというとだいぶ反射の減弱がみられる。末まつ梢しよう神経障害の典型的な所見だ。

　次に、曲げ伸ばしを促す。

　ぶらぶらと、足を前後に軽く振る彼女──左足も動かないわけではないが、真まっ直すぐに蹴り上げを行える右足と対照的にこちらはわずかに持ち上がる程度だ。

「せいぜい、こんな程度です」

　疼とう痛つう部位の有無を問うと、彼女は首を横に振る。

「幸い、痛みは特には」

　微笑を浮かべながらそう返した後──しばらくして、彼女はぽつりと口を開く。

「どうですか、先生。私は」

　世間話をするような軽い調子でそう問う彼女に、私は少しだけ沈黙した後、正直に返答する。

　左足の神経障害の進行。

　そして──右手の筋力が以前よりも低下しているという旨むねを、隠さずに伝える。

「あは。……何となく、そんな気はしてたんですよねぇ最近」

　からからと笑うと、それから彼女は小さなため息をついて椅子に体重を預ける。

「やれやれ、早く戦争なんて終わって欲しいものです。そうすれば、あの子たちが戦場に行かされることもないですし」
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　どこか他人ひと事ごとのような軽い口ぶりでそう呟つぶやいて、彼女は脱いでいた白手袋をはめ直す。

　彼女たちを──他の聖女たちを戦わせたくないのか、と問う。

　私の問いに、九ここの重えは少しばかり沈黙した後、小さく頷うなずいた。

「戦場なんて、ろくなもんじゃないですから。……ほら、見て下さいよこの新聞」

　そう言って、彼女はテーブルに置いてあった新聞記事を指差す。

「舞踏する死神ダンス・マカブル」、東部戦線第一◯三高地にて敵機甲部隊を圧倒す。一面には、そんな仰々しい見出しが躍っていた。

　記事を読み進める。『聖女の神じん通ずう力りきを手にした我が方の快進撃を前に、帝てい軍ぐんは潰走せり。連邦の勝利に疑いの余地はなし』──連邦軍の優勢を報じるその記事を、しかし彼女は一笑に付す。

「随分と、悪趣味な冗談です」

　むくれた様子で腕を組み、彼女は猫のしっぽみたいに右足をぶらぶらと揺らしながら続ける。

「酷ひどいものでした。私が到着したころには潰走しかけていたのは連邦側の方だったんですから──どうにか押し返せただけでも、奇跡みたいなものです」

「聖女アーテイフアクト」である彼女はその特異な立場ゆえに、こうして宣伝の材料となることも多い。

　うら若き乙女が敵軍をなぎ払い、連邦を勝利へと導く。……それはもう、格好のプロパガンダの種というものだろう。

「……だいたい何ですかこの『舞踏する死神ダンス・マカブル』って。もう少し可愛かわいい二つ名にしてくれてもいいでしょうに。まあ『舞踏する』というあたりはきっと私の舞うように可か憐れんすぎる戦いぶりを表したものでしょうから、悪くはないですけれど」

　ぶちぶちとそう呟つぶやく九ここの重えを前に、私は沈黙する。

　彼女の保有する秘ひ蹟せきは、「万象の腐敗」──ありとあらゆる物質を腐敗させる異能である。

　恐らく彼女の二つ名は、彼女自身というよりはその犠牲者たちが生きながらに腐敗し、悶もだえ苦くるしむ様を表しているのだろう……とは、口にするわけにもいかなかった。

　話題をそらすべく、私は前線についての様子を尋ねる。

「前線、ですか。……言ったでしょう。酷ひどいものです。最近は私の温存期間もどんどん短くなってますし──あの戦場を一度でも見れば、口が裂けても『快進撃』だなんて言えはしません」

　軍規官アンカーでもいれば顔色を変えたであろう発言をさらりと口にする九ここの重えに、私は問いを返す。

　つまり。この戦争の行く末は、どうであるかと。

「少なくとも、勝てはしません」

　彼女の答えは、簡潔なものだった。

「……とはいえ、敗北するかと言えばそれもまた微妙なところでしょうけれど」

　どういうことか。

　私の問いに、彼女は目を伏せて言葉を続ける。

「帝政圏の方も、あの感じではだいぶ疲弊しています。最近は自国の領土の回復に専念しているようで、こちらの前線が後退しても食らいついてくるほどの熱意はないみたいです」

　そう告げる彼女の言葉は、逐一流れてくる国営放送や新聞の内容とは大きく食い違っていたが──とはいえその言が誤りであるとは思わなかった。

　Ａ‐００９、「九ここの重え」。遺伝子改変によってあらゆる性能を引き上げられた彼女の知性は、製造からたったの六年程度しか経たっていないにもかかわらず既に並の成人以上はあると言って過言ではない。その彼女の見立てであるならば、それは恐らく、揺るぎのない予測たりうる。

　……それに、何より。

　少なくとも彼女は、実際の戦場を知っている。その彼女が言うのであれば、きっとそうなのだろう。

　勝てはしない。けれど、負けることもない。

　つまりは──停戦。それが、彼女の導き出した予測だ。

「それがきっと一番現実的かと。誰も納得はしないでしょうが、誰もが納得するしかない落とし所です」

　呆あきれたようにそう呟つぶやくと、彼女は立てかけてあった杖つえを手に取り、右足に力を込めて立ち上がる。

「半年。半年と少しで、この馬鹿げた戦争は終わります」

　作り物の月を背に、彼女はこちらへと振り向いて続ける。

「ねえ、先生」

　何だ、と問う。

「戦争が終わったら、私と結婚して下さい」

　いつも通りに茶化すような響きの、そんな言葉に。

　私はいつも通りに、首を横に振る。

　そういうことを言う者は、得てして早死にするものであると──そうたしなめて。

「おや。それは大変です、気をつけるといたしましょう」

　小さく笑った後、彼女はもう一度、口を開く。

「ねえ、先生」

　何だ、と問うと、彼女はおもむろに服のポケットから何かを取り出す。

「１０８」とだけ書かれた簡素なラベルが貼られた小さな、ガラス製のアンプル瓶。

　月明かりに煌きらめくそれをかざしながら──彼女は続ける。




「いつになったら、先生は私を殺してくれるんですか？」




──。

　製造番号Ａ‐００９「九ここの重え」。「聖女計画」の無期限凍結に際して、当初は彼女もその運用を凍結される予定であった。

「聖女アーテイフアクト」という非人道的な研究の産物がいつまでも記録に残り続けることを、軍部は恐れていたのだ。

　……しかしながら聖女として実戦に投入され、その華々しい戦果によって既に軍民問わず広く知られていた九ここの重え。そんな彼女の実戦投入を取りやめれば、疑惑の目が軍部に向くことは避けられない。

　連邦を勝利に導く、戦場の聖女。大きくなりすぎたその存在をもみ消すために、アカデミーは強硬手段に出ることを決定した。




　私に割り当てられた職務は、聖女たちのメディカルチェック及び健康状態の維持。

　そして、もうひとつ。

　プロトコル１０８。製造番号Ａ‐００９に対する第三者的安楽死──つまりは九重の殺害。

　それが私に下された、本当の任務である。





──生存中の「聖女アーテイフアクト」個体数：三十五体










■２──識別コードＡ‐００８






　識別コードＡ‐００８、個体識別名「八や刀と」。

　製造年一九三六年、Ａ‐００９と並んで現在生存中の「一桁台」。

　頭髪は極東種イーストリに特有の漆黒色で、瞳はケイバー分類Ⅰ度の青色。身長は一六三センチメートルとごく平均的な体格で、聖痕ステイグマ症候群に伴う著明な視力の低下の他、現段階において各種検査値にて特記すべき異常値は認められていない。

　訓練カリキュラムにおける成績を開示。白兵戦闘：クラスＢ。指揮能力：クラスＡ。

　品行方正で思想上の問題点もなく、規律違反及び命令違反の実績なし。

　保有秘ひ蹟せきである「事象視」は純粋な戦闘技能としては他に劣るものの補助性能は高く、総合能力は極めて優秀である……が。

　一点。一点だけ、彼女には問題があった。

　それは──




　　　　■




　──記録番号１９４２‐０７‐０５。




「箱庭」敷地内、学舎棟にある医務室。

「さっさと、しなさいよ」

　少しだけ、震える声。その声の主はＡ‐００８、「八や刀と」だった。

　わずかに上気した頰。微かすかに汗ばむ手のひらをきつく握りしめる彼女に、私は頷うなずいて。

　少し痛む、と。そう警告するや否いなや間髪入れずに、彼女の肘ちゆう窩かのわずかに浮き出た静脈へと注射針を刺し込む。

「……っ」

　もぞもぞと握った拳を握り直す彼女。私は手先がぶれないように、ゆっくり、ゆっくりと押し子を引く手に力を込めていく。

　およそ三十秒ほど経たって、シリンジの中に血液が満ちたのを確認すると私は彼女の腕に巻かれたゴム製の駆く血けつ帯たいを解ほどいてすっと針を抜いた。

　疼とう痛つうの有無を問うと、彼女は見るからに不機嫌極まりない様子で私を睨にらみつけ、

「……ええそうね。だいぶ痛かったわ、この下手くそ」

　きつい調子でそう返すと、酒しゆ精せい綿めんで刺入部を押さえながら器用に制服の袖を整え直す。

　そんな彼女を横目に、私は検体ラベルの貼られたスピッツに血液を分注していく。

　刺入部を軽くさすりながら──八や刀とはこちらへと向き直り、口を開いた。

「それで。検査の結果は」

　彼女の言葉に私は端末からカルテを開き、表示された諸もろ々もろの結果をつぶさに確認する。

　画像検査及び各種生理検査では目立った変化はなし。その他、神経学的にも概おおむね異常なし。

　ただし──

「……ああ、そう」

　表示された視力検査の結果を提示する。

　視力は、測定不可。ほとんど何も見えていない──あるいは、朧おぼろ気げに人影が蠢うごめくのが分かるといった程度だろう。

　一応眼鏡で矯正はしているものの、それも焼け石に水と言うほかない。

　そんな報告に、彼女はむすっとした表情のまま、小さく肩をすくめる。

「当たり前よ。どうせいまさら、良くも悪くもならないわ。こんなの、やるだけ無駄よ」

　否定的な態度を見せる八や刀とに、私はこれが必要なメンテナンスであることを伝える。

「分かっているわよ、そんなことは」

　苛いら立だたしげに声を荒げると、彼女は身を乗り出して、胸ぐらでも摑つかんできそうな剣幕でもって私を睨にらむ。

「……ねえ先生。私が訊ききたいのは、そんなことじゃないの。分かるでしょう。私が知りたいのはね──私がいつ、実戦に出られるのかっていうこと」

　静かな。けれどどこか焦あせりにも似たものを滲にじませる口調でそう告げる彼女に、私は座ったまま、首を横に振る。

　それは調律官ウオツチヤーが決定する項目ではない。「管理官コントロール」クラスでなければその決定権は与えられないのだと、その旨むねを伝達すると、

「じゃあ、精々貴方あなたは気を利きかせなさい。私が少しでも早く、戦場に出られるように」

　そう吐き捨てて彼女が席を立とうとした、ちょうどその時のことだった。

「失礼しまーす。八や刀とさん、終わりました？」

　気の抜けたようなのんきな声と共に医務室に入ってきたのは、九ここの重え。

　彼女の姿を認めるや否いなや──剣けん吞のん極まりなかった八や刀との表情に動揺が走る。

　先程までの頑かたくなな様子から一転して、その雰囲気はどうにも、奇妙なものに感じられた。

「こ、九ここの重え……」

「あらら、どうしたんですか八や刀とさん。なんだか落ち着かなげな様子ですが──はっ、もしや先生に何かされたんですか、性的な意味で！」

　ぱっと顔を青ざめさせると、九ここの重えは私へと向き直りつかつかとにじり寄ってくる。

「それはいけません、いけませんよ先生！　そういったことをご要望でしたらまず私に言って下さればよいですのに！」

　何やら盛大な勘違いを垂れ流し続ける九ここの重えの頭を押しのけつつ、　採血をした箇所が痛むらしい──というありあわせの噓うそと共に私は首を横に振る。

　すると九ここの重えは納得したのかしていないのか、そもそも初めから私に言い寄る口実だったのかあっさりと引き下がると、バツの悪そうな表情で立ちすくむ八や刀とのもとへと歩み寄って──おもむろに彼女をぎゅっと抱き寄せた。

「ちょっと九ここの重え、何を……!?」

「大丈夫ですか、八や刀とさん。痛かったんですね、おーよしよし」

「ふみゅう……」

　八や刀との頭を抱きながら、ゆるゆると撫なでる九ここの重え。そんな彼女に何か抗弁を返そうとする八や刀とだったが、顔を真っ赤にしてそのまま黙り込んでしまう。……九ここの重えより少し背の高い八や刀とが彼女に抱かれているその様は、なんとも不思議な光景だった。

　借りてきた猫みたいに大人しくなった彼女を抱いたまま、九ここの重えは私にわざとらしく批難めいた視線を向けて、

「ダメですよ、先生。あんまり八や刀とさんをいじめちゃ」

　気をつけよう、と私が返すと彼女はにやりと笑みを浮かべ、「分かればよろしい」と頷うなずいてそのまま八や刀とを引き連れ医務室を後にする。

　そんな彼女たちの背中を見送りながら、私は小さなため息をついた。




　Ａ‐００８、「八や刀と」。

　過去六ヶ月の訓練データでは白兵戦闘：クラスＢ。指揮能力：クラスＡ。

　品行方正で思想上の問題点もなく、規律違反及び命令違反の実績なし。

　保有秘ひ蹟せきである「事象視」は純粋な戦闘技能としては他に劣るものの補助性能は高く、総合能力は極めて優秀である……が。

　一点。一点だけ、彼女には問題があった。

　問題点というのは──そう。




　彼女が私を、ひどく嫌っているらしいということだ。




　　　　■





──通信記録、再生開始。

>>「調律官ウオツチヤー」より「管理官コントロール」へ報告。Ａ‐００８のメンテナンスにあたって不測の事態が生じた。

<<「管理官コントロール」より「調律官ウオツチヤー」へ。詳細の報告を。

>>Ａ‐００８は「調律官ウオツチヤー」に対し敵てき愾がい的てき感情を抱いており、メンテナンス上の障害が予想される。対応策の提示を。

<<……。

>>「管理官コントロール」？

<<自分で考えなさい。

──通信記録終了。






　　　　■




　深夜一時。聖女の一人──Ａ‐０８２から熱が出て息苦しいとの訴えがあり往診した、その帰かえり際ぎわ。

　彼女たちの居住スペースである宿舎棟から、中央の運動場を横切って医務室のある学舎棟へと向かおうとした時のこと、運動場の奥に設しつらえられた射撃場から、こんな時間だというのに銃声が聞こえてきた。

　誰かいるのかと見てみると──そこにいたのは、八や刀と。

　初夏とはいえ、まだ肌寒い深夜。騒音防護用のイヤーパッドを耳に当て、運動着の上にジャージを着込んだだけの姿で、彼女は狙撃用のライフルを構えていた。

　体格に不釣り合いな大型のライフルをゆっくりと構え、呼吸を整える。静かに、深く息を吸い込んで──彼女はそこで息を止め、引き金に触れた指に力を込めて。

　そのタイミングで、私は彼女に後ろから声を掛けた。

「きゃあ!?」

　勢いで引き金が引かれて、銃声が夜の空気を震わせる。当然ながら弾痕は、的の端を穿うがっていた。

「なななな何！　何なの！　お化け!?　お化けなのね！　やめて、こっちに来……って」

　ライフルを手離してへたり込んでいた彼女は、そこでようやく私を認識し始めたらしい。

　視覚の代替として他人の気配に敏感な彼女がここまで気付かなかったというのは、つまりよほど集中していたということなのだろう。

　まじまじと、呆ほうけた顔でこちらを見つめて。それから少しだけ、その顔に安あん堵どの色を混ぜて小さく息を吐く。

「……な、なんだ、貴方あなただったの。てっきりお化けかと……」

　お化け？

「違う、何でもない。何も言っていない」

　妙に慌てた様子でそうまくしたてた後、彼女はいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらを作るとこちらを睨にらむ。

「で、何の用。用がないなら、話しかけないでくれる」

　隠すつもりが毛頭感じられない、拒絶の言葉。とはいえそれで気け圧おされていても仕方がないため、私はこんな時間に何をしていたのかと確認する。

「見れば分かるでしょう、トレーニングよ。……何よ。射撃場と火器の使用許可なら、ちゃんと取ってるわよ？」

　銃火器の使用を咎とがめられていると思ったのか、そう返す彼女。しかし私が問いたいのは、そういうことではなかった。

　こんな深夜にまでトレーニングをする必要性があるのか、と重ねて問うと、彼女は「当然よ」と鋭く返す。

「私たちはいつ戦場に出ることになるか分からないのだから──できる時に、準備はしておかないと」

　そう告げると彼女は再びライフルを構え、標的へと向き直る。

　呼吸を整えて、一射。吐き出された弾丸は今度は、過あやまつことなく数十メートル先の標的の、その中心へと吸い込まれる。

　第二射、第三射。流れるような動作で排はい莢きようと撃発を繰り返し──その全弾が、見事に的の中心を抉えぐっていく。

　申し訳程度の灯あかりが照らすだけの、深い夜闇。その中でこれだけ正確な狙いを保てるというのは大したものだ。

　自然と、賞賛の言葉が口をついて出る。すると彼女は少しだけ頰を赤らめ、そっぽを向いた。

「この程度、なんてことないわ。私の秘ひ蹟せきはこういうことに特化した力だもの」

　彼女の持つ秘ひ蹟せき。

「事象視」──聴覚、嗅覚、触覚、温度覚など「視覚以外」の全ての生体センサーを賦活化することで周辺の状況を知覚する異能である。

　確かにその秘ひ蹟せきを以もつてすれば、この程度の射撃は当然のことなのだろうが。

　再び標的へと向き直って、八や刀とは静かに呟つぶやく。

「この程度じゃ、全然足りない。もっと、もっともっと、研けん鑽さんを積まないと──」

　……その言葉は、きっと兵士としては間違いではない。だが私からしてみれば、完全に肯定できることでもなかった。

　本来休息をとるための時間にまでトレーニングを継続するというのは却かえって非効率にもなりうる。ましてや彼女たち──不安定さと常に隣り合わせの彼女たちであれば、尚なお更さらだ。

　けれど八や刀とはそんな意見を、鼻で笑う。

「それをどうにか取り繕って、私たちを壊れるまで使い潰すのが、貴方あなたの仕事でしょう？」

　敵意を隠そうともしない、彼女の言葉。それを私は、否定することはできなかった。

　……彼女の言ったことは、この上ないほどに事実だからだ。

　ともあれ。やはり彼女にとって私は、招かれざる客らしい。

　あまり根を詰めすぎるな、とだけ告げて、私は射撃場を後にする。




　その晩、その後。銃声が再び聞こえてくることはなかった。




　　　　■




「……ふむ。八や刀とさんに嫌われていると」

　月下の鳥籠、造花の庭園。

　中央に置かれた白いティーテーブルで紅茶をすすりながら、私の話を聞き終えた九ここの重えはなにやらしたり顔で頷うなずくと、

「つまり先生は私に慰めてもらいに来たというわけですね。そういうことでしたらさあ、どうぞ私の胸に飛び込んできて下さいな。よしよししてあげます」

　そういうことではない。

　両腕を広げてみせる彼女に首を横に振ると、彼女は「ふむ」と小さく唸うなって。

「つまり先生は膝枕の方がお望みということですか」

　違う。

　私が再度首を横に振ると、いよいよ不思議そうな顔で彼女は小動物みたいに首をかしげる。

「それ以外というなら一体私に、どうしろと」

　私が「箱庭」に配属されたのはおよそ七ヶ月ほど前のことである。ゆえに、私よりも彼女の方が八や刀ととの付き合いは当然長い。

　であるから、彼女との間の確執の解消を相談しに来たのだと。そう返答すると──九ここの重えは複雑そうな面持ちで小さく唸うなる。

「どうして私が先生と他の女の仲を取り持たなければいけないんですか……と言いたいところですが、相手が八や刀とさんだというならば仕方がありませんね。あの子は私の、大切な友達ですからね」

　そう言う通り、九ここの重えと八や刀とは仲が良いい。

　訓練の際には二人で組んでいることが多いし、何より──二人は現状生き残っているたった二人の「一桁台」。何かしら、通じるところを感じ合っているのかもしれない。

　九ここの重えは少しだけ考えた後──やがて合が点てんがいった風に顎に手を当てて頷うなずくと。その顔に何やら、不敵な笑みを浮かべて言葉を続ける。

「ふふ。名探偵九ここの重えさんの灰色の脳細胞に、びびっと来ちゃいました」

　どうやら書庫に収蔵されている娯楽小説ダイムノヴエルか何かに影響されたらしい。気取った風に腕を組んで、パイプの代わりにティースプーンをくわえる彼女に行儀の悪さをたしなめつつ、私は話の続きを促す。すると──

「つまりですね。八や刀とさんは先生のことが好きなんです。ラヴなんです」

　下唇を嚙かんで無駄に気取った発音でそう言い放った九ここの重え。沈黙する私を前に、彼女は訊きいてもいないのに得意げにその薄い胸を張って続ける。

「なに、簡単な推理ですよ先生。『ツンデレ』というのは古典文学から伝わる好意の裏返し行為──つまりあの子が先生にきつく当たるのも、好意の裏返しということに他ならないでしょう」

　他ならなくないだろう。そもそも、推理ですらない。そう返すと、彼女は困ったように眉尻を下げて唇を尖とがらせる。

「むう。恋愛小説マスターと謳うたわれたこの私の見解を無下にするとは、先生ってば不思議な方ですね」

　私としては、彼女がなぜそんなに自信満々にこの説を提唱できるのかの方が不思議だった。

「そりゃあ勿もち論ろん、先生ほどの方であれば八や刀とさんが一ひと目め惚ぼれしてしまっても無理もないことですからね。無論、いくら大事な友達とはいえ私としても先生のお側そばを譲るつもりは毛頭ありませんが」

　どうやら、彼女と私とでは前提条件に大分齟そ齬ごがあるらしい。

　……しばらく彼女だけ書庫を出禁にすべきかもしれない、と彼女の情操教育の方向性について検討しつつ、私は話題を戻す。

　八や刀とが私を嫌っていることは、問題の優先順位としてはそう高くない。

　むしろ──今の彼女について問題とするべきことは、他にあった。




「八や刀とさんが、無理をしすぎている……ですか」

　思案顔で紅茶を一口すすると、九ここの重えは小さく頷うなずいた。

　真夜中に一人、鍛錬を続けていた彼女のことを話す。九ここの重えは静かな瞳で私の話を一通り聴いた後──何かを考え込むように、目を瞑つぶった。

「……なるほど。全く、あの子にも困ったものですね」

　小さく呟つぶやいて、彼女ははあ、とため息をつく。いつも飄ひよう々ひようとした態度の彼女にしては、少し珍しい表情だった。

　八や刀とがああも焦あせって訓練に励む理由に何か心当たりはないかと尋ねると、彼女はどこか煮え切らない表情で──

「……心当たりがないとは言いません。ですが──いえ、やめておきましょう」

　そんなぼやけた答えに問いを返そうとする前に、九ここの重えはテーブルの脇に立てかけてあった杖つえを取り、ゆっくりと立ち上がる。

「先生。確か明日、野戦訓練がありましたよね」

　唐突にそう問うてくる彼女に、私は虚を突かれながらも頷うなずく。

　予定されている訓練は、付近の山にて実戦形式での戦闘演習を行うというものだった。

　秘ひ蹟せきの使用も制限なし。サバイバルと実戦とを兼ねた、危険度の極めて高い過酷な訓練。それゆえに聖女たちの訓練課程においても最終段階に位置するものであり、見事最後まで勝ち残ることができれば──その意義は極めて大きい。

　それがどうしたのかと問うと、

「いえ、別に。ただ──」

　そう言って、彼女はその顔に何やら含みのある笑顔を浮かべて。

「ひとつ言えるのは、先生のお悩みが明日には解決するでしょう、ということです」

　──なんて。そんなことを言ってきたのであった。




　　　　■




　翌日の午前八時。野戦訓練は滞りなく開始された。

　近隣の野山を利用しての戦闘演習。聖女たちは二人一組で別々の出発地点から行軍を開始し、遭遇した他チームから各員の所有するリボンを奪い取る──そういうルールだ。

　当然、使用するのは模擬戦用のゴム弾入り小銃と、刃を潰した訓練用サーベル。とはいえ聖女同士の実戦形式での戦闘訓練である。どんな事故が起こるか分からないため、私も調律官ウオツチヤー用の救護テントを設営し、訓練の全行程が終了するまで待機していた。

「よっしゃー、みーちゃん、絶対優勝目指そうね！」

「え、えええ!?　む、無理だよう六りつ花かちゃん！」

　そんな調子でいつも通りに気楽そうに騒ぎながらスタート地点へ向かっていったのは六りつ花か、三み七な守もりペア。

　機動力で他の追随を許さない六りつ花かと、防御・足止めに特化している三み七な守もり。ペアでの戦闘経験も多い彼女たちはこの演習の優勝候補の一組だ。

「……だるいデス。めんどいデース。超帰りたいデース」

「駄目ですわ一い七な葉ば、そんな無気力では。手を抜いてるってバレないようにいい感じに戦って、いい感じのところで一抜けがベストですわ」

　……などと不穏当な会話を交わしているのは、Ａ‐０１７「一い七な葉ば」とＡ‐０１６「一い六む矢や」のペア。訓練や講義の無断欠席が目立つ問題児たちだが、とはいえ能力自体は決して低くない──否いな、総合力では九ここの重えにも決して劣らないレベルであると言っても過言ではない。

　ふらりふらりと、とりあえず所定の配置へと向かっていく彼女たちを確認して──それから私は、手元の端末で他のペアの組み合わせ表を確認する。

　八や刀とはいつも通り、九ここの重えと組んでいるらしい。

　九ここの重えが昨日告げた言葉を思い出す。露骨に何かを企たくらんでいそうな態度だったが──少なくとも出発段階では特におかしな行動もない。

　八や刀との方も、相変わらずだった。私に対して警戒心に満ちた視線を向けて立ち去ったところも含め、常と変わりはない。

　九ここの重えはああ言ったものの、少なくとも現段階では何の取っ掛かりも摑つかめてはいない。どうしたものか、と改めて対応を練り直す必要性を感じていると──ややあって、遠方から銃声が微かすかに聞こえ始める。戦闘が開始されたのだ。

　標高こそなだらかであるもののそこそこに広大な山で、生い茂る木々の量も厚く見通しは悪い。各ペアの開始地点も互いに距離が開いているため、交戦も必然的に偶発的なものとなる。

　孤立した状況下における生存訓練。それが本演習の目標だ。




　……そして加えて言及するならばもう一点、この演習には軍事上の意味合いもある。

　連邦北部、帝政圏との国境沿いを中心にして南北に広がる深大な山地帯、その裾野の広大な原生林の奥深くに位置する「箱庭」。今利用しているこの山はまさに、国境と目と鼻の先と言っても過言ではない。

　そのため数十年前にはこの一帯は要衝のひとつとして数えられており、山中を横切る大渓谷には第二十八号跳開橋──通称「渡らずの橋」と呼ばれる巨大な跳ね橋が建設されたのだとか。山中に建造されたこの大鉄橋は帝政圏への侵攻において重要な役割を果たすものと期待されていたのだが──結局のところ車両の立ち入りも困難で大規模な行軍路として使うには障害が大きすぎるという理由から今では連邦、帝政圏の両陣営から実質放棄されており、戦略上の重要度は極めて低いものとされている。

　とはいえ敵国からの侵入者が潜んでいる可能性や秘密裏の軍事展開がなされている可能性というのもゼロではないため、定期的な調査、索敵は必須である。

　そういう点においても、本演習の重要度は高いものと言えた。




「よう、ウォッチャーの。今日は宜よろしくな」

　ふと声を掛けられて振り向くと、そこに立っていたのは物々しい装甲服を着込んだ無ぶ精しよう髭ひげの男だった。

　彼は「守衛官デイフエンダー」。「箱庭」及び聖女たちの警備や護衛、そして──仮に彼女たちが反逆行為に及んだ場合の殺処分などを引き受ける役職である。

　国境が近い場所での演習である。敵兵との遭遇の危険もあるがそれ以上に、上層部が危惧しているのは聖女たちが脱走する可能性の方であった。

　……彼らの存在は、そのための保険というわけだ。

「ったく。この夏日にこんなくそ暑い強化兵装パツケージ着て一日見張りとかやってらんねえよ。俺が熱中症になっちまう」

　やめだやめ、と言いながら手近な椅子に腰を下ろして脱力する彼。「ランバージャック」の符丁を持つ彼は「箱庭」の警備責任者という大役にもかかわらず、どうにも気の抜けた男なのだ。

「大体、あの嬢ちゃんたちが脱走だの、反乱だのするわけもねーだろうに。お上は神経質すぎんだよ。……そもそもよ」

　小さく息を吐いた後、彼は私へと向き直り。

「どうせもう、嬢ちゃんたちは用済みなんだ。訓練なんかしたところで、何になるってんだ」

　力の抜けた──けれどどこか、皮肉げな響きが滲にじむ声でそう、静かに続ける彼。

　その漆黒色の瞳を見返して、けれど私は何も答えない。

　そんな私をしばらくじっと見つめた後。やがて彼は小さく肩をすくめて、

「……ま、あんたに言ってもしょーもないわな。やれやれ、すまんね」

　そう呟つぶやいたきり、再び無骨な小銃を担かついでテントを出ていった。







　──さて、そんな調子で数時間ほどが経過すると、ちらほらと脱落したペアが救護テントへと戻り始めた。

「……っつぅ、やられたー！　くやしー！」

　擦りむいた膝に処置を受けながら涙目で叫ぶこの童女は、Ａ‐０６９「陸り九く」。早々に交戦し、運悪く敗退してきたペアの片割れだ。

「っていうか先生、もーちょい優しくしてよぅ。それ痛い！」

　そう抗弁する彼女であったが、とはいえ土や砂で汚染された擦過傷は、そのまま放置していたら皮内に細かな砂粒が残存して外見的な障害を残す場合がある。こうしてちゃんと消毒し、洗浄することが必要だ。

　ピンセットで酒しゆ精せい綿めんを摑つかみ、若干の力を込めて傷口を拭う。陸り九くは小さな悲鳴を上げながら、恨めしげにぼやいた。

「うう、おのれ８・９はちきゆーペア。あいつらのせいで……いだだだだ」

　どうやら彼女たちのペアを撃破したのは八や刀と・九ここの重えのペアらしい。

　それから後に脱落し、戻ってきたペアも半数は彼女たちの手で撃破されたもの。もう半数は六りつ花か・三み七な守もりペア、あるいは一い七な葉ば、一い六む矢やペア……といった割合で。

　気付けば夕方の六時になる頃には、既に戦闘を継続しているペアの数は両手の指で余るほどに減っていた。




　……八や刀とが救護テントに運び込まれたのは、丁度その頃のことだった。




　　　　■




　目を閉じて、額に汗を滲にじませて気を喪うしなった八や刀とを──救護テントまで運んできたのはペアである九ここの重えと、そして六りつ花か、三み七な守もりの三人だった。

「……お二人と遭遇して、しばらくやりあってたら九ここの重え先輩の方から白旗が揚がって」

「何かと思ったら、やっちゃんが具合悪そうにしてたんだよね」

　心配そうにそう告げて、眠り込む八や刀とをじっと見つめる六りつ花か、三み七な守もり。

　そんな彼女たちに、私は訓練へ復帰するよう告げる。

　そうして救護テントに残されたのは、ベッドに横たわる八や刀とと──そんな彼女を見守る九ここの重え。

　八や刀とを静かに見つめたまま、九ここの重えは口を開く。

「先生。八や刀とさんは──」

　心配はない、と説明する。

　診察上、今すぐに命に関わるような所見はない。恐らくは軽度の脱水と、そして何よりも──ここ最近、訓練に根を詰めすぎたことによる疲労の蓄積であろう。

　しばらく点滴で補液を行っていれば、じき目は覚める。

　……それよりも、と。

　心配そうに八や刀とを見つめる九ここの重えに──私は問いを投げる。

　……いや、質問と言うよりは、確認と言うべきであったかもしれない。

　九ここの重え。彼女が八や刀との態度について何か知っているであろうことは──分かっていたから。




「……他人ひと様さまの昔の話を言いふらすのもいかがなものかと思って、黙っていたのですが。とはいえやっぱり──先生にも知っておいて頂いた方がいいかもしれませんね」

　疲れの混じったため息をついた後。ぽつり、ぽつりと、九ここの重えが口を開く。

「丁度、三年くらい前でしたか。私たち『一桁台フアーストコード』が実戦に投入された頃の話──つまりは、先生がまだいらっしゃってなかった頃のお話です」

　かつ、かつと杖つえをついて近くの椅子に座ると、彼女は話を続ける。

「当時、『一桁台わたしたち』はまだ訓練課程の途中で──正式に実戦配備になるかも決まっていませんでした。あの頃はまだ私も、早く実戦に出てお役目を果たしたい……だなんて殊勝なことを考えていたものですから、躍起になって訓練に励んでいたものです」

　苦笑混じりの笑みを浮かべながら、九ここの重えはさらに、続ける。

「そんな、ある日のことでした。ようやく私たちの実戦配備が正式に決まって──けれどこの子だけは、実戦部隊から外されたんです」

　理由を問うと、彼女は目を伏せて、

「最終試験として行われたのが、丁度これと同じ訓練……山中での遭遇戦訓練でして。その時も私とこの子とでペアを組んでいたのですが──訓練中にこの子の撃った弾が、私に当たってしまったんです」

　静かな表情で、九ここの重えはさらに続ける。

「丁度夜間で視界も悪く、さらには雨まで降ってましたから、この子の力でもあの状況で正確な射撃を行うのは難しかったでしょう。幸い訓練用のゴム弾だったので、私もなんてことはありませんでしたし──しょうがないで済ませられたはずの、ちょっとしたミスでした。……けれど」

　沈痛な面持ちで、彼女が顔を上げる。

「……上層部は、そうは思ってはくれませんでした。『他の聖女の足手まといになる』と判断されて、この子は『箱庭』への残留を命じられたんです。……それからでしょうか、この子がああいうふうになったのは」

　そう呟つぶやいて、彼女は眠り続ける八や刀とを静かに見つめる。

「今でこそあんなふうですけど、前はもっと癒やし系だったんですよ、この子。私ほどではありませんでしたが」

　しょうもない軽口を叩たたいてみせた後、九ここの重えは少しだけ、その表情を陰らせた。

「今日の訓練で優勝すれば、少しは自信を付けてもらえるかと思ったのですが──なんだか、逆効果になってしまったようです」

　はあ、と大きなため息をついた後、杖つえを鳴らして立ち上がる九ここの重え。どこへ行くのかと尋ねると、彼女は軽く肩をすくめて答える。

「私は訓練に戻ります。私まで一緒に棄権したとあっては──この子、きっと余計に気に病んでしまうでしょうから」

　眠ったままの八や刀とを見つめて、どこか申し訳なさそうな笑みを浮かべた後。彼女は踵きびすを返して出ていく。




　九ここの重えが出ていって、しばらくした頃のこと。いつの間にか微睡まどろみかけていた私は、テントの布を軽いものが打ち付ける音が聞こえて目を覚ます。外を一いち瞥べつすると、雨が降り始めていた。

　それと、時を同じくして。

「……ん、ぅ……」

　小さなうめき声と共に、眠っていた八や刀とも、目を覚ました。

　調子はどうだと問うと、彼女はぼんやりとした顔でこちらを見つめて──それから慌てて毛布にくるまると、なぜか赤面しながらこちらを睨にらんでくる。

「な、な、な、何よこれ、どういう──」

　訓練中に倒れたのだと教えてやると、彼女は面食らった様子でしばらく言葉を喪うしなって、それからその表情を暗くして、肩を落として俯うつむく。

「……ああ、そう。そっか。また私──あの子の足を、引っ張っちゃったのね」

　沈んだ様子の彼女に、私は何か言葉を掛けようとして口をつぐむ。

　そんなことはない、とか。自信を持て、とか。そういう言葉を掛けるのは簡単だ。

　だがそれは、当時の彼女たちを知らない私が告げるべき言葉ではないし、私に許された言葉ではない。

　私は──所詮はただの第三者ウオツチヤーでしかないのだから。

「……その様子だと、九ここの重えから何か聞いたのね」

　そう問うてくる八や刀とに、私はただ頷うなずいて。すると彼女は小さなため息をついて、ベッドの上で膝を抱える。

「おせっかいなんだから、あの子は。私なんかに気を遣ってくれなくて、よかったのに。……それで、あの子は、なんて？」

　先ほど聞いた通りのことを返すと、彼女は──その口元を歪ゆがめて、どこか悲しげな笑みを浮かべる。

「……そう。あの子は、そう言ったんだ」

　どういう意味かと問うと、彼女は目を閉じて──少しだけ沈黙を挟んだ後、口を開く。

「いいわ。九ここの重えが話したなら、私も教えてあげる。……あの子は私が誤射をしたって言ったのでしょうけど、それは……違う」

　そこで言葉を区切ると。彼女は口元をきゅっと結んで──決心したように、続けた。

「確かに、狙撃が難しい状況だった。灯あかりのない夜間で、雨も降っていて。でも、当てられる距離だった。……あの子に当ててしまったのは、ただミスしたからじゃない。私が──心のどこかでそれを、願っていたから」

　震える声でそう、吐き出して。

　何もかもを拒絶するように、彼女は抱きかかえた膝に顔を埋うずめる。

「強大な秘ひ蹟せきを持っていて、いつも全体を見ていて、冷静で、間違いがなくて。……そんなあの子に、私はいつも憧れてた。憧れて、努力して、だけど私の秘ひ蹟せきじゃ、あの子には全然敵かなわない。それが悔しかった。妬ましかった。……だから私はあの時、しくじった。私よりも優秀なあの子の足を引っ張ってやりたい、って。心のどこかでそう思っていたから、私は──」

　そこで言葉を途切れさせて、彼女は大きく息を吸う。呼吸が荒い。精神的なものだろう。

　少し考えて、私は彼女を置いてテントを出る。一人になりたいだろうと、そう考えたからだ。




　いつの間にか、降り注ぐ雨滴は大粒になっていた。

　ざあざあと降りしきる雨を凌しのごうと、近くの資材置き場の幌ほろの下に走り込んだ──そんな時のことだった。




　通信用の端末に着信が入り、私は画面を確認する。発信者は「ランバージャック」だった。

　応答すると、彼はわずかに焦あせりを滲にじませた声で告げる。




「『ランバージャックよりウォッチャーへ。緊急事態だ』」

　何事かと問うと、彼は声を潜ませて──

「『プロトコル５０１が発生した。ターゲットはＡ‐００９……九ここの重えだ』」




　その言葉の意味するところに、端末を握る手が微かすかにこわばる。

　……プロトコル５０１。それは、聖女の所在が確認できなくなったことを表す符丁だった。




　　　　■




　聖女たちには逃亡防止のため、耳介に小型の発信機が埋め込まれている。

　ランバージャックの話によれば、九ここの重えの信号が途絶えたのはおよそ一時間ほど前のことらしい。

　現在訓練続行中のペアに連絡を取るも、九ここの重えと交戦中のペアはなし。彼女を撃破したという話もない。

　訓練は中止となり、山中にて戦闘を継続していたチームも全員が拠点へと集められたが──やはり彼女の姿だけが、そこにはなかった。




「厄介なことになったな」

　装甲服にヘルメット姿で臨戦態勢のランバージャックは、しかし相変わらずどこか気の抜けた声でそう呟つぶやく。

「嬢ちゃんがどういうつもりでいなくなったのか──単純に迷子になってどっかでべそかいてるのか、それともマジにマジなのかは知らねえが。どうあれこの状況はあんまりよろしくねぇぞ」

　プロトコル５０１が発令されている現段階では、行方不明者を捜索し、身柄を「生きたまま」確保することが第一目標となる。

　だが──状況に改善がなかった場合。具体的に言えば、５０１発令から三時間が経過してなお行方不明者の確保が完了していない場合。

　その場合には自動的にプロトコル５０２──「聖女の脱走」が発生したものと見み做なされ、彼女がどういう意図で姿を消していたかにかかわらず、その身柄は処分対象となる。




「この山を越えたら、帝政圏との国境だ。……そう簡単に越境できるとも思えんが、とはいえこんな場所で姿をくらましたとなれば亡命の疑惑も懸かる。……５０２が発令されちまったらもう、言い訳のしようがねえぞ」

　ランバージャックの言葉に、私も頷うなずいて同意する。

　現時点で既に、発令から一時間。

　５０２が発令される前に九ここの重えを保護するためには、あと二時間以内に見つける必要がある……のだが。

「……よりによって、この山ン中。しかももう日も暮れてる。この状況で嬢ちゃん一人を探し出すってのは──ちょいとばかしハードだな」

「箱庭」配属の守衛官デイフエンダーの数は精々一個小隊程度。この夜間に山中を捜索するとなると、数倍の人数は必要だろう。

　……時間も、人も。何もかもが足りない。

「くー先輩……どうなっちゃうの？」

　不安そうな表情で、六りつ花かが尋ねてくる。そんな彼女に、私は返す言葉が見つからずに口を閉ざす。

　こうしている間にも、時間は少しずつ消耗されていく。守衛官デイフエンダーたちは既に捜索を開始しているが──いくら精鋭の彼らでも、この状況ですぐに九ここの重えを見つけられるかは分からない。

　では、他の聖女たちを動員するか。……それも、ナンセンスと言うほかない。

　この夜間、しかも豪雨も重なって足場が悪くなりつつある状況。山の中には急きゆう峻しゆんな沢もあり、この状況では滑落する危険性もある。

　もしも行かせれば彼女たちを危険に晒さらすことになるし──最悪、二重遭難のリスクまである。




　──ならば、どうするのが最善か。

　……簡単なことだ。九ここの重えを、見捨てればいい。

　彼女は「損耗」したと考えて、無かったことに。そうすれば私に課せられた最重要任務も、自動的に完了する。一石二鳥というやつだ。

　それで、全て終わり。何もかもが、丸く収まるのだ。




　……だが。

「……５０２への移行を、遅らせて欲しい？」

　私のそんな頼みに、ランバージャックは素っ頓狂な声を上げた。

「そいつぁ無理だ。そんなことが管理官コントロールにバレたら、俺たち全員軍規違反で仲良く銃殺刑だぞ──って、んなこたぁ分かってるって顔だな」

　顔なんてわかんねーけどな、と小さく笑いながらそう呟つぶやいた後。次の瞬間、彼はその顔から一切の表情を消して──私の胸ぐらを摑つかんで強引に引き寄せると、周りの少女たちに聞こえないよう耳元で囁ささやくように続ける。

「……どういうつもりだ、『無貌フエイスレス』。てめぇ、自分が何を言ってるのか分かってんのか」

　襟元を摑つかむ手に力が籠もって、次の瞬間。強化兵装パツケージによってアシストされた膂りよ力りよくによって、私の体は簡単に放り投げられる。資材置き場に積まれた木箱に背中から激突して、肺の中の空気が絞り出される。

　呼吸がままならず咳せき込こみながら、顔を上げると──目の前に、７・62mm口径の漆黒色の銃口が突き付けられる。

「先生！」

　こちらに駆け寄ってこようとする六りつ花か、三み七な守もりを手で制して、私はその銃口を。そしてその先にある同じ色の瞳を見返して──

　頼む、と。

　ただそれだけ、口にする。

　ランバージャックは無表情のまま、私をじっと、じっと見つめて。

　永えい劫ごうのような数秒が過ぎ去った、その後──

「下らねぇ」

　私に向けていた小銃を肩に担かつぎ直なおして、彼は大きなため息をつく。

「もうあと一時間。それが限度だ。……それと、万が一にバレた時にはてめぇが全責任を被かぶって死ね」

　ぶっきらぼうにそう告げると、彼は近くの椅子にどっかりと腰を下ろして腕を組む。

　そんな彼に礼を告げて──するとその時、固唾をのんで周りで見守っていた少女たちが堰せきを切ったように口を開く。

「先生、わたしたちも九ここの重え先輩を探しに行きます！」

　そう言い出したのは三み七な守もりだった。さらに、

「せっかく訓練中止になったし休みたいデスけど、そうも言ってらんないデスよねぇ」

「駄目ですわ一い七な葉ば。めんどいですがちゃんと探し出さなければ。場合によっては九ここの重えさんに恩も売れますし」

　なんて。普段はこういうことに消極的な一い七な葉ば、一い六む矢やまでもがそんなことを言い出す。

　そんな調子で乗り気の彼女たちを一いち瞥べつしつつ、けれど私は、首を横に振る。

　彼女たちの申し出は、一助にはなる。だが──単なる人海戦術ではダメだ。もっと確実な手を講じる必要がある。

　夜闇と豪雨に包まれたこの山中。絶望的な視界の中で、たった一人の少女を探し出す手段。




　そんな手段に──幸いにして私はひとつ、あてがあった。




──。

「……九ここの重えが、行方不明？」

　救護テントの中。ベッドから身を起こしてこちらを見返す八や刀と。

　九ここの重え捜索のための最後の手段としてたどり着いたのが──彼女だった。

「事象視」。五感の賦活によって広域の事象を覚知する秘ひ蹟せき。

　この悪環境で九ここの重えを見つけられるとすれば、彼女しかいないだろう。




　事の次第を告げて、協力を要請すると──しかし彼女はその青色の目を戸惑いで揺らして、迷いの残る表情で視線をそらす。

「私なんかじゃ、無理よ。……あの子を助けるなんて、できないわ」

　そんなことはない。君にしかできないことだ。

　そう告げると──何かに耐えるように表情を歪ゆがめて、彼女はさらに続ける。

「そうね。そうかもしれない。けどもし、失敗したら？　あの時は訓練弾の誤射だったから良かった。……だけど今度は違う。私が失敗したら、あの子は死んでしまうかもしれない。そんなの嫌よ。そんなの、背負いきれない」

　吐き出すように告げた彼女に、私は口をつぐむ。

　ようやく私は、八や刀とという少女について一抹の理解を得た……そんな気がしたのだ。

　つまるところ、彼女は自分というものを信じていない。

　血の滲にじむような努力を積み重ねて、技術を磨いて──それでも彼女の心には、過去の過あやまちが澱おりのようにこびり付いている。

　自分は、間違っている。自分は、劣っている。

　そんな彼女の心の最さい奥おうを垣かい間ま見みて。彼女の後悔を、目まの当あたりにして。




　だけど今、私はそれを──否定する。

　私は君を、信じていると。ただそれだけ、彼女に告げる。




「……信じてる、ですって。何よそれ。何でそんなことが」

　言えるのか、と。そんな問いは、私に対しては愚問だった。

　彼女の全てを知っているわけではない。けれど少なくとも、私がこの「箱庭」に来てから七ヶ月──その間のことは、知っている。

　私は、傍観者ウオツチヤーだから。彼女たちにまつわる客観的な事実のみに限局すれば──私は彼女たちを、彼女たち自身よりも知っている。




　客観的に述べて、彼女には今、九ここの重えを救えるだけの能力があると。

　調律官ウオツチヤーとしての立場から、私はそれを宣言する。




　八や刀とはしばらく、啞あ然ぜんとした様子で沈黙して。それからやがて──盛大なため息をついて、頭を押さえる。

「……呆あきれた。救いようのない馬鹿だったのね、貴方あなた」

　失笑をこぼしながらそう呟つぶやいて、彼女はゆっくりと、ベッドから降りる。

「……まあ、でも。少しだけ──やる気は出たわ」

　点滴台を支えに立ち上がると、彼女はその顔に不敵な笑みを浮かべて、私へと向き直る。




「見ていなさい、先生。私がちゃんと、あの子を見つけ出してあげるわ」




　　　　■




　拠点近く、山の全容を一望できる高台。

　周囲に積まれた無数の通信機材の中央に、彼女は立っていた。

　その頭には無骨なヘッドセットが装着されており、そこにはさらに、周囲の機材から伸びた無数のコードが繫つながっている。

　そんな異様な光景の中央で、八や刀とは目を閉じながら静かに、口を開く。




「それじゃあ、始めるわ」

　そう告げたかと思うとその瞬間、彼女の瞳の青色がその輝きを増して──同時に彼女の周囲の空間に、膨大な数の立体投影スクリーンが表示される。

　周囲に並ぶ物々しい機械は全て、彼女の脳波から彼女が感知した情報をデータ化し、共有するための演算・通信装置だ。

　投影スクリーンには凄すさまじい勢いで地形情報が描画され、さらにその中に無数の情報が付記されていく。

　半径百メートル範囲の立体図が瞬またたく間まに完成する。が、八や刀とは小さく舌打ちして首を横に振る。

「……いない。この程度の範囲じゃ、まだ全然足りない。なら──」

　そう言うや否いなや、八や刀との瞳の輝きが増して。と同時に、その表情が苦しげに歪ゆがむ。

　瞬間──地表の数ミクロンの凹凸に温感データ、微小生物の動態、川の流速、木々のゆらぎ。無限大の情報が一斉にスクリーン上に広がって、情報となって膨れ上がっていく。

「事象視」によって賦活された彼女の五感は際限なき現実の蒐しゆう集しゆうを、演算を、再構成を完了し──その情報量は瞬またたく間まにペタバイト級にも至る。

[image: ]

　スクリーン上の立体図はもはや山地全域の五割程度、十万平方メートルほどの範囲を描画し終えるに至り、さらにその描画は速さを増していく。

　だが──

「っ、が──あっ、うっ、あぁぁぁ！」

　張り裂けそうなほどの悲鳴が、空気を震わせる。見れば八や刀との目から、鼻から──血が流れ落ちていた。

　普段の訓練ではまず行うことのない急激な、かつ膨大な情報の演算処理。これだけのデータ処理が彼女の脳に及ぼす負荷は如い何かほどのものか、予想しようがない。

　思わず駆け寄ろうとする私に、しかし彼女は、

「……こな、いで！」

　叫ぶようにそう告げて、荒い息をこぼしながら歯を食いしばる。

「……私は、あの子に追いつけない。だから私はあの子のことを羨んで、妬んで……だけどそれでも、あの子は私にとって、ずっと憧れだった。……だから、きっと。ここで頑張らなかったら私は、私自身を許せない。私は、私にとって一番大切なあの子を──今度はちゃんと私の力で、守りたい！」

　血を吐くようにそう告げる彼女を前に、私は足を止める。

　手を差し伸べることは、簡単だ。……けれど、今それをしても、何の解決にもなるまい。

　ここは、彼女の土ど壇たん場ばだ。ならば今は──私は、傍観者であるべきだ。

　傍観者として、彼女の戦いから目を背けることなく、見続けるべきなのだ。

「……まだ、まだ見つからない。もっと、もっともっともっと、情報を──」

　そう呟つぶやきながら、耐えきれなくなったのかうずくまる八や刀と。けれどなおも、処理されるデータ量は際限なく増加の一途を辿たどり続つづける。……これではいつ、八や刀との脳が焼き切れても、おかしくはない。

　だが──私はただ、目の前の光景を見つめ続ける。

　……それが、彼女との約束だった。




「──みつ、けた！」




　絞り出すような八や刀との声。それと同時にスクリーン上の立体図にぽつりと点が表示される。

「……ターゲットの座標を保存、送信完了。……お前ら急いで確保しろ、もう時間ねえぞ！」

　通信機に向かってそう叫ぶランバージャックの怒鳴り声が聞こえる。と同時に私は八や刀との側そばへと駆け寄ると、倒れ込みそうになる彼女の体を間一髪で支える。

　瞬間、周囲を埋め尽くしていた投影スクリーンが一斉に消えて、八や刀との体からも、だらりと力が抜ける。

「……あとは、任せたわよ。……先、生」

　それだけ告げて、目を閉じる彼女。その体を抱きかかえると、私はランバージャックへと向き直る。

　親指を立てて、不敵な笑みを浮かべてみせる彼。

「座標さえ分かっちまえば、あとは俺らでどうとでもなる。迷子のお姫様は責任持って送り届けてやるさ──だからそっちの頑張り屋を、ちゃんと休ませてやってくれ」

　そう告げた彼に礼を言うと、私は八や刀とを抱えてその場を後にする。

　九ここの重えが救出されたとの報しらせが入ったのは、それから二十分後のことだった。




　　　　■




　……結論から言えば、九ここの重えは無事だった。

　顚てん末まつも、蓋を開けてみればなんということはない。戦闘行動中、足を滑らせて沢に転落し──その時に杖つえを落としてしまったせいで、動けなくなっていたのだという。

　発信機の反応が消えたというのもこれまた単純な理由で、彼女がその少し前に交戦していたＡ‐０６９の保有する「電撃操作」の秘ひ蹟せきによって故障していただけだった。




　とまあそんなこんなで。九ここの重えの方は結構な高所から落ちたにもかかわらず、軽い擦り傷や打撲以外の怪け我がはなし。

　そして──




「……だから。もう体は全然大丈夫だって言ってるでしょ」

　定期診察の日。医務室の椅子で八や刀とは、呆あきれたように腕を組んで私を見つめていた。

　血液検査の結果などを確認する。以前と比べて大きな変化はない。

　一応頭部の画像検査なども一通り行ったが、幸いこちらも異常はなかった。

　自覚症状は何かあるか、と問うと、

「別にないって。……心配性すぎるんじゃないの、先生」

　との答え。

　あの日、最大出力で秘ひ蹟せきを使い続けた彼女であったが──ひとまずのところは問題なく日常を過ごせているようだ。

　長期的な後遺症についてはまだ油断はできないが……それは今後、注意して診ていく他ないだろう。




「ねえ、先生」

　一通りの診察を終えた後。着衣を整えながら、八や刀とがぽつりと、口を開いた。

　なんだ、と問うと彼女は少しだけ。逡しゆん巡じゆんするように視線を揺らして──

「……あり、がとう。それと、今までごめんなさい」

　なんて、そんなことを言う。

　思いがけないその言葉に私が固まっていると、彼女はいつも通りのむすっとした表情で、

「ちょっと。その態度、なんかおかしくない？」

　そう言ってくる彼女に私は少しばかり慌てて首を横に振った後──なぜそんなことを言うのかそれとなく尋ねる。すると彼女は、その白い頰を赤く染めて恥ずかしそうにそっぽを向いて、

「……そりゃあまあ。先生のお陰で、私は自信を取り戻せたから。一応、お礼くらいは言っておかないとと思っただけよ」

　そう返す彼女に、私は少しだけ沈黙した後、再び首を横に振る。

　彼女の背中を押したのは、私ではない。彼女が前に進むことができたのは、他ならぬ彼女自身の努力の賜たま物もの。

　私は──いつも通り「見ていた」だけ。強いて言うならば、状況を少しばかり整えた程度だ。




「……なんつーか、結構面倒くさいわね貴方あなた。礼くらい、素直に受け取りなさいよ」

　呆あきれたように半眼で呟つぶやきながら、小さくため息をつく彼女。その表情にはしかし、前ほどの刺とげ々とげしさはない。

　事件はあったものの、結果的には彼女とも少し交流を深められたのかもしれない。だとすれば万々歳だろう──そんなことを考えながら、私は胸を撫なで下おろす。

　するとそんな時、医務室の扉が開いて誰かが入ってきた。

「やっほー、せんせ……っておや、八や刀とさん」

　能天気そうに声を上げて入ってきた彼女──九ここの重えは、八や刀との姿に気付くと少し驚いた顔で目を瞬またたかせる。

「そう言えば、今日は八や刀とさんの診察が先でしたか。これは失礼しました」

「あ、気にしないで九ここの重え。私はもう──」

「先生と愛を育むのはまた後にしましょう」

　そんな、いつも通りの軽口を彼女が叩たたいたその瞬間。

　八や刀との表情が──ぴしりと、凍りついたような気がした。

「……九ここの重え。それって、どういう」

「え？　イヤですね八や刀とさん。私の口から言うのは恥ずかしいです。強いて言うなら、体と体を密着させてこう、押したり引いたり挿したり抜いたりとか」

　記録上誤解のないように注釈すると、徒手筋力検査と採血である。そう言いかけたところで、

「……先生？」

　ぞくりと。

　八や刀との呟つぶやきに私は思わず、口をつぐむ。

　彼女の顔を、見返す。今までに見たことのないような、きれいな笑顔。だがしかし──それゆえに奇妙な圧がある。

　立ち上がって、ゆらりとこちらに向き直ると。一転してその顔から笑顔が消え、そこにあったのは仮面よりも仮面じみた冷たい無表情で。

「……九ここの重えに何かしたら、絶対に許さない。どこに隠れても、見つけ出してやるから」

　かつてないほどの殺気に満みち溢あふれたそんな言葉を残して、部屋を出ていく八や刀と。

　そんな彼女の態度を前に、私はようやく──全てを理解する。

　彼女が私を目の敵にしていたのも。戦場に出たくて一心不乱に努力を続けたのも、全部。

　全部、彼女が──九ここの重えを好きすぎるがゆえ、なのだと。




　Ａ‐００８、「八や刀と」。

　過去六ヶ月の訓練データでは白兵戦闘：クラスＢ。指揮能力：クラスＡ。

　品行方正で思想上の問題点もなく、規律違反及び命令違反の実績なし。

　保有秘ひ蹟せきである「事象視」は純粋な戦闘技能としては他に劣るものの補助性能は高く、最大出力時の索敵性能は実測二十万平方メートルもの超広域にも及ぶ。そういった点も踏まえれば、その総合能力は現在生存している聖女の中でも極めて優秀である……が。

　一点。一点だけ、彼女には問題があった。

　問題点というのは──そう。

　彼女の九ここの重えに対する愛情が、重すぎるということだ。




──。

　肩を怒らせて出ていった八や刀との後ろ姿を見送りながら、当事者の九ここの重えはというと──

「おやおや。仲良しへの道はまだ遠そうですねぇ。せっかく私が体を張って切っ掛けを作ってさしあげましたのに」

　なんて。いたずらっぽい笑みを浮かべてそんなことを言う。

　……種明かしは、今更彼女に求める気にもならなかったが。要するに今回の件は──彼女が仕組んだ計画的な、たちの悪いいたずらだった。

「電撃操作」の秘ひ蹟せきを持つＡ‐０６９と交戦し、おそらくはわざと、その攻撃を軽く受けるなりしたのだろう。そうすることで発信機を壊して、その後適当なタイミングで姿をくらませた。

　大筋の流れとしては、そんなところか。

「さっすが先生。私の考えることなんて、お見通しというわけですね」

　ぺちぺちと拍手をしながらゆらゆらと笑う彼女に、私はため息を吐き出す。

　なぜそんなことをしたのか……などと、それを問うのはなおさらナンセンスだろう。

　彼女は、知っていた。八や刀とが無理をしていることも、その理由も、恐らくは。

　だから──私からの依頼にかこつけて、この計画を実行に移した。

「私に誤射をしたあの日から、あの子がずっと悩み続けてるのは薄々感じていました。……あの子がどう思っているかはともかく、私はあの子の親友のつもりですからね。で、そこにうまいこと、先生からの相談事が転がってきたので──やるなら今回だと、そう思ったわけです」

　得意げに語る彼女に、私は呆あきれ混まじりの視線を送る。

　八や刀との悩みを知っていたのなら、九ここの重え自身が一言声を掛けてやれば済んだのではないか。

　そんな私の言葉に、彼女は少しだけ、寂しそうな表情で笑う。

「……そうですね。そうできれば、それが一番でしたけれど──それじゃあ、駄目だったんです。私がいくら言葉を重ねたところで、誰よりもあの子自身が、自分のことを信じようとしていませんでしたから」

　だから、彼女は企てた。

　八や刀とに自信をつけてもらう、たったそれだけのために──彼女は平然と、自分の命を懸けるという強行策に出たのだ。

　……もしも、私が彼女の救助で粘ろうとしなかったらどうしていたつもりだろうか。

「そんなこと、考えもしませんでした。……なにせ私と先生とは、運命の赤い糸でがんじがらめになっていますからね」

　とぼけたようにそんなことを言う、彼女の微笑ほほえみに。

「……って、いた、痛いです先生。アイアンクローはちょっと流石さすがにいだだだだだ」

　疲労感がどっと噴き出すのを感じて、私は八つ当たり気味に教育的指導を開始した。

　全く、八や刀とといい、彼女といい。

　──人様に心配を掛けるのも、程々にしてほしいものだ。








──生存中の「聖女アーテイフアクト」個体数：三十五体










■記録番号──〈修復不能〉







「貴方あなたのことは、知っています。……上層部も手の込んだカモフラージュはしていたみたいですけれど、私の方にも鳥籠の鳥なりに色々とつてはありましてね」

　感情の起伏を感じさせない声でそう告げると、薄桃色の髪の少女はゆっくりと、杖つえをついて私へと歩み寄る。

　さくり、さくりと、草を踏む音。「仮にこの戦争が終わったら。私たちみたいな存在は、はっきり言って邪魔──いえ、上層部からしてみれば迷惑千万なものでしょう。人体実験の末に生まれた、哀れな人間兵器。そんなものを生み出した残虐非道な軍部。……一体どれだけのお偉方の首が飛ぶか、分かったものじゃあありません」

　さくり。

　棒立ちのまま一歩も動けない私の前まで来ると、彼女は私が落としたアンプルを目の前に掲げながら静かに続ける。「だから、貴方あなたは来た。私を殺して、この馬鹿げた計画の存在をなかったことにするために」

　深海のような暗い瞳が、私を見る。

　殺される、と思った。私は彼女を殺しに来たのだから、当然だ。

「舞踏する死神ダンス・マカブル」。万象を腐敗させる、最強の聖女。彼女が私を殺すのは、蟻ありを捻ひねり潰つぶすのと同じくらいに容た易やすいだろう。

　だが──彼女が告げた言葉は、私にとって意外なものだった。




「取引を、しませんか」

　平淡な調子で、彼女はそんなことを言う。

　冗談のつもりか。彼女の表情を見るが、そこに浮かんでいたのは相変わらずの無表情でその真意を読み取ることはできない。

　一瞬のようにも千日のようにも思える時間の後、私はからからに乾いた口をどうにか動かして、彼女に問う。

　何を、すればいい。

　私の問いに、彼女はそこで初めて笑みのようなものを浮かべて──










■３──識別コードＡ‐０３７・０６０






　識別コードＡ‐０３７、個体識別名「三み七な守もり」。

　製造年は一九三七年。頭髪は肩口までのプラチナブロンドで、瞳はケイバー分類Ⅱ度の薄青色。身長は一五三センチメートルと小柄で体たい軀くも薄く、同時期に生産された中期型と比較しても基礎的な体力に不安が懸け念ねんされる。

　訓練カリキュラムにおける成績を開示。白兵戦闘：クラスＢ。指揮能力：クラスＤ。

　品行方正で思想上の問題点もなく、規律違反及び命令違反の実績なし。

　軽度の対人恐怖的気質を認めるが、他個体との関係性において際きわ立だった問題は認められていない。

　当該個体についての追加情報として付記すべきことがあるとするなら、Ａ‐０６０「六りつ花か」との非特異的な関係性であろう。

　アカデミー第十五号特殊兵器工こう廠しようにて製造された両個体は同施設における基礎課程を経た後に「箱庭」へ配属。その共同生活の期間ゆえか──彼女たちは常に、行動を共にしている。

　寝食も、訓練も常に一緒で片時も離れることのない彼女たち。その関係性は、他の個体間においても観察されていないきわめて稀まれなものと言える。

　すなわち、類血縁的な信頼関係。

　──平易に言い換えるならば、二人はまるで、姉妹のように仲が良いい。




　　　　■




　──記録番号１９４２‐１１‐１５。




「箱庭」敷地内、学舎棟にある医務室。

　薬用アルコールの匂いが微かすかに漂うその空間で、Ａ‐０３７「三み七な守もり」は緊張した面持ちで口を開いた。

「……お願いします、先生」

　そう言って、微かすかに怯おびえた様子で愛用のマフラーを解ほどき、制服の襟元を大きく開けてその白い首筋をあらわにする彼女。

　その首筋には──樹脂製の小さな構造物が、縫合糸で縫い付けられていた。

　上から被かぶせられた薄い保護シールで補強されたその構造物は、よくよく見れば彼女の首筋に直接刺さっている。そしてそこから伸びた透明なチューブは、彼女の首に嵌はめられた金属製の首輪のような装置へと繫つながっていた。

　内ない頸けい静脈留置カテーテル、あるいは中心静脈カテーテルＣＶＣ。血管内に薬液を注入するための、いわば点滴ラインの一種である。

　聖痕ステイグマ症候群の影響で生まれつき重度の心臓の障害を持つ三み七な守もり。心筋の病的肥大によって致死的不整脈が誘発されやすいその体質ゆえ、首に嵌はめられた携帯型薬液ポンプを介して常に抗不整脈薬の投与を行っているのだ。




　首筋に触れ、保護シールの端を指先で捲めくる。

「ひゃう……」

　びくりと震える三み七な守もりに配慮してゆっくりとシールを剝がすと、刺入部の皮膚が炎症などを起こしていないか目視で確認しつつ、私はヨード消毒液の付着した綿棒でカテーテル刺入部を清せい拭しよくする。

　中心静脈カテーテルの留置は大掛かりな作業になるため、頻繁に刺し替えることができない。ゆえに周囲に感染症などが起こらないよう、定期的にこうやって消毒をする必要があるのだ。

　二回消毒を済ませた後、上から皮膚被覆材を貼り直して固定を完了した後、終わったことを三み七な守もりに伝える。すると彼女はおそるおそる目を開けて、ほぅと安あん堵どの息を吐はいた。

　痛かったかと問うと、彼女は困ったような笑みを浮かべて首を横に振る。

「そういうわけじゃ、ないんですけど。やっぱりまだちょっと、怖いです」

　まあ、そうだろう。首筋に四六時中チューブが刺さっている状況になどそうそう慣れるものではない。

　もっと良いいやり方があればよいのだが──彼女の心臓の障害は重度であるため、内服薬だけでコントロールするのも難しいのだ。

　刺入部隠しのためのマフラーを巻き直しながら、彼女は穏やかな表情で続ける。

「……でも、毎回ありがとうございます、先生」

　礼を言われることではない、と私は首を横に振る。

　困ったことがあれば何でも言うように。そう彼女に返すと──彼女は「困ったこと」と呟つぶやいて黙り込む。

「……あの、先生。その」

　逡しゆん巡じゆんした様子で指先をもじもじと動かしながら、上目遣いにこちらを見つめる三み七な守もり。

　何かあるのだろうか。ああは言ったものの、引っ込み思案なきらいのある彼女がこうして自発的に発言しようとするのは珍しい。

　促してみると、彼女は決心したように口を開いた。




「実は──六りつ花かちゃんのことで、相談したいことがあって」
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　Ａ‐０６０、個体識別名「六りつ花か」。一九三八年製造の中期型である彼女は、前述した通り三み七な守もりと同じ工こう廠しようで製造された個体である。

　体が小さい三み七な守もりと対照的に、身長は一六五センチメートルと高めで発育も良好。引っ込み思案でやや臆病なきらいのある三み七な守もりに対して、性格は竹を割ったように快活で明朗、悪く言えば短慮。訓練成績を見ても卓越した白兵戦能力を誇る一方で、座学に関しては全体でも下から数えた方が早い。

　そんな、三み七な守もりとは何もかも対照的な彼女であるが──同じ工こう廠しようで過ごしたからだろうか、この二人はきわめて仲が良いい。

　たとえば──




──。

「実は、六りつ花かちゃんとちょっと、ケンカしちゃったんです」

　緊張した面持ちの三み七な守もりの口から飛び出したのは、そんな言葉だった。

　どんな相談かと身構えていた私は、その思いがけない内容にしばし硬直して言葉を喪うしないかけて──不安そうにこちらを見つめる彼女に気付いて慌てて、続けるよう促す。

「……昨日の模擬戦で、六りつ花かちゃんとペア組んでた時にちょっと、あって。仲直りになにかいい方法はないかなって思って──それで、もうすぐ六りつ花かちゃんの誕生日だから、贈り物をあげられないかなって、思ったんです。けど……どんなものを贈ったらいいか、分からなくて」

　おどおどとした目で問うてくる彼女に、私は腕を組んで唸うなる。……そうきたか。

　彼女たちのような年頃の（と言っても、実年齢は一桁だが）少女が欲しがる贈り物なんて、想像もつかない。ましてやこの「箱庭」という限られた空間で手に入るもので……となれば尚なお更さらのことだ。

　深刻そうな面持ちで、三み七な守もりはぽつぽつと続ける。

「……六りつ花かちゃんにはいつも助けてもらってばっかりだから。なにか、ちゃんと喜んでくれそうなものをあげたいなって思うんですけど……うぅ」

　そう呟つぶやいてしょげかえる彼女に、何か助言をしてやりたいと思うものの案もない。

　……恐らく、六りつ花かのことだから三み七な守もりから贈られたものであれば何だって純粋に喜ぶと思うのだが──そんな回答ではきっと彼女は納得しないだろう。

　ならば……と、そこで私は一案を思いつく。

　六りつ花か。彼女も他の聖女と同様、聖痕ステイグマ症候群を罹り患かんする一人である。

　彼女のそれは、感覚障害。触覚、温痛覚などの表在感覚を──今の彼女はほとんど、感じ取ることができない。

　そんな彼女にうってつけの贈り物、それは──




「……マフラー、ですか？」

　私の告げた案に、彼女は意外そうな表情でそう返す。

　私の提案したのは、手作りのマフラーだった。

　重度の感覚障害を持つ六りつ花かは、当然暑さ・寒さに対してもきわめて鈍感。……それゆえにある時などは、真冬日でも半袖のまま出歩いて低体温症一歩手前まで行きかけたこともあった。

　現在は十一月。連邦北東部のこの辺りは、そろそろ本格的に寒くなってくる頃合いだ。彼女に渡す贈り物としては、悪くない選択であろう。

　三み七な守もりはしばらく沈黙した後、興奮した様子で頰を上気させて大きく頷うなずく。

「……す、すごいです！　それならきっと、六りつ花かちゃんも喜んでくれます！」

　きらきらと純粋きわまりない眼まな差ざしを向けてくる三み七な守もりに、私は何食わぬ顔で頷うなずき返かえす。悪い気はしなかった。

　手編みのマフラーなら、必要なのは申し訳程度の編み物セットと毛糸玉くらいのもの。その程度であれば、上に要請するまでもなくどこかに貯蔵されているはずだ。

　六りつ花かに見つかっては困るだろうし、作業に関しては医務室のバックヤードを適当に使ってやればいい。そう言い添えてやると、彼女は気合い十分といった調子で頷うなずく。

「ありがとうございます、先生！　わたし、がんばります！」

　六りつ花かの誕生日は、丁度二週間後の十一月二十九日。

　タイムリミット二週間の秘密の戦いが、今ここに幕を開けたのである。
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　……とまあ、滑り出しは実に好調だったのだが。

　開始一日目にして、早くも問題が発生した。

「……む、むむ」

　医務室脇の、休憩室。あまり広くない室内中央に大きな卓が置かれただけの、簡素な部屋。

　その卓上いっぱいに毛糸玉が転がる中──両手に棒針を握りしめたまま、三み七な守もりは渋面で固まっていた。

「ここを、こうして……こう……あれ？」

　手先をあれこれと動かす彼女。するとものの数秒もしないうちに、恐ろしい勢いで彼女の手に毛糸が絡からまって玉を作る。

　それを解ほどこうとしてなにやらもぞもぞと動いて、さらに毛糸玉から糸が引っ張り出されて──気付けば全身に毛糸を絡からませて、様子を見に休憩室に来た私に涙目の視線を送ってきた。

「……せんせいぃ」

　いや。一体何をどうすればこうなるのか──と突っ込みたい気持ちもやまやまだったが、とりあえず彼女の救出を優先する。

　大体、十分ほどかかっただろうか。

「……はぁ、ありがとうございます……」

　毛糸地獄から脱出し終えた彼女に、飲もうと思って作っていたコーヒーを淹いれてやる。砂糖もミルク壺つぼも用意していなかったため、三み七な守もりはというとこれを大層渋い顔をしながらちびちびと啜すすっていた。

　それにしても、何でこんな凄惨な状況になっているのか。問うてみると、三み七な守もりは恥ずかしそうに俯うつむく。

「……その。気付いたんですけど、わたし、すっごく不器用で。編み始めようとしても、何回やってもあんなふうになっちゃって……」

　そう言えば。射撃訓練の際などに、彼女が銃の扱いに難渋している様子は何度か目にしたことがある。それゆえ、模擬戦などでは彼女が使うのはもっぱらサーベルか、あるいは今どき使う者の久しくいない両手長剣などだった。

「……せっかく、先生には材料やお部屋まで用意してもらったのに。どうしよう……」

　しょんぼりと呟つぶやく彼女に、私はなんと声を掛けたものかと思案する。

　編み方を教えてやれれば話が早いのだが──生あい憎にく私には編み物の経験なんて一切ない。

　誰か都合のいい人材はいないものだろうかと頭をひねっていた、そんな時のこと。

「先生ー、ちょっと、先生ー？　……ったく、どこ行ったのよもう」

　医務室の方からそんな声が聞こえて。ややあって、休憩室のドアが開かれる。

　入ってきたのは──八や刀とと九ここの重えの二人組。

「あ、いらっしゃいました」

「ちょっと先生、まだ昼間だってのに何サボって……ってあれ、三み七な守もり。何してるの、こんなところで」

　……この状況においては、歓迎すべき来客と言えた。




──。

「……はぁ。六りつ花かと仲直りしたい、ねぇ」

　事情を一通り聞くと、八や刀とはコーヒーを啜すすりながら神妙な表情で呟つぶやいた。

「そんなの、顔合わせて謝ればいいじゃない。あの子のことだもの、プレゼントなんてしなくたってそれで許してくれるわよ」

「う……。それは、そうかもしれないですけど」

　八や刀との鋭い目つきに若干気け圧おされながらも、三み七な守もりは続ける。

「でも、仲直りもですけど──六りつ花かちゃんの喜ぶ顔が見たいなっていうのも、今はあって」

　そんな彼女をじっと見つめて。それから八や刀とは私へと向き直ると、ジト目で問いを発する。

「……で、貴方あなたは何でそれを私たちに話したの？」

　八や刀とならば、編み物などもそつなくこなせるだろうと思ったから。そう素直に答えると、彼女は頰を赤くして「バカじゃないの」とそっぽを向くと、

「だいたい、私たちは兵士よ」

　説教を始めた彼女に、机の上に置いてあった毛糸と棒針を手渡すと、

「私たちが磨くべきは戦闘の技術であって」

　あみあみ。

「編み物だとか、そんな不要な技術に費やす時間なんてないの」

　あみあみあみ。

「平和ボケしたことを考えている暇があったら、もっと鍛錬を積むべき。そうでしょう」

　あみあみあみあみ。

　あっという間に、彼女の手の中には九ここの重えによく似た編みぐるみが出来上がっていた。

「すごいです、八や刀とさん！」

「──はっ、つい……」

　憧憬の眼まな差ざしで見つめる三み七な守もりの視線に気付いて硬直する八や刀と。やはり、見込んだ通りの流石さすがの腕前である。

「あのあの先生。なんか私の存在が華麗にスルーされている気がするのですが」

　ちょいちょい顔を挟んできた九ここの重えに、私は嫌々視線を向ける。何となく、借りを作りたくないのでスルーしていたのだが。

　そもそも編み物なんてできるのか、と問うと、九ここの重えは自信満々に胸を張って、

「無論、触ったこともないですが」

　訊きくだけ時間の無駄だった。

　そんなくだらないやり取りをしている横で、三み七な守もりが八や刀とに向き直る。

「……八や刀とさん。わたし、六りつ花かちゃんに暖かいマフラーを作ってあげたいんです。……どうか、教えてもらえないでしょうか」

「う……」

　瞳を潤ませて、上目遣いに八や刀とを見つめる三み七な守もり。八や刀とは八や刀とですがるように九ここの重えを見つめるが、彼女も満面の笑みで、

「いいじゃないですか、息抜きも大事ですよ八や刀とさん」

　なんて言うものだから、もはや逃げ場はない。

「……わ、分かったわよ……。でも、暇な時間にちょっと付き合ってあげるだけだからね！　後は自分で頑張りなさい」

「はい！　八や刀と師匠！」

「しっ……!?」

　そんな純粋さに満ちた三み七な守もりの目に、八や刀とはというと完全に陥落した様子で。

　斯かくして今度こそ、事態は順調な滑り出しを見せたのであった。




　　　　■




　さて、そんな調子で日々は緩慢に過ぎていく。

　最近は聖女たちの訓練の予定も穴が多いようで、強情を張っていた八や刀ともなんだかんだでよく休憩室に来ては三み七な守もりを教えている様子。

　十一月も終わりが近付いて、いよいよ冬の到来も本格的になってきた頃合い。

　久方ぶりの出撃を終えた九ここの重えが帰ってきたのは、そんなある日のことだった。




──。

「そういえば」

　月下の鳥籠、造花の庭園。

　帰還後のルーチンとなっている診察を一通り終えると、九ここの重えは世間話でも始めるような調子で口を開いた。

「もうすぐ、清せい星せい節せつのお祝いの時期ですね」

　端末に診察記録を入力しながら、私は記憶を巡らせる。清せい星せい節せつ。毎年十二月二十五日に行われる伝統行事の一種だ。

　生あい憎にくと神学には疎うといために細かい由来は忘れたが、確か──人類が生まれるはるか以前。世界創世を行った聖人が遠い星からこの地に降り立ったのがこの日だったとか。

　それを記念してか、はたまた単なる乱痴気騒ぎの口実か。最近ではもっぱら後者になっているが、ともあれこの日は祝い事の日とされており、この「箱庭」でも、ごくささやかではあるが毎年パーティが催されているらしい。

「いつもは私が準備役だったんですけどね。丁度この時期に出撃が重なってしまったものですから──困っちゃいました」

　苦笑しながらそう告げる彼女に、無理にやる必要もないだろうと返す。すると彼女は首を横に振って、優しげな表情で続けた。

「駄目ですよ、なんだかんだで貴重な息抜きですから。こういう時に、ちゃんと皆さんを楽しませてあげませんと」

　そういうもの、なのだろうか。

「そういうものなんですよ」

　そう答えると、彼女はそこでいたずらっぽい笑みを浮かべてみせる。

「それに、清せい星せい節せつは恋人同士が仲なか睦むつまじく一緒に過ごす日でもあります。私と先生のらぶらぶかっぽーがこの日を祝わないというのはあまりにも寂しいではございませんか」

　いつカップルになったのかは知らないが。ともあれ、聖女たちの息抜きとしてこういう催しをすること自体には賛成だった。

　思えば、私がここに来たのは丁度去年の清せい星せい節せつの日。

　……ここを訪れて、もうすぐ一年が過ぎようとしている。

　思い出されたのは──九ここの重えの、怜れい悧りな瞳。

　敵意ではない。嫌けん悪おでもない。ただ虚無だけが澱おりのように満ちた目。




「先生、どうしました？」

　小首をかしげてこちらを見つめる彼女になんでもないと返すと、私は話題を今年の清せい星せい節せつに戻す。

「と、そうですねぇ。もうあんまり日にちもないですが……とはいえ今年あたりはぱーっとやりたいですね。なにせ先生と過ごす、初めての清せい星せい節せつですから──特別な思い出になるようたっぷりと準備しませんと。こうしちゃいられません」

　妙に張り切った様子で立ち上がると、「ではでは」と言い残してそそくさと庭園から立ち去る九ここの重え。そんな彼女の背を見送った後、私は記載途中だった診察記録の続きを打ち込む。




　……左足は、やや悪化。装具を着けているものの、筋力の低下は続いている。

　そして──左足に続いて杖つえを握る右手の筋力低下も、ここ最近は顕著になっている。母指球筋の萎縮軽度、腱けん反射の低下が中等度。幸いあまり握力を必要としないタイプの杖つえのため、杖つえ歩ほ行こうに支障はないだろうが──とはいえお世辞にもいい経過とは言えまい。

　聖痕ステイグマ症候群。こうしている今も着実に、聖女たちを蝕むしばみ続つづけるもの。

　訓練や実戦の中で秘ひ蹟せきを使い続ければ、その病状の進行は止めようもない。

　……そう言えば。「もうすぐ戦争が終わる」と──九ここの重えがそう言って、そろそろ半年になる。




　戦争が終わったら、彼女たちはどうなるのだろう。

　そんなことに──私は茫ぼう洋ようと、思いを馳はせる。

　……その結論など、とうに分かりきっていたのに。




　　　　■





──通信記録、再生開始。

<<「管理官コントロール」より「調律官ウオツチヤー」へ。定期報告を。

>>「調律官ウオツチヤー」より「管理官コントロール」へ。プロトコル１０８は現在進行中。しかしながらターゲットの警戒が強度であり、実行には至っていない。

<<……「管理官コントロール」より「調律官ウオツチヤー」へ。早急な処理を要求すると再三通達した。これ以上の遅延が認められた場合、作戦要員の変更も考慮される。

>>「調律官ウオツチヤー」より「管理官コントロール」へ。……その必要は、ない。

<<……「管理官コントロール」より「調律官ウオツチヤー」へ。プロトコル１０８の詳細は委員会クラスで決定されている。貴官に作戦内容への異議申し立て権限はない。

>>「管理官コントロール」──。

<<……引き続き、貴官の速やかな目標の達成を期待する。通信終了オーバー。

>>……通信終了アウト。

──通信記録終了。
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　十一月二十日。今日は三み七な守もりは来なかった。

　否いな、正確に言えば──一度は来たのだが、私が追い返したと言うべきか。というのも、今日は休憩室に先客がいたからだ。




「……うーん、なかなか難しいなぁ、編み物って」

　休憩室の机に身を乗り出すようにして棒針を動かす彼女──六りつ花かを前に、私は仮面の奥で嘆息する。

　どうしてこうなったのか……と言えば、事の起こりは二日前。

「内緒の相談があるの！」と、内緒という単語の意味を調べ直せと言いたくなるほどのはつらつとした声で叫びながら医務室に飛び込んできた彼女はそのままの勢いで私をつかまえて休憩室へと引きずり込み、半ば一方的に「相談」とやらを始めた。

　曰いわく、三み七な守もりとケンカしてしまって気まずいから、仲直りのために内緒でプレゼントを用意したい。何かいい案はないか……という、どこかで聞いたような話。

　そしてさらに。丁度近くに置いてあった三み七な守もり用の編み物セットを見つけた彼女が思いついたのが──

「……新しいマフラー、みーちゃん喜んでくれるかなぁ」

　編みかけのワインレッド色のマフラーを広げながら、わくわくとした様子で呟つぶやく六りつ花か。

　……まあ、なんというか。奇くしくもそういうことに、なってしまったのである。




　三み七な守もりに比べて幸い彼女の方はこういった細かな作業が得意らしく、普段の大雑把な振る舞いとは裏腹に仕事が早い。

　てきぱきと進めていくうちに、ほどなくして三み七な守もりの進捗とそう変わらないくらいまで出来上がっていた。大したものである。

「もうすぐ清せい星せい節せつだもんね。それまでにはみーちゃんと仲直りしたいし、気合い入れてやらなきゃだよ！」

　そう息巻いて手を動かす彼女に、張り切ってるな、と言葉を漏らす。

　すると六りつ花かは向日葵ひまわりが咲いたような笑みを浮かべて、大きく頷うなずいてみせる。

「そりゃもう！　……何せみーちゃんにはいつも、助けてもらってるからね」

　鼻息荒くそんなことを言う六りつ花かに、なんとなく、意外さを感じて。

　さらに何かを言おうとしたところで──私は彼女の手元に気付く。

　鋏はさみを使う時にでも傷付けたのだろうか。彼女の人差し指の腹のあたりがぱっくりと割れて、鮮血が滴したたっていたのだ。

　私が指摘すると、彼女は不思議そうに指を見た後その顔に驚きを浮かべる。

「わわわ、気付かなかった」

　……聖痕ステイグマ症候群に伴う、表在感覚の喪失。それによって彼女は、痛覚を感じることがない。

　それは兵士としては一見利点のようでもあるが──けれどやはり、欠落だ。

　痛覚がない。

　それはつまり、自身に迫る危険に対して鈍感であることに他ならないからだ。




　作業を中断させて指の怪け我がの処置を行っていると──六りつ花かがぽつりと、口を開いた。

「前にも、こんなことあったなぁ」

　懐なつかしそうに微笑を浮かべて呟つぶやく彼女に、何のことかと問う。

「あ、うん。先生が来るよりもっと前の話……っていうか、もっともっと前。私とみーちゃんがまだ工こう廠しようにいた頃に、似たようなことがあって」

　製造間もない聖女たちはまず、生まれた工こう廠しようで二年ほどの間は成長促進剤による肉体構築と各種基礎検査、そして基本訓練課程を受けることになる。

　……そうした一連の選定を経た上で、彼女たちは「箱庭」へと送られるのだ。

「私さ、出来損ないだったんだよね。工こう廠しようの基本訓練課程ではいっつも最下位でさ。秘ひ蹟せきの使い方も、あの頃はまだよく分かってなくて──そんなもんだから、すぐに『廃棄物スクラツプ』に入れられちゃったの」

「廃棄物」。秘ひ蹟せきを保有していなかった、あるいは保有する秘ひ蹟せきに有用性を見み出いだされなかった聖女はそう呼ばれて峻しゆん別べつされ──廃棄処分となる。

　……つまりは、失敗作として間引かれるのだ。

　現在製造されている聖女──正確に言えばその製造番号は、０９８まで。つまり今現在までの間に九十八体の聖女が造られたことになる。

　しかし今、この箱庭に所属しているのは三十五体。過去に病没した個体、現在工こう廠しよう預かりになっている個体を勘定に入れても──およそ三分の一ほどは「廃棄物」として、処分されるに至ったのだ。

「……『加速』の秘ひ蹟せき。この力ってさ、とっても怖い力なんだよね。秘ひ蹟せきで動作の速度を上げることができても、それに体が追いついてくるわけじゃない。ひょっとしたら加減を間違えて、いきなり体中バラバラになっちゃうかもしれない。……だから、あの頃の私はそれが怖くて、秘ひ蹟せきを使えずにいた」

　絆ばん創そう膏こうを巻き終わった指を雑につつきながら、六りつ花かは続ける。

「でも、『廃棄物』の候補になって。後がなくなった私は──ある日の模擬戦で、力を使うことにした。私が有用だってことを証明しなきゃいけなかったから、出せる限りの速度を出そうとして……それで、力を暴走させた」

　静かな表情でそう告げると、彼女はぎゅっと、拳を握る。

「馬鹿みたいでさ。速さに体がついていけなくて、そのまま壁に激突しそうになって──そんな時、みーちゃんが助けてくれたの。側そばで見ていたみーちゃんが『絶対防御』の秘ひ蹟せきで私を守ってくれたお陰で、壁にぶつかってぺしゃんこ──なんてことにはならずに済んで、こんな風に指にちょっと怪け我がをしたくらいで済んだんだ。……まあ、代わりに壁に大穴開けちゃったのはすごく怒られたけどね」

　懐なつかしげに目を閉じて、頰を緩める六りつ花か。

「……ともあれそれ以降、私の秘ひ蹟せきにも利用価値があるって思われたらしくてひとまず私の処分は保留になった。みーちゃんは模擬戦でいつも私と組んでくれるようになって、どうやって力を使えばいいのかとか、色んなことを教えてくれた。……いつも、私の手を引っ張っていってくれたんだ」

　そう告げる彼女の言葉に、私はやや意外なものを感じる。

　いつも六りつ花かの後ろに隠れている印象のある三み七な守もりに、そんな一面があったとは──それは私の知らない三み七な守もりの姿だった。

「あはは、確かにね。みーちゃん、人見知りするところがあるから。……でも、今のみーちゃんもおんなじだよ。今もずっと、みーちゃんはみーちゃんだよ」

　そう言って、彼女はわずかにその表情を陰らせる。

「……今回のケンカもね。私が、悪かったんだ。模擬戦で、調子に乗ってまた速度を上げすぎて──前に出過ぎたのをみーちゃんにたしなめられて。なのに私ってば、『みーちゃんはずっと後ろで隠れてればいい』なんて、売り言葉に買い言葉で言っちゃってさ──それからずっと、なんか気まずくて」

　ああもう、私の馬鹿、と呟つぶやいて大きなため息を吐き出す六りつ花か。

　そんな彼女を前にして、口にはしなかったが。

　……少なくとも仲直りはそう遠くないだろうと、私は予感した。
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　十一月二十五日。

　三み七な守もりが、熱を出した。




──。

「……すみません、八や刀とさん……」

　医務室のベッドに横たわりながらどこかふわふわとした調子で呟つぶやく三み七な守もりに、八や刀とは軽く肩をすくめて首を横に振る。

「いいわよ礼なんて。あのまま模擬戦続けてぶっ倒れられたりでもしたら困るもの」

「うぅ……すみません……」

　心配半分、呆あきれ半分のそんな返しに、三み七な守もりはというとしゅんとして小さく頷うなずく。

　本日の訓練でのこと。朝から体調が悪かったという彼女は、模擬戦の最中に座り込んでしまったのだという。

　診察してみると微熱もあり、恐らくは日頃の疲労による風邪──もっと限定的に言うなら、編み物に根を詰めすぎたせいだろう。そんなわけでこうして、八や刀とによって医務室まで運ばれて寝かされるに相成ったというわけだ。

「全く。具合が悪いならちゃんと事前にそう言いなさいな。無理したってろくなことにはならないんだから」

「はい……」

　険しい表情で説教する八や刀とを見つめて、私は思わず小さく苦笑する。……身につまされている彼女だからこそ、そう言いたくもなるのだろう。

　そんな私の様子に勘付いたのか、八や刀とがこちらを横目で見つめて舌打ちをする。

「何か今、ムカつくことを考えたでしょ」

　何のことかとはぐらかすと、彼女は少し照れの混じった表情でこちらを睨にらみ──けれど特に追及することもなく、小さなため息をついた後に再度口を開く。

「先生。この子、大丈夫そう？」

　彼女の問いに、私は改めて三み七な守もりへと向き直る。

　微熱と倦けん怠たい感かんはある様子だが、他の症状はない。……彼女の場合は体調不良で不整脈が増悪するリスクはあるが、ひとまずは経過観察でよいだろう。

　いつぞやの八や刀とではないが、とにかく休息が何よりの薬だ。

　そう告げると、しかし三み七な守もりは浮かない表情を見せる。

「……でも、その。六りつ花かちゃんへのプレゼント、まだできてなくて。……あの、せめてここで少しずつ進めても──」

「ダメよ」

　言いかけた三み七な守もりに、私が口を開くよりも早くぴしゃりと八や刀とが告げる。

「知ってるのよ。貴方あなた最近、寝る時間削ってまでやってたでしょ」

「……う。でも、もうあんまり日がなくて」

「『でも』じゃない。自分の体調管理だって兵士の仕事なんだから」

　厳しい口調でそう言うと、八や刀とは席を立って踵きびすを返す。

「それじゃあ私は戻るけど、貴方あなたはちゃんと休むのよ。……ああ、あと」

　思い出したとばかりに呟つぶやくと、三み七な守もりにびしりと人差し指を突きつけて、

「今日のところは、編み物禁止」

「うぅ……はい……」

　そう言い残して足早に去っていく八や刀とを見送った後、私は三み七な守もりへと視線を戻す。

　見るからにしょんぼりとした表情で項うな垂だれる彼女は不ふ憫びんに感じられたが、とはいえ──また無理をされては困る。

　八や刀との言い方は厳しいものでこそあったが、言うまでもなく、三み七な守もりを思ってのことなのだ。

　そう言い添えると、三み七な守もりは控えめな笑顔を浮かべて頷うなずく。

「だいじょうぶです、分かってます、八や刀とさんが……すごく心配してくれてたこと。分かるん、ですけど……六りつ花かちゃんの誕生日、間に合わなかったらどうしよう」

　そう呟つぶやいて、唇を嚙かんで俯うつむく彼女。以前の八や刀とと同じような──焦燥感の滲にじむ様子。

　……六りつ花かならばきっと、間に合わなくても気にしないだろう。

　そう告げると、彼女は少し面食らった顔で──それからその表情を少しだけ柔らかくして、小さく頷うなずく。

「……そうですね。多分、そうだと思います。六りつ花かちゃん、優しいですから」

　はにかんだようにそう呟つぶやいて笑った後。でも、と言い添えて、彼女は続ける。

「六りつ花かちゃんはいつも優しくて、明るくて、元気で。いつも、わたしの手を引いてくれて。……六りつ花かちゃんにはいっつも、何もかもをもらってばっかりだから。今度こそ、わたしの方からなにかあげられたらいいなって……そう、思うんです」

　同じようなことを、六りつ花かも言っていた。

　思わずそう口に出すと、三み七な守もりは意外そうに目を丸くする。

「六りつ花かちゃんが、ですか？」

　言ってしまった手前、はぐらかすのもかえって不自然になる。どうしたものかと返答に詰まっていた、丁度その時のことだった。

　どたどたと慌ただしい足音の後、壊れそうな勢いで医務室の扉が開いて。

「みーちゃん、みーちゃん、大丈夫!?」

　大きな声でそう呼びながら入ってきたのは、六りつ花かだった。

　恐らく全速力で駆けつけたのだろう。冬だというのに訓練着を汗で濡ぬらしながら、ベッドの上の三み七な守もりへと駆け寄ると、その手を取って六りつ花かは続ける。

「やっちゃんから、みーちゃんが倒れたって今さっき聞いて！　私びっくりして、慌てて抜けてきて──ああでもそうだ、今ケンカしてたんだ……じゃなくて、えっと、あうあうあう」

　混乱しきった様子でぐわんぐわんと目を回しながら呻うめいて。それからはっと何かを思いついた様子で、「三秒待ってて！」と言うや休憩室に飛び込んで、きっちり三秒後に飛び出してきた。

　その手には──編みかけの、ワインレッドのマフラーが握られていた。

「……六りつ花かちゃん、それは……？」

「えっとね、みーちゃんと仲直りしようと思って、仲直りついでになにかプレゼントできないかなって思って作ってたんだけど……その、まだできてなくて」

　しどろもどろにそう呟つぶやいて、しゅんと縮こまりながら──六りつ花かは泣きそうな顔で続ける。

「……私が、みーちゃんに酷ひどいこと言ったのが悪いのに。なのに、変な意地張っちゃって謝れずにいて……。本当に、本当にごめんね、みーちゃん。私──」

　そう言って六りつ花かが頭を下げようとした、その時。

　三み七な守もりが彼女の体をぎゅっと抱きしめて、口を開いた。

「ごめんね、六りつ花かちゃん。……わたしの方こそ、謝らなきゃだよ。六りつ花かちゃんはもう、あの頃より全然成長してるのに。なのにわたし、つい六りつ花かちゃんにきつく注意しちゃって。……本当に、本当に、ごめんなさい」

　ほとんど泣きそうになりながらそう言って、小さな手で六りつ花かの頭を撫なでる三み七な守もり。

　そんな彼女に、六りつ花かの方もいよいよ頰を赤くして、瞳を潤ませて──

「ふぇっくし！」

　三み七な守もりから顔を離して、大きなくしゃみをひとつ。

　洟はなをずるずると鳴らして「ごめん……」と呟つぶやいた六りつ花かに、三み七な守もりは呆あつ気けにとられた様子で二、三度瞬まばたきした後。やがてくすりと笑みをこぼして、ゆっくりと立ち上がる。

「ちょっと待っててね、六りつ花かちゃん」

　そう言って隣の休憩室へと入っていき、一分ほどして戻ってきた彼女の手には、群ぐん青じよう色いろの──編みかけのマフラーがあった。

　少し短いそれを六りつ花かの首に掛けながら、彼女は涙を滲にじませて笑う。

「六りつ花かちゃんに先、越されちゃった。……誕生日までには間に合わせようと思ってたんだけど……わたしあんまり、こういうのうまくなくて」

　申し訳なさそうにそう呟つぶやいた三み七な守もりに、六りつ花かは首元のマフラーを撫なでながら──泣き笑いを浮かべてみせる。

「ふふ、おそろいだ」

「……あはは、そうだね」

「一緒に、作ろうか」

「うん。一緒に、作ろう」

　そう言って、笑い合う二人。

　編みかけのマフラーを首に巻いて笑う彼女たちの表情は、雨上がりの空みたいに晴れやかで。

　──もう、心配することはなさそうだった。
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　月下の鳥籠、造花の庭園。

　中央に置かれた白いティーテーブルに、今日は珍しく、九ここの重えの姿はなかった。

　今日は確か、他の子たちと清せい星せい節せつの打ち合わせをすると言っていたか。

　彼女のいないティーテーブルに腰を下ろして、私は一人、端末を起動する。

「箱庭」の聖女たち。皆、症状が改善する様子はないが──それでもその進行自体は緩慢で、今はまだ、問題ない。




　白衣のポケットを探る。硬質な、細いものが指先に当たる。

　ガラス製の、小さなアンプル。

「１０８」とだけ書かれた簡素なラベルの貼られた無色透明のそれを、月明かりに照らして眺めて──すぐに仕舞う。

　プロトコル１０８。「聖女アーテイフアクト」の積極的安楽死を規定する指令コード……そのために支給された、致死性の薬物。二本が支給されたうち、私の手元に残った一本。

　成分は伝えられていないが一アンプル分を体内に投与するだけで簡単に、そして安らかに、彼女たちの命を奪うことができるという。

　使ったことは、まだない。使わないままに過ごせればいいと、思っている。

　……甘い考えだ。そんなことは、分かっている。

　問題を先送りにしているだけ。そんなことは、百も承知だ。

　けれど、それでも──できればこのまま、先送りにしたまま過ごせていければいい。

　彼女たちを救うことなんてできない。そんなことは分かっている。

　けれど、ならばせめて。

　……「このまま」がずっと続けばいいと。

　いつの間にか──私はそれを、願い続けていた。







　十二月二十五日。

　永きに亘わたった「庭の戦争」が突然の停戦を迎えたのは、奇くしくも清せい星せい節せつのその日のことだった。








──生存中の「聖女アーテイフアクト」個体数：三十五体










■４──プロローグ、あるいはひとつの始まり。






　救われたいと、思ったことはあった。

　どうして私たちだけがこんな目に遭うのかと、そう思ったこともあった。

　あるいは「哲学者」たちの授業の中で。あるいは書庫に埋もれた本の中で。

　様々なことを学ぶうちに、私の中で色んな疑問が浮かんでは、消えた。

　曰いわく。私たちは人間ではないという。

　敵を殺して、祖国に勝利をもたらすためだけに生まれた兵器。自ら考え、悩み、問いを発するのはあくまで兵器としての副次的な機能に過ぎないのだと、名前も忘れた──数すう秘ひ学者を名乗るあの胡う散さん臭くさい狂人はそう言っていた。

　そういうものなのか、と思った。

　そうであればいいと、そう思った。

　私たちは、数年のうちに壊れるのだという。タンパク質の変性がどうとか、変異型アレルがどうとか──あるいはナントカ方程式とか。あの狂人がなんだか色々と言っていた気もするけれど、もう覚えてはいない。

　最初は、怯おびえた。そんなはずはないと思った。次に、そんな境遇に憤いきどおりを覚えた。どうにかしてそんな運命を変えられないかと考えたこともあった。けれどそんな波打つ思考も、どこかの学者が提唱した死の受容モデルと照らし合わせてみれば通り一遍の反応に過ぎない。心という実体が機械的に表出させた反応でしかないのだと分かってしまえば、そこから生まれる悲しみも、怒りも、恐怖ですら──簡単にコントロールしてしまえた。

　だからもう、救いなんて必要ないと思った。

　どうせ死ぬのなら、いっそすぐにでも、誰かが私を殺してくれればいいのに。

　そう願って、願い続けて──だから。




　一年前の清せい星せい節せつの夜。私は彼に出会った。

　──運命の人が現れたと。私はそう、思わずにいられなかった。
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「連邦と帝政圏との間で、停戦の合意が正式に締結された」

　ラジオ中継で読み上げられた報しらせを受けて、その日「箱庭」は、騒然とした空気に包まれた。

　職員たちは事実の確認のために奔走し、聖女たちは毎日の訓練や授業などを全て停止し待機。当然、このゴタゴタの中ではそれどころではないということで──予定されていた清せい星せい節せつのパーティも中止になった。

　それから数日の間は、そんな調子で慌ただしい状況が続き。

　新聞各紙やラジオによる続報、そして軍上層部からの正式な通知が届いたあたりでようやく、「箱庭」は落ち着きを取り戻してきた。




──。

　造花の庭園。

　今日は珍しく全周の投影スクリーンは動作しておらず、ガラスパネルは外の日光をそのまま透過している。

　昼下がりの気だるげな日差しが降り注ぐ、そんな庭園の中央。九ここの重えの特等席である白いティーテーブルに今は四人、椅子を並べていた。




「……暇だね」

　ぽつりと、テーブルに突っ伏しながら呟つぶやいたのは──六りつ花か。

　いつものはつらつとした様子はどこへやら、覇気のない表情で小さなため息をついている。

「戦争、終わっちゃいましたね」

　次に口を開いたのは、三み七な守もり。彼女もまた、いつにも増して元気がないように思えた。

「やること、ないね」

「やること、ないです」

「「……はぁ」」

　ぽつぽつと、呟つぶやいてはため息をつく二人。そんな二人の横で腕を組んで沈黙を保っていた八や刀との肩が小さく震えて──やがて、テーブルを叩たたいてけたたましい音を響かせながら立ち上がる。

「……っあー、もう！　うっさいわね貴方あなたたち、さっきからうだうだうだうだ、半分だけ塩かけられたナメクジみたいになって！」

「意味わかんないです八や刀とさん……」

「っるっさい！　雰囲気が伝わればいいのよ！」

　テーブルに突っ伏してもぞもぞする二人をびしりと指差すと、彼女は我慢ならないといった様子で腕を組み直す。

「だいたい何なの、戦争が終わったからっていきなり燃え尽きて。別に貴方あなたたち、そこまで熱心に訓練や座学に身を入れてたわけでもないじゃない」

「そりゃーそうだけどさー。それでもほら、何ていうの。いつもやってたことを急に『今日からもうやらなくていいよー』って言われちゃうとこう、さぁ。空いた時間に何したらいいのか、分からなくて」

　六りつ花かのそんな言葉に、珍しく強めに首を振って同意を示す三み七な守もり。

「何したらいいか分からない、って。そんなの、いくらだってあるでしょう」

「やっちゃんは何してるのー？」

　そんな六りつ花かの問いに八や刀とはぐっと言葉を詰まらせて、数秒の黙考の後、

「……小銃の分解清掃とか。自主トレーニングとか」

「訓練みたいなもんじゃん」

「う……」

「無趣味ですねー……」

「貴方あなたたちに言われたくはないわよ！」

　そう反論した後、しゅんと項うな垂だれて席につく八や刀と。それきり再び、八や刀とを加えた三人の三者三様の気だるい呻うめき声ごえが庭園に染しみ渡わたる。

　そんな彼らの様子を、少し離れた地面に座って観察しながら──私は少しばかりの危機感を覚えていた。

　今の彼女たちは、完全に気が抜けている。……大げさに言えば、生きる目標を見失いかけていると言ってもいいかもしれない。

「兵器」として定義され、「兵器」としての意味だけを与えられ続けてきた彼女たち。

　しかしこの突然すぎる停戦は、彼女たちから──それを唐突に、根こそぎ奪い去った。




　……人は、パンのみにて生くるにあらず。

　自分が納得できる「意味」を見定めることで初めて、生きることができるのだ。

　今の彼女たちには、それがない。

　前を向いて歩き出す、そのための道が、ない。




「なら、こうしましょう。みんなで、パーティをするんです」

　不意に、そんなことを言い出したのは──九ここの重えだった。

「……え、何、いきなり？」

　やや呆あつ気けにとられた様子でおずおずと問うたのは八や刀と。

　皆の視線が一斉に集まる中、九ここの重えはぴんと左手の指を立てて得意げに続ける。

「ですから、パーティです。停戦おめでとうの、お祝いパーティ。……ほら、今年の清せい星せい節せつは丁度停戦のごたごたが重なってお流れになっちゃったでしょう。その時に準備した諸もろ々もろとか、完全に無駄になっちゃってますし──せっかくだからここでひとつ、皆さんの気分転換も兼ねてぱーっと盛り上がろうというわけです」

　立て板に水で説明を終えた九ここの重えを前にして、面々はしばし沈黙し、やがて。

「……パーティ、かぁ。それ、いいかも」

　最初に口を開いたのは、六りつ花かだった。

「下の子とかも、みんなこの先どうしたらいいんだろって悩んでるし。……こういう時はくー先輩の言う通り、細かいこと考えないで騒いだ方がいい、よね！」

　うんうん、と頷うなずく六りつ花かに、三み七な守もりも控えめながら頷うなずき返かえす。

「……そうですね。清せい星せい節せつも、せっかく色々準備したんですし。やらなきゃ損です」

　そんな二人ににっこりと笑いかけると、九ここの重えはゆっくりと席を立つ。

「そうと決まれば、善は急げというものです。早速準備に取り掛かりましょう。……そうですね、年が明けるまでには間に合わせたいところです」

　なんて、わいわいと賑にぎやかに言い合いながら庭園を後にしていく九ここの重えたち。取り残されたのは私と、そして意外にも、八や刀とだった。

　一緒に行かないのかと問うと、八や刀とはむすっとした表情でこちらを見返して、

「行くわよ。当たり前でしょ」

　しかしそんな言葉と裏腹に、席を立とうとはしない。何か言いたげに、しばらく沈黙を守った後──彼女はぽつりと口を開く。

「……あの子さ。昔と変わったな、って。なんとなく、そう思って」

　変わったとは、どういうことだろう。その意図するところをはかりかねる私に、彼女は言葉を選びながらおずおずと続ける。

「……前は、なんていうのかな。あんなふうに笑ってなかったっていうか──ううん、いつも笑顔だったけど、今とはちょっと違ってたっていうか。もっと……そう。嫌な笑い方、してた」

　自分の言葉の確からしさを確認するように、探り探りにそう呟つぶやいて。やがて彼女は顔を上げて、真まっ直すぐに私を見る。

「……認めたくないけど、先生が来てからあの子は変わった。多分、良いい方へ。……だから、不本意ではあるけれど一応、お礼くらいは言っておきたかったの。それだけ」

　そう言うや否いなや返事も待たずに立ち上がって、九ここの重えたちの後を追いかけていく八や刀と。

　今度こそ一人取り残された私は、庭園の屋根ガラスに乱反射する陽ひの光に目を眩くらませながら空を見上げる。

　ガラス張りの屋根の向こう側に一羽わ、小さな鳥が止まっているのが見えた。

　丸みのある天板をよたよたと歩きながら、やがてぱっと羽ばたいてどこかへと飛んでいく。

　あっという間に見えなくなったその姿を目で追って──不意に、端末が着信を告げる簡素な電子音を発した。

　表示に目を遣やる。発信者は「管理官コントロール」。私の直接の上司にして、この「箱庭」を全面的に統括する最高責任者だ。

　定期連絡のタイミングではないはずなのに、なぜ。通信ログを開いて、私はいよいよ首を傾かしげる。




『中央管理棟、管理官室まで早急に出頭すべし』




　そこに表示されていたそんな簡潔な一文に、私は身をこわばらせる。

　……来るべき時が来たと。そう理解して、唇を嚙かみしめる。




　　　　■




　渡り廊下で連結されたＨ型の宿舎棟と学舎棟、そしてその奥に配された倉庫棟のさらに奥の森の中に、中央管理棟はひっそりとそびえていた。

　見た目だけなら古びた洋館にも似た、レンガ張りのコンクリート建築。薄暗い構内に入ると驚いたことに誰も──番兵すらいない。

　仕方がないので誰に断るでもなく一人、エレベータを使って最上階へと上がると──観音開きの重厚な木製扉が私を出迎える。

　上に張り出した表札には管理官室と書かれている。ここで間違いはないのだろう。

　ノックをしようとして、私はしかしその手を止める。管理官コントロールとは、正直に言えば一度も顔を合わせたことがないのだ。

　彼は普段はこの「箱庭」にはおらず、指令は全て定期的に端末を介して行われるテキストでのやり取りのみ。相手の筆致はひたすらに事務的なもので、その人格を推し量ることはできない。

　若いのか、年配なのか。そもそも男なのか女なのか、それすらも一切が不明。

　だというのになぜ、急に私に出頭を命じたのか──そう思考を巡らせていた、その時のことだった。

　不意に、目の前の扉が音もなく、開いた。

　啞あ然ぜんとして、周りを見回す。よくよく見れば、扉の上方に監視カメラらしきものが配されていた。私が部屋の前まで来ていることを知っていて、開けたのか。

　突然のことで言葉を失いそうになりながらも、私はどうにか挨拶を口にして室内へと足を踏み入れる。分厚い深紅の絨じゆう毯たんに、足が沈み込むようだった。

　最さい奥おうに大きく窓が配されており、差し込む陽光のお陰で室内は明るい。上等そうな木張りの壁には黒こく檀たん製の書架が並び、中央には揃そろいの執務机。その上には銀色の無骨なケースが鎮座している。

「来たな。調律官ウオツチヤーくん」

　そのさらに奥。こちらに背を向けた革張りの椅子から聞こえてきたその声に、私は眉をひそめる。

　というのもそれは──九ここの重えたちとあまり変わらない、少女のような声であったからだ。

「あんまり扉の前でまごついているものだからね、思わずこちらで開けてしまったよ」

　くるりと椅子が回転し、鎮座した主あるじの姿が逆光の中で浮かび上がる。

　そこにいたのはその可か憐れんな声と相違ない、美しい少女だった。

　長い、くすんだ金の髪に白い肌、ガラス玉のような蒼あお銀ぎん色いろの瞳。フリルがふんだんにあしらわれた漆黒色のドレスを纏まとったその姿は陶器人形のようですらある。

「ようこそ私の部屋へ。……お初にお目にかかるね、私がこの『箱庭』を任されている──管理官コントロールだ」

　大きさの合っていない椅子にちょこんと座り、肘掛けで頰ほお杖づえをつきながら──彼女は私を見つめて、うっすらとした笑みを浮かべてみせた。

　管理官コントロール。……今確かに彼女はそう名乗った、が。

　そんなバカなことが、あるだろうか。この「箱庭」の主あるじが。ランクＡの情報管理権限を有する「管理官コントロール」が。この、ぬいぐるみでも抱きしめている方が似合いそうなあどけない少女であると？

　言葉を失っている私の様子から、何やら察したらしい。彼女はやれやれと小さく肩をすくめてみせる。

「まあ、その態度は今までに何百と見てきたから特に驚かないがね。呆あきれはするが。……とはいえ事実は事実だということを、君には早々に理解していただかないと話が進んでくれない──さてどうしようか、うん」

　顎に手を当てて可愛かわいらしく思案した後、彼女は「ああ」と声を上げて、私のものと同じアカデミー職員用の端末を取り出すと、何やら操作した後に画面をこちらに向けてくる。

　そこに映し出されていたのは──私が今までに管理官コントロールと交わした定期連絡のログだった。

「月並みだが、こんなもので信じてもらえそうかな」

　そう告げる彼女に、私は黙したまま頷うなずく。

　少女の姿をした決戦兵器が徒党を組んで歩いているのだ。少女の姿の上司がいたところで、いまさら不思議なこともないだろう。

　それよりも。私が本題に入るよう促すと、彼女は落ち着いた様子で頷うなずき返かえす。

「なにせ、人と対面で話すのは久々でね──ちょっと舞い上がってしまった。……そうだね。私としてもそう悠長に話している場合ではないし、さっさと話を始めるとしよう」

　前のめりに座って顔の前で手を組むと、彼女はそう前置いて、




「話というのはね、端的に言うと──この『箱庭』が、この度お取り潰しになりそうだっていうことなんだ」




　……なんて。きわめて他人ひと事ごとのような口調でもってそう、告げたのであった。




　　　　■




「箱庭」が潰される。管理官コントロールを名乗る彼女が告げたそんな言葉に、私はしばし啞あ然ぜんとして言葉を失った。

　次にようやく絞り出せたのは、なぜ、というシンプルな疑問。けれどその答えは、停戦のこのタイミングで、私がここに呼び出されたという段階で──十分に予測に足るものだった。

「戦争が終わった。となれば後に来るのは本格的な終戦に向けての交渉だ。……しかし調律官ウオツチヤーくん。ここで過去の事例を振り返ってみよう。有史以来戦場においては人道の領域を大きく踏み越えた行為が度々行われてきた。けれど──それをした者、それを指揮した組織というのは得てして非難と弾劾の対象となった。そして今回も、そうなる」

　彼女の言葉が何を指しているか、そんなものはいまさら言うまでもない。

「聖女計画」。人の命を試験管の中で軽々しく操作し、弄ぶ──狂気の産物。

「だからね、軍は考えたのさ。こんな研究はなかったことにしようってね。正式に終戦が決定して、戦時中の暗闇に理性の光が照らされたとしても──証拠さえなければ、問題は何もない。『聖女アーテイフアクト』なんてものが存在した痕跡を全て拭い去ってしまえば、それで一安心だってね」

　そんな理屈は、とうに理解していた。

　だから一年前。「聖女計画」の凍結が決定されたその時に、私はこの「箱庭」に差し向けられたのだ。

　……彼女を、殺すために。

　だからこそ、疑問は残る。「聖女計画」を凍結して証拠の隠滅を図ろうという動きはその時点からあったはず。

　──なのにどうして、今なのか。

「その疑問は、ごもっともでね。……まあ、言ってしまえば上の方でも色々あったのさ。停戦なんて話が出る前にはまだ、『聖女アーテイフアクト』を活用すべきではないのかっていう意見もそこそこにあってね。計画こそ中止になったものの、あの子の処理についてだって色々と議論が続いていたんだ。……君だって、薄々おかしいとは思っていたはずだろう？　こんなに長い間任務を放り投げていて、それでもまだ何のお咎とがめもないなんてさ」

　返す言葉もない。その回答のことごとくが、私にとっては腑ふに落ちるものでしかなかった。

　九ここの重えの安楽死を命令されて一年。管理官コントロールからの定期的な催促を除けば、任務を果たさない自分に対する直接的な処分というものは一切なかった。

　……彼女の話で、点と点が繫つながる。恐らくはこの一年の間、アカデミーにおいてもこの「箱庭」を巡って対立が続いていた──だからこそ九ここの重えについての方針も決まりきってはおらず、その処分も保留となっていたのだ。

「けれど、悲しいかな戦争は終わって、早急に後始末を進める必要が出てきた。モラトリアムは終わり、物語を進めなければいけない時が来てしまったんだ」

　管理官コントロールは組んでいた手を解ほどくと、その顔から笑みを消して──卓上に置かれた銀色のケースを開けてみせる。

　その中に並んでいたのは、無色透明のアンプルが、三十四本。

　それは全て──九ここの重えの安楽死のために渡された、あのアンプルと同じものだ。




「管理官コントロールより、調律官ウオツチヤーへ。……『箱庭』在籍中の聖女三十五体の殺処分を、君に命じる」




　感情の起伏の消えた声で、ただ淡々とそう告げる。

　殺処分。彼女はそう、命じた。九ここの重えだけじゃない。「箱庭」の少女たち全員の命を奪えと、彼女は言ったのだ。

　……待ってくれ、と思わず口をついて出る。そもそも──それを今更になって、私に命じる理由は何だ。

　九ここの重えの処分を一年も放置し続けた私に、重ねてそんな命令を下す理由は。

「確かに、君の働きぶりは全く褒められたものではない。けれどね、同時に──君が例の被験体たちとの間に、ある程度の親密な関係性を築き上げているという事実は評価されている。……簡単に言えば、君はあの子たちから信用されている。あの子たちに警戒されずにこの任務を遂行できるのは、目下のところ君しかいないんだ」

　親密な関係性だと。信用、だと。

　私はこんなことのために、彼女たちの側そばにいたわけではない。私は、

「じゃあ、何のために君はここにいたのかね、調律官ウオツチヤーくん。……君はただ、兵器を最適の形に、最良のコンディションで保管する──そのためにアレらを調律していたに過ぎない。よもやアレらに救いの手を差し伸べられるかも、だなんて。そんなたわけたことを考えていたわけでもあるまい？」

　……当然だ。そんなこと、一度だって思ったことはない。

　彼女たちは、救われない。ただ兵器として、その短い一生を終えていくだけ。その定めを捻ねじ曲まげることができるなんて──そんな大それたことを考えたことなどない。

　……けれど、それでも。殺処分だと。

　そんなのはいくらなんでも、いささか手段として唐突で、乱暴すぎるのではないか。

　例えば、そう──彼女たちの身分を捏ねつ造ぞうし、「聖女アーテイフアクト」でも何でもないただの少女として孤児院にでも引き取らせるとか。停戦直後で国中が騒然としているこの状況ならば、たかだか三十五人程度の子供をどこかに滑り込ませることくらい難しくはないはずだ。

　けれど──管理官コントロールは、首を横に振る。

「その提案は、却下だ。……アカデミーの研究者共からの厳命でね。『聖女アーテイフアクト』は必ず根絶し、その遺体を可能な限り損壊なく回収せよとのお達しだ」

　その口ぶりに、私は何か奇妙なものを感じる。

　軍上層部は聖女を全員殺すことで、「聖女計画」の証拠の隠滅を図ることが目的のはず。

　だというのに、遺体を回収。しかも損壊なくと注釈まで付いている。なぜそんなリスクを冒す必要がある？

　そんな私の疑念に、管理官コントロールは「ああ」と何か得心したように声を漏らした。

「そう言えば君は、知らなかったのか。だとすると──さて、どうしようか。説明しても良いいが、聞いた瞬間から君はただの木こっ端ぱ職員としての立場を失い、最重要機密の片棒担かつぎとして色々と厄介な立場にランクアップだ。……どうするね？」

　考えるまでもないことだ。何も知らないままに、彼女たちの生殺与奪を握るなんて──そんなことは許されるわけもない。

　私の返答に、管理官コントロールは微かすかにその表情に満足げな色を浮かべてみせた。

「よろしい。ならば君もこれで共犯者だ、夜道にはくれぐれも気をつけたまえよ。……とはいえさて、どこから話したものか悩ましいが。ねえ調律官ウオツチヤーくん。君は彼女たちについて──『聖女アーテイフアクト』について、どのように認識している？」

　問いの意図を摑つかみかねる。

「聖女アーテイフアクト」。発生前の遺伝子操作によって超人的な身体能力と特殊な異能を獲得した、人工の人類超越種。

「なるほど。ランクＢ程度の権限だとそんなものか。なら、付記すべき情報はひとつだ」

　そう告げて、彼女は椅子の背もたれに身を預けて、小さく息をついた後、続けた。




「核心のところから言えば、彼女たちは人間ではない。──分かりやすい表現を用いるなら、『カミサマ』というやつだ」




　彼女の言葉を嚙かみ砕くだくのに、少しばかり時間を要した。

　カミサマ。神様。神？　……何を言っているのだ、この少女は。

　第二哲学が隆盛を極め、かつて世界を牛耳っていた宗教屋共もすっかり落ちぶれて冠婚葬祭の賑にぎやかし役やくに鞍くら替がえしたこの時代に、神だと？

「おや、信じていないって顔だ──いや、顔は分からないけど。とはいえ生あい憎にく、私の言葉に欺ぎ瞞まんはないよ。本当のことを伏せることはあっても、口にした言葉が真実であることは間違いない」

　神に誓ってね、と皮肉げに笑う彼女。けれどその目は、一切笑っていなかった。

「考えてもみたまえ、君。あんな冗談みたいな、埒らち外がいみたいな異能を持った存在が──ちょっとばかし遺伝子を弄いじった程度で生まれるなんて、そんなことがありうるとでも？」

　そんな彼女の言葉を前にして、私は言葉に詰まる。信じがたい。けれど彼女のその言を、否定する理屈を私は持ち合わせてはいなかった。

　しばらくの沈黙の後。本当なのかと、私は彼女に問とい質ただす。

「本当だよ。とはいえ厳密に言えば『神』というのはやや誇大広告だけれどね。より正確を期するなら『神』の因子を授かったもの──ああ、そうすると『聖女アーテイフアクト』という呼び名も存外正せい鵠こくを射ていたかな」

　何やら独りで納得しながら、彼女は啞あ然ぜんとする私に構わず話を続ける。

「どこから話すか迷うけれど、そうだね。時系列順が一番だろう。……発端となった出来事はそう、この戦争が始まるほんの少し前、一九二八年の二月のことだった。連邦極北の氷結地帯で雪中訓練を行っていた連邦軍第三師団第一歩兵大隊──彼らはそこで偶然に、氷漬けの状態の『それ』を発見した」

　愉快そうに口を歪ゆがめて、彼女は続ける。

「『それ』は不定形で、闇を塗り固めたみたいに真っ黒な、巨大な『なにか』だった。『なにか』っていうのはまあ──『それ』が生き物なのか、はたまた何かしらの無機物なのかすら、その時には判別しようもなかったからなんだけれど」

　勿もつ体たいつけた言い方をする。早く本題に入るように促すと、彼女は芝居がかった様子で肩をすくめて続けた。

「訓練中の大隊が持ち帰った『それ』は、最上位機密としてアカデミーによって収容された。で、研究者たちが躍起になって解析したところ──これがどうやら生き物の死骸であるらしいってことが分かったのさ。しかもしかも、遺伝子解析をしてみたらさらに驚いたことに、どうやらその遺伝子形質はこの星の、既知のどんな生物とも当てはまらないときた」

　いやぁびっくりだ、と、まるで驚いたふうもなくそう呟つぶやいて、彼女はにたりと笑う。

「発見時、『それ』の近辺には巨大なクレーターがあったらしくてね。状況証拠からして、おそらく『それ』は何万年も昔に隕いん石せきと共に星外から飛来したものであろうとアカデミー上層部は結論づけた。遊星より来りしもの。天より降くだりしもの。アカデミー上層部は『それ』を便宜上、『神』──正しくは【外なる神アウターゴツド】と呼称し、事件の全てを完全に秘匿して、その死骸を使ってとある研究を始めた」

　とある研究。彼女の言葉に、私は直感的に、背筋にぞっとした寒気が走るのを感じた。

「最初は、ラットによる実験だった。被験体に例の『死骸』から抽出した細胞片を投与したところ──どうだろう。ほとんどのラットが即座に絶命した中で数匹だけ、生き残った奴やつらがいたんだ。しかもその被験体を調べたところどうだろう。その身体能力は通常のラットを大いに凌りよう駕がし、挙げ句の果てには──彼らはなんと、特異な能力をすら獲得していた。その場から動くことなく餌を引き寄せたり、中身を隠蔽した複数の餌箱から餌の入った本物を正確に引き当てたり──そう、まるで超能力のような力をね。……さてさて。ここまでくればもう、薄々勘付いてくるだろう？」

　そう告げて笑う彼女に、私はじんわりと脂汗が流れ落ちるのを感じながら、頷うなずく。

　隕いん石せきと共に飛来した星外生命体。その「死骸」を使った、とある研究。

「聖女計画」。「秘ひ蹟せき」を用いる、少女たち。

「──そう。連中は【外なる神アウターゴツド】の死骸から抽出した遺伝子を人の受精卵にぶち込んだのさ。この被験体と同じような異能の力を持った兵士を、生み出すためにね」

　それが、「聖女アーテイフアクト」。異形の存在の遺伝子を持って生まれた、人ならざる兵器。

　それが──彼女たち。

　ぐらりと、平衡感覚が歪ゆがむ感覚。信じられない、そんな娯楽小説ダイムノヴエルみたいな荒唐無稽なことが、あってなるものか。

　そう思う一方で、しかし理性は管理官コントロールの言葉を受け入れる。……「聖女アーテイフアクト」に「秘ひ蹟せき」。それらだって十分すぎるほどに、荒唐無稽なものではなかったか。

　そんな心中の葛藤をよそに、管理官コントロールは話を続ける。

「さてさて、要はそういうことなのさ。『聖女計画』は凍結されたけど、アカデミーの上層部はまだ彼女たちを欲しがってる。死体でも構わない、とにかく彼女たちの体をバラバラに切り開いて、爪の組織から脳の細切れまで隅々まで調べ上げたいって思ってる奴やつが大勢いるんだ」

　だから、殺せと。彼女たちに犠牲になれと、彼らは言う。

　──私の理性はそれに、賛同する。私はアカデミーの調律官ウオツチヤー。……彼らと、同罪なのだ。

「箱庭」に関わった人間として、終戦を迎えれば追及を受けるだろう。それだけではない。非人道的な計画の片棒を担かついだ者として、戦争犯罪者として裁かれることになる。

　そうならないためには、道はひとつしか無い。

「『１０８』は人数分、用意してある。あとは君次第だよ、調律官ウオツチヤー。彼女たちを生かすのも、殺すのも、君の裁量次第だ」

　──簡単なことだ。管理官コントロールも言った通り、彼女たちは幸い私のことを信頼している。

　定期検査の時に薬と偽って「１０８」を全員に打ち込むだけ、それで終わりだ。

　何も悩むことなどないと、理性はそう、私に告げる。




　──けれど。

　気付けば私は、目の前のケースを卓上から払い落としていた。

　けたたましい音と共に中のアンプル瓶が割れ、床にガラス片が散らばる。

「おやおや。……これはどういうことかな」

　……その命令には従えないと、そんな言葉が口をついて出た。

「従えば、今後の君の人生は軍部によって全面的に保証される。それでも？」

　私は首を、横に振る。

「……従わなければ、君は立派な軍規違反者だ。戦犯裁判を待つまでもなく銃殺刑だろうし──彼女たちだってどっちみち、殺される。それでも？」

　私は首を、横に振る。

　分かっている。こんなことには何の意味もないことを。

　私には、何の力もない。今まさに起こりつつある変革を、大きな流れを捻ねじ曲まげることなど到底不可能だ。

　私の決断は、何ももたらさない。ただ少し、不幸になる人間が増えるだけだ。

　それでも。

　……それでも私は、彼女たちを殺せない。

　その決断を下すことは、できそうになかった。




「そうか」

　ぽつりと、管理官コントロールは短くそれだけ呟つぶやくと──不意に執務机の引き出しに、手を入れる。

　反射的に私は逃げようとして、しかし体はすくんで動かない。

　間に合わない。来るであろう衝撃と痛みに備えて目を閉じる、が──

　銃声は、聞こえない。撃たれたという実感もない。代わりに、

「よろしい。君は、合格だ」

　そんな言葉と共に、管理官コントロールが机から取り出したのは銃……ではなく、一枚の地図だった。

　状況が摑つかめず、私は彼女をじっと見つめる。そんな私の様子に彼女はいたずらっぽい笑みを浮かべてみせた。

「君があの子たちを任せるに値する人間かどうか、試させてもらった。……驚かせてしまってすまなかったね」

　任せる？　一体何を言っているんだ、彼女は。

　困惑が拭いきれない私の前で、彼女は卓上の地図を広げてみせる。見るとそれは、「箱庭」周辺地域──連邦北域の詳細な地形図だった。

　静かな笑みを浮かべて、管理官コントロールは告げる。




「調律官ウオツチヤーくん。私からの極秘指令だ。『箱庭』の聖女たちを連れて、帝政圏へ行きたまえ」




　　　　■




「みんなー、おっめでとーっ！」

　室内前方の壇上で六りつ花かが宣言するのと同時に、周りの少女たちが一斉に、手に持ったクラッカーを鳴らして──一拍置いてから、少女たちが歓声を上げた。

「箱庭」学舎棟の一階にある多目的ラウンジ。普段は数人の聖女が談笑しているだけのこの空間に、今日は「箱庭」の聖女たちが全員集まっている。

　延期になっていた清せい星せい節せつのパーティ。その開催が今日、十二月三十日の夜に決まったのだ。




　前方の壇上でマイクを握りしめている六りつ花かと、彼女の隣で所在なさげにしている三み七な守もり。二人は本日の司会進行役なんだそうだ。

　九ここの重えと、八や刀との姿はない。珍しく九ここの重えが体調を崩して自室で休んでおり、八や刀とはその看病に付き添っている。今日の集まりの進行は全て、六りつ花かと三み七な守もりの二人の背にかかっていた。

「本当の清せい星せい節せつは色々あってバタバタしちゃったけど、今日という今日は楽しんじゃおうぜー！　ちぇけらー！」

「ちぇ、ちぇけらー！」

　……大丈夫なのだろうかと若干の不安を感じつつ、私は壁に背を預けながら周りを見る。

　停戦の決まったあの日から、まだそう日は経たっていない。

　渦か中ちゆうの少女たちも、まだ戸惑いは隠せていないようだ。皆一様に、その表情はどこか硬い。

　……彼女たちは賢い。だからこそ、分かっているのだ。

　停戦が、平和というものが──兵器としての彼女たちの存在意義を奪うものであることを。




　ラウンジの窓辺から、外を眺める。

　もう十二月も終わり。連邦北部のこの辺りでは、そろそろ雪が降る時期だ。

　十二月、三十日。

　……あの管理官コントロールの呼び出しからもう、二日が経たった。




──。

　管理官コントロールが提示した内容は、つまりは簡単に言えば、帝政圏への亡命。

　秘密裏に国境越えを敢行して帝政圏側の人間と接触し、聖女たちの身柄を預ける。そういうプランだった。

「向こうの奴やつとは、もう話はついている。後は彼女たちをあちらまで引率してくれる有能な人間が必要だったんだけど──そこで君に、白羽の矢を立てたってわけさ」

　そう言って笑う彼女に、しかし私は不信感を拭いきれない。

　……そもそもなぜ、連邦軍所属の研究機関、その最高位の一角である彼女が帝政圏との間にそんなパイプを持っているのか。

「それは君、色々あるんだよ、乙女というものにはね」

　答えるつもりは毛頭ないらしい。それについての追及は諦めて、私はもうひとつの疑問を口にする。

　ある意味では、今後の彼女への態度を決める上で最も重要な部分。……つまりは、「なぜ彼女が聖女たちを助けようとするのか」という疑問だ。

　彼女は管理官コントロール、「箱庭」の最高責任者である。とはいえ今まで彼女が聖女たちの前に姿を現したことなどないし、当然彼女たちとの間に交流があったわけもないだろう。

　亡命の斡あつ旋せんなど、露見すればそれこそ死罪は免まぬかれない。……なぜ彼女は、聖女たちのためにそんな危ない橋を渡ろうというのか。

　私の問いに彼女はしばらく目を閉じて黙考した後、ふぅ、と息を吐く。

「罪滅ぼしとでも言えばいいのかな。あるいは、復ふく讐しゆうかも。……こんな巫ふ山ざ戯けた『箱庭』を作って上から覗のぞき込こんで冷笑してる奴やつに、少しばかり一泡吹かせてやりたいのさ。そういう意味では、私もまた君を体よく利用しようとしているのかもしれない。……不服かい？」

　私は首を横に振る。

　摑つかみどころのない彼女の言を受け入れたわけではないけれど、それでも──そう告げた彼女の目は、信用に値する気がしたのだ。

　あるいは蒼あお銀ぎん色いろのその瞳に──なぜか九ここの重えの面影を見たせいかもしれないが。

　私の返答に、彼女はどこか安あん堵どした様子で肩をすくめる。

「ありがとう。では意見の統一も図れたところで、本題といこう。……君たちに目指してもらいたいのは、ここ──以前演習でも使った、この近隣の山地帯だ」

　そう言って彼女は地図上にペンで線を書き込んでいく。「箱庭」から数十キロメートルほど北上したところに広がる分厚い山地帯。その山やま間あいをペン先がなぞって進み──やがて大きな渓谷へと当たる。

「『渡らずの橋』。あの山にはそう呼ばれている跳ね橋があることを、君も知っているだろう。もうとっくに放棄された、古い跳ね橋だ。ここの管理は私の管轄だからね、君たちが亡命を決行する時に、ここを架けさせる──君たちは橋を渡ってそのまま山を下り、国境を越えてくれたまえ」

　以前、九ここの重えが遭難（と言っても故意にだが）したあの山地帯。国境とほど近く、かつ監視の目が届きづらいあのルートは、確かに亡命には都合がいい。

「物資についての心配は必要ない。もう輸送用の車両を用意しているからいつでも出発はできる。あとは──そうそう。例の『１０８』は、まだ持っているかな」

　唐突にも感じられるその問いに少しばかり戸惑いながらも、私はポケットの中のそれを取り出して見せる。

「よろしい。それは大事にしておくといい。万が一の時にはそんなものでも役に立つだろう」

　彼女の言葉。それはつまり──この逃避行の中で「万が一」のことがあれば、この薬を使って自決するようにということだろう。

　無色透明のアンプル瓶を手で確かめた後、私は再びそれを白衣のポケットに押し込んだ。

「さて。本題に戻ろうか。……出発のタイミングについてなのだが、どうかな。さっきも言った通り準備はもう整っているから──なんとなれば今日にでも出られるが、どうするね？」

　そんな彼女の問いに、私は少し考えた後、首を横に振る。

　亡命するなんて話をいきなり聞かされれば、少女たちは大いに動揺するだろう。

　それに──そもそも。

　……彼女たちがそれを望むのかという点を、管理官コントロールは考慮に入れていない。




　見知らぬ土地、ましてやつい先日まで敵であった国への亡命。

　停戦直後の混こん沌とんの中、国境近辺では厳重な警戒が敷かれている。そこを越えて亡命を敢行するというのは、大きな危険を伴うことだ。

　捕まれば、間違いなく殺される。……それも安楽死などではなく、恐らくは惨むごたらしいやり方での、見せしめとしての処刑。

　現在最年少の聖女が、二歳と九ヶ月。恐らくもう三年もしないうちに、今生きている聖女たちのほとんどは──この世から去るだろう。

　停戦を迎え、「兵器」としての意味を失った少女たち。彼女たちはこのわずかな未来に、果たしてそれほどの危険を冒す意味を見み出いだすのだろうか。

『いっそここで、何もせずに楽になりたい』。そう思う者だって、いるのではないか。

　兵器として生まれ、それ以外の生き方を、選択肢を与えられなかった少女たち。

　私は──彼女たちから再び、選択肢を奪おうとしているのではないか。




　私の返答に、管理官コントロールは愉快そうに笑みをこぼす。

「……ふふ、まるで母親だな君は。いいだろう、ならば彼女たちとよく話し合って決めるといい。とはいえあまり悠長にもしていられないから、そうだね──」




──。

　斯かくして、管理官コントロールが指定した期限が今日、十二月三十日の夜。

　丁度皆が集まっているこの場で──私は彼女たちに全てを話し、全てを託すことにした。

　……果たして、本当にそうするべきなのか。

　そうしなければいけないと思う一方で、私の中にはわずかな逡しゆん巡じゆんがあった。

　私は、彼女たちに選ばせようとしている。けれど一方で、選ばせることを恐れていたのだ。

　……もしも、万が一。

　彼女たちが選ぶものが、未来ではなかったとしたら。

　それが──怖かったのだ。




　震える拳を握りしめて、私はどうにか盛り上げようと四苦八苦していた六りつ花かに声を掛けて壇上を代わる。

　今ひとつ陽気さに欠ける皆を一望して、私は──彼女たちに全てを打ち明ける。

　私が「箱庭」に来た理由。「聖女計画」が凍結となり、聖女たちはとうに用済みになっていたこと。

　停戦を迎えた今、軍上層部は彼女たちを切り捨てるべく──全処分を決定したこと。

　そして今、彼女たちにはふたつの道があること。

　ひとつは、このまま「箱庭」で死を迎えること。薬物による、眠るように優しい死。

　そしてもうひとつは──運命に抗あらがって、前に進むこと。

　厳重な監視をくぐり抜けて、かつての敵国である帝政圏への亡命を果たすこと。




　ラウンジには沈黙だけがあった。

　皆一様に、その表情は暗い。当然だ、こんな話をされればそうもなろう。……だが、私が話し始めるより以前から、彼女たちの表情はどことなく硬いものだった。

　恐らく、薄々は考えていたのだ。「自分たちはこれから先、どうなるのだろう」──そんな問いかけは、既に彼女たちの中にあったのだ。

　普通ならば、すぐに出す必要のない答えだ。生きていく中どこかで見つければいい答えだ。

　けれど──彼女たちは今、それを選ばなければいけない。

　歩き出すか、あるいはここで立ち止まるか。




「……亡命なんて。そんなの、無理に決まってますわ」

　ぽつりと。そう呟つぶやいたのは一い六む矢やだった。彼女は真まっ直すぐに私を睨にらみつけると、静かに首を横に振って続ける。

「わたくしたちだって馬鹿じゃないんですから、自分たちがどういう存在かくらい、分かってます。……わたくしたちが亡命なんてしようとすれば、軍が血眼になって追いかけてくることくらい分かってます。逃げ切れると、先生は本気で思ってるのですか」

　分からない、と。正直に私はそう答えた。

　今この状況で、言葉を取り繕うことに意味はない。そう思ったのだ。

　私の心からの回答に、彼女は少し、苛いら立だち混まじりに言葉を続ける。

「なら。貴方あなたはわたくしたちに、そんな無謀な真ま似ねをしろとそうおっしゃるのですか。……そもそも亡命と言っても、相手はつい先日まで戦争していた敵です。本当にわたくしたちを受け入れてくれるのか、それだって疑わしい。違いますか」

　彼女の言葉を、否定はしない。彼女の疑念も、もっともな理屈ではあったからだ。

「……捕まれば、間違いなく殺される。いえ、もっと酷ひどい目に遭うかもしれない。なのに貴方あなたはわたくしたちに、そんな不確かな可能性だけを頼りに危険を冒せと。……もってあと数年程度の短い人生のために、そんなことをする意味が──」

「あると、私は思いたいな」

　そう声を上げたのは、六りつ花かだった。

　彼女は壇の下、私の前側に立つと、真っ向から一い六む矢やへと向き直って静かに続ける。

「たしかにさ、いむっちの言う通りだよ。私たちに残されてる時間なんて、そんなに多くはない。ここで生き延びて、この先に何があるかなんて分からないのに、怖い思いや辛つらい思いなんてしたくない──私だって半分くらいは、そう思う」

「……なら、もう半分は？」

　一い六む矢やの問いに、六りつ花かはその顔に穏やかな笑みを浮かべて──

「わかんない」

　あっけらかんと、返したのはそんな答えだった。

「り、六りつ花かちゃん……」

　隣で三み七な守もりがおろおろしながら彼女を見るが、六りつ花かはというとそんな彼女を一いち瞥べつして「大丈夫」とばかりににやりと笑うだけ。

　対する一い六む矢やはというと、六りつ花かの突飛すぎる返答にしばし絶句して──それからわずかに顔を歪ゆがませて、彼女を睨にらみつけた。

「わからない、って。こんな時に、貴方あなたは……」

「わからないものは、わからないんだもん。だってそうでしょ、先のことなんて誰にも分からない。私たちの中で未来を見る秘ひ蹟せきとか持ってる人は……死んじゃった『五い塚つか』先輩くらいだったもんね」

　どこか飄ひよう々ひようとした調子でそう返すと、彼女は大仰に両腕を広げる。

「未来は、わからない。だから私は、賭けてみたいと思うんだ。そりゃあいむっちの言う通り危ないだろうし、辛つらいかもしれない。けど──ひょっとしたらその先に、何かがあるかもしれない。あと数年のうちに私たちみたいなのを治す方法だって見つかるかもしれない」

「そんなの、ありえない」

「私もそう思う。けどさ、それでも……ここで立ち止まっちゃうよりは、その方がきっと、楽しいよ」

　太陽みたいな笑顔を咲かせる六りつ花かに続いて──辺りからまばらに、声が上がる。

「……わ、わたしっ！　戦争が終わったら、おはなやさんっていうのになりたいなって思ってたの！」

　Ａ‐０８６。まだ三歳の、幼い聖女だった。一生懸命にそう叫んだ彼女に、六りつ花かはにっと笑って頷うなずくと、マイクを片手に皆に呼びかける。

「じゃ、折角だし！　今からみんなのなりたいもの・やりたいことコンテスト、いってみようか！　んじゃ次みーちゃん」

「へっ!?　わ、わたしですか……」

　ぽんとマイクを手渡された彼女は顔を真っ赤にして周りを見回して、それから数秒した後、

「…………そ、その。この前編み物をしたら、大変だったけど楽しくて……だからわたし、お洋服屋さんになりたいなって……。……り、六りつ花かちゃん？　なにその顔」

「いや、いいなぁ……って思ったのさ。それじゃあ私は、みーちゃんの作った服のモデルさんにでもなろうかなっ！」

　なんて、わいわいとやりながら。その後も次々と、少女たちはおずおずと手を挙げてはこの先のことを口にする。

　お菓子屋さんになりたい、なんて女の子らしい夢もあった。普通の学校に行ってみたいとか、「箱庭」では禁止だったからペットが飼いたいとか──そんなささやかな願いもあった。

　けれど、いつの間にか。

　その場に居た皆が未来を、前を見始めていた。




　そんな空気の中、一い六む矢やはただ、呆ぼう然ぜんと黙り込んで。

　そんな彼女の肩を、隣で見守っていた一い七な葉ばがぽんと叩たたく。

「イムヤ。……ワタシも、リッカと同意見デス」

「……一い七な葉ば。貴方あなたまで──って、なっ!?」

　先程までの剣幕の削そがれた、どこかしょんぼりとした様子の一い六む矢やを──一い七な葉ばはいきなりぎゅっと抱きしめる。

「何をするんですの、一い七な葉ば、こんな人前で……！」

「ワタシ、イムヤのこと、大好きデス。……だからこれからも、ずっと一緒にいたい。一緒にのんびり、気持ちのいい日向ひなたでお昼寝してたいデス」

　そう告げて、にっこりと笑う一い七な葉ばに。

　一い六む矢やは顔を真っ赤にして──それから自分より少しだけ背の高い一い七な葉ばの体をもがいて突き放すと、腕を組んでぷいと後ろを向く。

「……ああ、もう！　分かったわ。分かりましたわ！　地獄だろうと天国だろうと、精々相乗りして差し上げますわ！　このばか！」

「えへへ」

　ふわっとした笑みを浮かべる一い七な葉ばから視線をそらして、一い六む矢やは再び私を睨にらむ。

「……先生。わたくしは納得したわけじゃないですけれど。……けど、貴方あなたの考えに従いますわ。だから──貴方あなたは責任を持ってわたくしたちを、導きなさい」

　言われるまでもない。そう返すと彼女は、小さく鼻を鳴らした。




　斯かくして、盛り上がりの中で夜は更ふけていく。

　恐れが消えたわけではない。不安を消せるはずもない。

　それでも、その場の誰もが前を見ていた。

　それでも皆が、笑っていた。




　　　　■




　そんな調子でパーティが終わり、少女たちが目をこすりながら皆自室に戻った後の無人のラウンジ。

「よう、ウォッチャー。さっきの大演説は見事なもんだったじゃないか」

　片隅のソファでひっそりと休んでいると、声を掛けてきたのはランバージャックだった。

　管理官コントロールの話では、彼を始めとする守衛官デイフエンダーたちは皆、今回の協力者であるという。そのため今回の話をするにあたっても、彼らに隠し立てする必要がなかったのは幸いだった。

　夜警の合間か。こんな時間にも強化兵装パツケージを着込んで、右手には自動小銃を抱えて──しかし空いた左手にあったのは、酒瓶とグラス。

「どうだい、吞のむかい」

　そう言って酒瓶をこちらに向けてくる彼に首を横に振ると、彼は「そりゃ残念」と軽く肩をすくめて自分のグラスに注つぎ、どっかりと隣に腰を下ろした。

「しかし、つくづく意外なもんだ。『無貌フエイスレス』──あんたがこんな馬鹿げたことに付き合うなんてよ。……いつぞやの遭難騒ぎの時もそうだ。聞いてたあんたの話と、随分と印象が違う」

　そうだろうか、と問う。そうだ、と彼は答えた。

「『無貌フエイスレス』。あるいは『無貌の死神フエイスレス・リーパー』──仮面を被かぶった、安楽死専門の軍医。地獄の釜の底みてぇな野戦病院に現れては、死体一歩手前の哀れな連中に塩化カリウムＫＣｌをぶち込んで去っていく──戦場に付き物の質たちの悪い噂うわさ話ばなしの類たぐいかと思ってたが、実在したとは思わなかった」

　彼の言葉を、私はただ、黙って聞く。彼の言った話は、本当のことだった。

「無貌の死神フエイスレス・リーパー」。「箱庭」に来る前、私はそう呼ばれていた。

　調律官ウオツチヤーはそもそも、本来はいわゆる軍医と類する職務が主である。

　すなわち、戦場の調律。兵士たちの生命の厳密かつ機械的な管理。

　戦場への復帰が可能な兵士は速やかに治療し、そうでない者は後方へ送る。そして、そのどちらでもない者──どうあっても生命の継続が困難な者については、医療資源の浪費を回避するために速やかにこれを処理する。

　……それが、私の仕事だった。

「どんな冷血野郎が来るのかと思っていれば、蓋を開けたら──年とし端はもいかない子供に翻弄されっぱなしの甘ちゃんだ。拍子抜けったらないぜ」

　愉快そうに笑う彼に、悪かったな、とぼやく。すると彼は小さく首を横に振って、ソファの背に体重を預ける。

「ま、振り回されたこともあったがな。それでも──結果的には、今ここにいるのがあんたで良かった。俺はそう、思ってるぜ」

　そう言ってグラスをあおる彼をじっと見つめて、私は問う。

　どうして貴方あなたは、聖女たちを助けようと思うのかと。

　そんな問いに、彼は少し面食らったような顔をして。それからわずかに俯うつむいて、目を閉じた後──苦笑交じりに言葉を吐く。

「そりゃあな。俺らは『箱庭』が出来てからずっとここを守ってる。嬢ちゃんたちを、守ってるんだ。……ここに来て、いまさらハイそうですか、って見捨てるわけにゃあいかねえよ」

　どこか照れくさそうにそう告げる彼に、私もつられて苦笑をこぼす。

　守衛官デイフエンダー。軍人の中でも特に能力の高い者だけが選抜された、エリート中のエリート。

　それにしてはらしくない考え方をする男だと、そう思った。

「んだよ、悪いかよ」

　むっとした様子で返すランバージャックに、私は肩をすくめて首を横に振る。

　照れ隠しみたいに頭をかくと、彼はゆっくりと立ち上がって私に向き直った。

「決行は、明日の晩だそうだ。嬢ちゃんたちにも周知しといてくれ。それと」

　言いながら、彼は腰のホルスターから何かを取り出して私に手渡す。冷たい、金属の感触。それは一丁の軍用拳銃だった。

「扱い方くらいは知ってんだろ。勿もち論ろん、俺たちも同行するつもりだが──万が一ってこともあるしな。……とりあえず、持っとけ」

　ぶっきらぼうにそう告げる彼に礼を言った後、ずしりと感じられるその重みを確かめながら拳銃を見つめる。

　……いざとなったらこれを使って戦えと。彼が言っているのは、そういうことだ。

　いざとなったら。それが意味するのは、つまりは彼らが──否いな。

　それ以上を考えることをやめて、私はそれを懐ふところに仕舞った。

　それを確認すると、ランバージャックはそのまま踵きびすを返して、

「じゃあ、まあ、そういうわけだからよ。……また、明日な」

　そう言い残して彼が立ち去ろうとした、その時のことだった。




　突如、轟ごう音おんが響き渡って。

　ラウンジ中が、焼け付くような熱と爆炎に満たされた。




　　　　■




　気を失っていたのは、ほんの一瞬だろう。

　遠鳴りのように「大丈夫か」という声が聞こえてゆっくりと目を開けると、周囲には炎と瓦が礫れきが散乱して──そんな中で、私を庇かばうようにしてランバージャックが覆いかぶさっていた。

「ウォッチャー、無事か」

　その問いに頷うなずいた後、同じ問いを返す。すると彼は背中に積もっていた瓦が礫れきを払はらい除のけて、何事もなかったように立ち上がってみせた。連邦の技術の粋を集めて造られた強化兵装パツケージの耐久性は流石さすがに伊達だてではないらしい。

　こんな状況だというのに、彼はうろたえた様子もなくすぐにインカム型通信機を取り出して呼びかける。

「こちらランバージャック。Ｇ‐０２、何が起きてる」

「『こちらＧ‐０２〈マーチャント〉、施設各所で一斉に小規模の爆発が発生。現在状況を──』」

　耳みみ障ざわりな音と共に、そこで通信は途絶。ランバージャックがわずかに顔をしかめた、その時。




　微かすかな、複数の足音が聞こえて。

　破損したラウンジの壁を踏み越えて、複数の人影が入ってきたかと思うと──彼らは一斉に、私たちへと向けて、手に持った自動小銃を「伏せろ！」

　断続的な銃声が幾重にも響く中、とっさに私を引ひき摺ずって手近なテーブルの陰に逃げ込むランバージャック。

　ひっきりなしに続く銃声の中、彼も速やかに腕だけ掲げて発砲。応戦を開始する。

「くそったれ。警告もなしに発砲とは、随分な態度じゃねーの！」

　悪態をつきながら反撃を続ける彼。その銃弾は的確に襲撃者たちの眉間に突き刺さり、彼らはくぐもった声を漏らして倒れていく。

「ウォッチャー。すぐに脱出を──」

　屍しかばねを踏み越えて、彼らの入ってきた壁の穴からランバージャックが首を出した、その時。

　彼の表情が、明確にこわばった。

　壁の外。彼の視線の先を、目で追う。

　そこに立ち並んでいたのは、こちらに向けて銃口を向ける無数の兵士と──その背後に控える、機関砲塔付きの装甲戦闘車両が二両。

「おいおい、大盤振る舞いすぎだろ……ッ！」

　引きつった笑みを浮かべる彼に、そしてその後ろの私へといくつもの銃口が向けられて。

　無数の砲火が、爆音と共に星の瞬またたきのように煌きらめく。

　彼我の距離はわずか十数メートル。その死兆の輝きを視認した段階で、私たちは既に人間から肉片へと変わり果てていたことだろう。

　だが──そうは、ならなかった。




　目の前を、真っ黒な霧が、覆っていた。

　宵闇よりもなお昏くらいその黒霧は、生物的なうねりをたたえながら私たちの眼前に広がり続けて──そして私は、あることに気付く。

　たった今放たれた、無数の弾丸。それら全てが、どんな仕掛けかこの黒霧によって阻はばまれていたのだということに。

「やれやれ、私の大切な先生にちょっかいを掛けようとは、いい度胸です」

　夜闇の中、声が響いた。

　決して大きくはない、けれど凜りんと通るその声は──九ここの重えの。

「お仕置きです」

　いつもと変わらない、けれどどこか温度を感じない、そんな宣言と共に。

　次の瞬間。

　並んでいた装甲車の片方が──真っ二つに割れた。




　こちらに銃口を向けていた兵士たちが、異音を放ちながら両断された装甲車へと視線を向ける。すると──真っ二つになった車両の残骸の上に、彼女は立っていた。

　軍服姿に、杖つえをついたいつもの姿。ひとつ違うのは、その左手に下げた一振りの軍刀。

　その小柄な姿を前に、兵士たちは一切の躊ちゆう躇ちよなく発砲する。

　轟ごう音おんと共に吐き出された無数の弾丸。しかしそれらは、彼女の体を穿うがつことはなかった。




　彼女の体から、先程私たちを守ったのと同じような漆黒の霧が立ち上り。

　弾丸が彼女の体に当たらんとするその瞬間──黒霧に触れた弾丸は瞬またたく間まに朽くち錆さびて、砂粒となって崩れ落ちてしまったのだ。

「万象の腐敗」。それが彼女、九ここの重えの保有する秘ひ蹟せき。

　ありとあらゆる物質を急速に腐敗させ、死に至らしめる。それがたとえ無機物であっても──例外ではない。

　小こ雨さめの水滴が当たった程度の様子で、九ここの重えは一歩を踏み出して。

「──さあ、踊りなさい」

　指揮棒のようにその軍刀を一ひと薙なぎすると同時──漆黒の霧が彼女の前方へと急速な勢いで拡散して、目前の兵士たちへと絡からみつく。

　ぞっとするような悲鳴を上げて、めいめいに小銃を取り落として地に伏せる兵士たち。ある者は首を搔かき毟むしり、ある者は救いを求めるように崩れた手を天に伸ばそうとして、ある者は苦痛のあまりに半狂乱で足踏みを重ねて──その凄惨な有あり様さまはまるで、踊り狂っているかのようでもあり。

「舞踏する死神ダンス・マカブル」。単騎で一個師団をすら撃滅させたと言われている、最強の聖女。

　その戦いを、目まの当あたりにするのはこれが初めてだった。

　兵士たちが一斉に無力化される中、残ったもう一両の装甲車は果敢にもその砲塔を動かし、逃げることなく彼女と戦うことを選択したらしい。

　しかしそれは、今この状況において最も愚かな選択のひとつであったと言わざるを得ない。

　夜闇を砲火が切り裂いて、分間三百発にも上る怒ど濤とうの機関砲射が空気を震わせる。

　口径にして20mm。当たれば小柄な九ここの重えの体なぞ簡単に粉こな微み塵じんになってしまうだろうが──しかし彼女の「腐敗」を前に、そんなものは何の効果も生みはしない。

　あらゆる運動エネルギーの暴力は、彼女の前では無力。平等に腐敗し、死に至るのみ。

　杖つえ歩ほ行こうとは思えない軽やかな足取りであっという間に装甲車へと肉薄すると、彼女はその軍刀を無造作に振るう。

　軍刀の周りに黒い霧が凝集し、一振りの巨大な刃やいばを形作って──その腐食の一撃は、銃弾などものともしない堅けん牢ろうな装甲ごと、車両をなます切りにしてしまった。




　燃料に引火したのか、炎を噴き上げて爆散する装甲車。立ち上る炎が辺りをにわかに照らす中、九ここの重えがゆっくりとこちらを振り向いて──その蒼そう眸ぼうが、私の姿を捉える。

　仮面のような無表情。ぞっとするようなそのありように、私は一瞬だけ、背筋に悪お寒かんが走るのを感じて──しかし次の瞬間。そんな彼女の怜れい悧りな仮面はあっさりと砕け散った。

「先生…………よかったぁああぁぁ、ご無事で!!」

　普段の落ち着き払った様子からは程遠い憔しよう悴すいしきった声を漏らしながら、泣きそうな顔をしてこちらへと駆け寄ってくる九ここの重え。

「ちゃんとご無事ですよね、怪け我がとかしてないですよね、転んだりしてませんか？　火傷やけどしたり、銃弾が掠かすったりとか！　あとあとあと──」

　大丈夫だ、と彼女の肩を叩たたきながら、私はその裏で己の浅慮を恥じる。

　一瞬でも彼女のことを恐れ、目を背けそうになった。そんな自己に対する嫌けん悪お感かんで吐きそうになりながら──彼女の細い体を、抱きしめてやる。

　彼女は、彼女だ。それ以上でも以下でも、決してありはしない。




──。

　火の手が上がったラウンジから退避して私たちが向かったのは、いつもの温室庭園だった。

　幸いここにはまだ、敵は浸透していないらしい。私とランバージャック、そして九ここの重えの三人しかこの庭園にはいなかった。

　九ここの重えの装備は、小口径の拳銃と腰に吊つった軍刀が一振り。右手で杖つえをつくため両手で銃を構えられない彼女にとっては、この近接戦闘装備が基本スタイルだ。

　庭園の石垣に腰掛けて息をつくと、ランバージャックがやおら口を開いた。

「さてと。一段落したところで、Ａ‐００９。状況を教えろ。……通信が遮断されててよく分からねえんだ」

　呼び方に少しむっとした様子だったが、そんなことで言い合っている場合でもないと思ったらしい。わずかに不機嫌そうな表情のまま、九ここの重えは静かに口を開いた。

「私も、正直言えば全く分かりません。部屋で休んでいたら、爆発音が聞こえて……外に出てみたらあちこちから煙が出ていたんです。で、先生がまだ学舎棟に残ってるかもと思って見に行ったら──さっきの妙な連中が先生たちを襲ってて」

　先程、私たちを殺そうとした連中。九ここの重えの秘ひ蹟せきによって一瞬のうちに命を絶たれた彼らは全員、守衛官デイフエンダーのそれと同じ連邦採用の最新式の武装を着用していた。

　しかし顔を確認したランバージャックが言うには、どれも知らない顔とのこと。「箱庭」の守衛官デイフエンダーが裏切ったというわけではないらしい、とすれば。

「……まだるっこしい真ま似ねはやめて俺ら全員直接ぶち殺すって手を選んだわけだ、上層部は。なるほど、こと今回においては大正解じゃねえの」

　自嘲めいた笑みを浮かべてそう呟つぶやくと、彼は自動小銃のマガジンを交換して周囲の警戒にあたる。その横で私は九ここの重えに、他の聖女たちのことを問うた。

「六りつ花かさんと三み七な守もりさん、それから八や刀とさんが宿舎に残ってた子たちを引率して倉庫棟まで向かってます。私は先生たちと、宿舎から出ていた子たちを探しに」

　彼女の返答に、私は思考を巡らせる。他の聖女たちを探しに行くか、はたまた彼女たちが自力で所定の場所まで到達することを期待するか。

「……どうしますか、先生」

　九ここの重えの言葉に、私が決断を下しかねていると──その時。庭園の扉が開いて、複数の足音がばたばたと聞こえてきた。

　警戒態勢に入り構える九ここの重えたち。けれど入ってきた者たちを見て、彼女たちは驚いた様子で銃口を下げる。

「一い六む矢やさん、それに一い七な葉ばさん！」

　突然の来訪者は、一い六む矢やと一い七な葉ば。そして、彼女たちの後ろから──さらに四人ほどのまだ幼い聖女たちと、数人の守衛官デイフエンダーたちがぞろぞろと転がり込んできた。

「よくご無事で。それに、他の子たちも──」

　九ここの重えの言葉に、一い六む矢やが疲労を隠せない様子で頷うなずく。

「こんな夜中に外で遊んでた悪い子たちを、連れてきましたわ。……で、何なんですのこれは。いきなりそこらかしこで爆発が起きたかと思ったら妙な連中に襲われて──生きた心地がしませんでしたわ」

　言葉こそ気丈だが、その表情には不安が揺れていた。恐らくは軍が早急な処分を決めたのだろう──そう告げると、彼女は少なからずショックを受けた様子で口をつぐむ。

「これから、どうするデス？」

　俯うつむいたままの一い六む矢やの代わりに問うたのは一い七な葉ば。

　他の聖女たちはもう倉庫棟を目指している。我々も彼女たちと合流して、用意していたトラックを使ってすぐに「箱庭」から脱出する──そう告げると彼女は数秒の沈黙の後、こくりと頷うなずいた。

　その様子に私はなんとなく、奇妙なものを感じる。制服の上着を肩から引っ掛けて、くるまるようにしている彼女。何かが、違う。言い知れない胸騒ぎが湧き立ち始めて──けれどそれを追及するには至らなかった。

　銃声が、庭園の入り口の方から聞こえてきたのだ。

「ちっ、もうここまで来やがったか！」

　背の低い庭木の陰にとっさに隠れながら応戦を開始する守衛官デイフエンダーたち。けたたましい音を立てて銃弾が飛び交う中で、ランバージャックが悪態をつく。

「くそったれ、随分と手厚いこって──」

　その横で、不意に九ここの重えが声を上げた。

「大丈夫です、私が──」

　そう告げて、かつ、と杖つえを突いて九ここの重えが一歩前に出ようとした、その時だった。

　その体から、ふっと力が抜けて──支えを喪うしなったように、ぐらりと傾く。

　慌てて駆け寄って支えてやると、彼女は私を見上げて「すみません」と呟つぶやいた。

　……触れたその体は、妙に汗ばんでいて。再び注視すると、彼女はどこか、後ろめたい表情で視線をそらした。

「ちょっとだけ、ふらついただけです。このくらいなら──」

　そう告げる彼女の笑み。それは彼女が、何かを誤魔化す時の笑い方だ。

　いつも、こうなのかと彼女に問う。彼女は弱々しく首を横に振り、

「……最近になってから、です。秘ひ蹟せきを使った後は、どうにもこんな感じで──いやぁ、お恥ずかしい」

　いつもの笑みで、けれどどこか弱々しさを感じる笑顔でそう告げる彼女。

　口ではそう言っているが、その足取りはおぼつかない。こうして支えられて立っているだけでもやっとといった様子だ。

　こんな彼女を、送り出せるのか。私が逡しゆん巡じゆんしている間にも──けれど事態は慈悲もなく、進行していく。

　庭園の側面のガラスが破られて──そこからぞろぞろと兵士の増援がなだれ込んできた。

　二方向からの襲撃。こちらをじわじわと追い詰めようという判断か。

「っち、後退だ。お前ら、隠れながら応戦！」

　号令を上げながら、ランバージャックが敵に向かって何かを投げる。手のひらサイズの、ボールのようなそれは──空中で炸さく裂れつすると同時におびただしい量の煙を噴き上げる。煙幕弾だ。

　彼の放った煙幕によって視界を遮られ、兵士たちは一時的に発砲を中断する。そのわずかな隙によって、我々は隠れて態勢を立て直す時間を得た。

　……とはいえ、状況が好転したわけではない。このまま敵の攻撃が再開すれば、押し負けるのは間違いなくこちら側だろう。

　訪れた窮地を前にして。──九ここの重えは杖つえを支えにどうにか自立すると、腰の軍刀に手を掛けて、すがるような目で私を見上げる。

「……私を、行かせて下さい。大丈夫です、まだ、戦え──」

　けれど。

「やめとけ」

　言いかけた九ここの重えを、制したのはランバージャックだった。

「お前の秘ひ蹟せきは、えげつない分消耗だって半はん端ぱないと聞いている。……お前は俺たちの切り札だ、こんなところで無理して、肝心な時にぶっ倒れられたら困るんだよ」

「けど、このままじゃ！」

　淡々とした調子で告げる彼に、九ここの重えは珍しく声を荒げて抗弁する。

「……このままじゃ、ジリ貧です。誰かが埒らちを明けなければ……」

「ああ、そうだな。お前の言う通りだ、Ａ‐００９。だから」

　いつの間にか取り出していた煙草たばこを咥くわえて火をつけると、彼は大きく息を吸った後、静かに続ける。

「俺らが囮おとりになって、お前たちを逃がす」

　彼の目配せに、力強く頷うなずく他の守衛官デイフエンダーたち。そんな彼らに、九ここの重えは信じられないといった顔で呻うめく。

「何を、言って」

「今のところ、敵が来てるのは二方向。幸いに裏口の方が空いてるからな──俺たちが敵を引き付けてる間に、お前たちは裏口の方に走れ」

「……正気ですか」

「正気でいられるかよ、こんなバカみたいに絶望的な状況でよ」

　九ここの重えの言葉を鼻で笑って、ランバージャックは小銃のマガジンを交換しながら続ける。

「だからこそ、理性で判断するんだ。今俺たちにとって最優先とすべきはお前たちの脱出。そのためには、こうするのが一番いい」

　周りを見る。他の守衛官デイフエンダーたちも、その顔に笑みすら浮かべて頷うなずいてみせる。

「あたしらみんな、あんたには沢山の恩があるからね──Ａ‐００９。今度はあたしらが、あんたを助ける番さ」

「え……？」

　意外そうな顔の九ここの重えに、壮年の守衛官デイフエンダーがぽつりと呟つぶやく。

「『舞踏する死神ダンス・マカブル』、東部戦線第一◯三高地にて敵機甲部隊を圧倒す。……去年の四月だ。覚えてるかい」

　彼が諳そらんじたその大仰な文言は、確かいつか見た覚えのあるプロパガンダ記事の見出し。

　言葉を失う九ここの重えに、彼はその巌いわおのような顔を歪ゆがめてにんまりと笑う。

「俺の故郷さ。帝政圏の大攻勢にさらされて放棄が決まりかかってた俺の故郷を──あんたは救ってくれたんだ」

　しみじみとそんなことを告げる壮年の守衛官デイフエンダーに次いで、横合いから他の守衛官デイフエンダーたちも声を上げる。

「俺の弟だって、お嬢ちゃんに戦場で助けられたって言ってたぜ！　……この前こっそりサイン頼んだろ、あれ、弟に贈ったらすっげぇ喜んでたよ」

「うちの娘なんて、将来は『舞踏する死神ダンス・マカブル』みたいになるんだーってあたしが帰る度に大騒ぎしてるわよ。……ほんと、困っちゃうわ」

「……ところで、このヤマが終わったら俺にもサインくれねぇか？　実は前から、あんたのこと……」

「おら、馬鹿ども。気ぃ抜いてんじゃねえぞ！」

　こんな鉄火場におよそ似つかわしくないような和気あいあいとした空気に一喝を飛ばした後、ランバージャックは呆あきれたようにため息をついた後で続ける。

「……ま、そういうわけで、だ。勘違いするなよ、何も自己犠牲ってわけじゃねえ。俺たちは死ぬつもりはないからな──あいつらを適当に捌さばいたら、すぐに後を追う。だから、さっさと行っちまえ」

　そう告げた彼に、私は何か言おうとして。しかし数秒の間逡しゆん巡じゆんした後に頷うなずき返かえす。

「よし。じゃあ、カウントで走れ。──３」

　九ここの重えたちに視線を送る。彼女たちは不安げに瞳を揺らして、

「２」

　けれど頷うなずくと、腰をわずかに浮かせてその時を待つ。

「１」

　守衛官デイフエンダーたちが、小銃を握り直して。

「──走れ！」

　ランバージャックの言葉と同時。守衛官デイフエンダーたちが一斉に遮蔽から駆け出したタイミングで勢いよく、庭園の裏口方向へと走り出す。

　始まる銃声の応酬。鼓膜をつんざくような音の中を無我夢中で走って、裏口を抜けて外へ。

　程なくして庭園の中から数度、爆発音が聞こえてくる。手しゆ榴りゆう弾だんだ。どちらが放ったものかは、分からないが。

　外周のガラスが粉砕されて、見る影もない無残な姿へと変わっていく庭園。

　わずかに振り返って、私はその光景を瞼まぶたに焼き付けた。




　　　　■




　倉庫棟までの道のりは、不気味なほどに静かだった。

　見晴らしのいい運動場を避けて裏手の樹林を進んだところ、敵との遭遇も一切無し。肩透かしなほどにすんなりと、倉庫棟へと到着してしまった。

　車両格納用のガレージがあるのは地階だったが、こちらは当然、シャッターが閉め切られている。裏手に回って通用口の鍵を開けて中に入ると──薄暗いガレージの内部照明は点灯されていた。

　九ここの重えの話では、先に八や刀とたちが他の聖女を引率して来ているはずだが。とはいえ、最悪の状況も考えてゆっくりと、注意深く歩を進めていくと。

「……その足音、先生？」

　聞き覚えのある声が聞こえて──ガレージの中央を見み遣やると、そこに少女たちがいた。

　ほの明るい照明の下。三台の軍用トラックの陰に隠れるようにして座り込む彼女たち。

　見張り役をしていたのだろう、八や刀とが小銃を抱えてこちらを見て、安あん堵どの表情を浮かべていた。

「九ここの重え！　よかった、無事だったのね、九ここの重え……！」

「八や刀とさん、皆さんも──」

　声を上げた九ここの重えに反応して、少女たちからもほっとした声が漏れ聞こえてくる。

　全員無事かと問うと、八や刀とは渋面を作って瞳を揺らす。

「……逃げる途中で六人、敵を足止めして……戻ってきてない。それに──」

　彼女が言いかけた時、幌ほろのかかったトラックの荷台の中から聞こえてくる声があった。

「くー先輩!?　ってことは、先生もいるの？」

　六りつ花かの声。けれど普段の彼女の気楽さはなく、珍しく切羽詰まった様子だ。

「ええ。六りつ花かさん、どうしたんですか」

「その……えっと、先生、すぐに来て！」

　駆け寄っていく九ここの重えと共に荷台へと近付いてみて──間近で彼女たちの姿を認めたところで、私は言葉を詰まらせる。

　中にいたのは血ち塗まみれの六りつ花かと、彼女に抱えられてぐったりとした様子の三み七な守もり。そしてその周りに横たわった、何人もの少女たち。

　一体、何があったのか。私が問うと、六りつ花かは堰せきを切ったように泣き出してしまう。

「……っ、ここまで、来る最中にっ……銃を持った人に追いかけられて。なんとか逃げてきたんだけど……何人か、撃たれて──みーちゃんもっ、私を庇かばって……」

　それ以上の説明は、必要なかった。私はすぐに辺りに倒れ伏している少女たちへと触れる。

　呻うめき声ごえを上げている子が三人。腕や足に銃弾が当たったか、掠かすったかした様子だが──うち二人は幸いに大血管の損傷はないようで、出血にも勢いはない。トラックに積み込まれていた救急処置キットから止血帯を取り出して巻き付けて、創部を消毒してガーゼを密着させておく。

　彼女たちの手当てを終えた後、三み七な守もりの傷を診る。右肩に、銃創がひとつ。こちらも見かけは派手だが、弾は貫通しているらしく傷口の状態も綺き麗れいではある。とはいえ彼女の場合はもともとの体の弱さもあるため楽観はできなかった。

「……すみません、先生。ありがとう、ございます。でも、わたしより、他の子を……」

　じっとりと脂汗を浮かべながら、そんなことを言う彼女。

　自分のことだけを気にするよう告げて手当てを終えると──それから私は、倒れたままぴくりともしない四人の少女へと視線を遣やる。

　Ａ‐０１９「一い九く月つき」。腹部におびただしい量の血液が付着して、トラックの床に凄絶な血ち溜だまりが出来ている。彼女の首に触れ、それからキットの中に入っていた聴診器を胸に当てる。

　……脈は触れず、呼吸音や心音も聞こえてこない。ペンライトの光を目に当てるが、瞳孔は開いたまま。……死んでいる。

　Ａ‐０４８「四よつ谷や」。Ａ‐０６８「六ろく波は羅ら」、Ａ‐０８８「八や十そ八や」。他の三人も同様──いや、もはや確認するまでもない有あり様さまだった。

　死んでいる。そう告知すると、トラックを覗のぞき込こんでいた少女たちが息を吞のむ。

「死んでる、って。噓うそでしょ、先生、ねえ……だって、ついさっきまで、一緒に喋しやべってたのに。みんなでパーティして、楽しく──」

　そこで耐えきれない様子で、嗚お咽えつをこぼす六りつ花か。彼女のケアを九ここの重えにまかせて、私は荷台を出て皆へと向かい合う。

　視線が一斉に、私へと集まる。恐怖。悲嘆。絶望。真っ暗な色で染まりきった無数の瞳。

　誰も、一言も発しはしない。けれど言葉がなくとも、分かる。

　彼女たちは、恐れているのだ。今この瞬間。自分たちの喉元まで迫っている──現実味を帯びた死の感触を。

　けれど私は、言わなければいけない。今すぐに出発しなければ、皆死ぬ。その事実を彼女たちにもう一度、突き付けなければならない。

　じっとりと汗ばむ手のひらをぎゅっと握り直して、私は──

「……皆さん。いつまでそうやって、怯おびえているつもりですの」

　私が口を開く直前。ガレージ内にそんな、凜りんとした声が響いた。

　発言の主へと視線を向けて、私は驚く。……一い六む矢や。彼女だったのだ。

「この『箱庭』は今まさに、襲撃を受けている真っ最中。連中の狙いは言うまでもなく、わたくしたちでしょう。つまりこのままここで座っていれば、殺される。ならどうするか──簡単なことですわ」

　両手を腰に当てて少女たちを睥へい睨げいしながら、彼女は続ける。

「今すぐ、ここから逃げるんです。逃げて、逃げて、逃げて。先生の言ったように──帝政圏まで逃げ切る。考えている暇は、もうなくなってしまった。今わたくしたちに選べる道はもう、これしかないんです。……誰か、異存のある方は？」

　厳しい口調で告げる彼女に、少女たちはただ視線を落として、震えるように頷うなずく。

　……危うい状況に変わりはないが。ひとまずは、意志の統一は図れたか。




「話の腰を折って悪いけど。ちょっと、報告」

　しかしそこで、沈黙を保っていた八や刀とが不意に声を上げた。

　その表情は険しい。嫌な予感を肌で感じながら促すと──




「……どうやら本当に、時間はなさそうよ。囲まれてる」




　何に、とは問うまでもない。どうして、とも考えるまでもない。

　聖女たちには皆、耳介に発信機が埋め込まれている。それさえ探知すれば、どこに隠れているかなど探す必要もない。

　なら──なぜ彼らは私たちが来るのに先んじて、ここに集まっていた六りつ花かたちを襲わなかったのか。

　……単純なこと。全員集まってから、まとめて叩たたく──つまりはそれが狙いだったのだ。




　端末を取り出して、発信機の情報を表示する。……聖女の所在を示す番号入りの赤い矢印が全て、この倉庫棟に集まっていた。

　生きている聖女は、今ここにいる全員だけ。そういうことだ。




　苛いら立だちを抑えきれずに、私は端末を床に叩たたきつける。液晶のモニタが破片を散らして呆あつ気けなく砕けた。

　私の失策だ。彼女たちを分散させていれば──いや、そうであったなら尚なお更さら、ロクに抵抗もできないまま捻ひねり潰つぶされていた。

　結局のところどうあれ、敵の手の上で踊らされるしかなかったのだ。

「……敵は出口で待ち伏せしてるみたい。ご丁寧に対車両用のグレネードまで用意してるわ。出ていったら大層、派手にお迎えされるでしょうね」

　秘ひ蹟せきによる索敵を続けながら、八や刀と。気丈な調子ではあるが、声が震えているのが分かる。

　袋の鼠ねずみ。出ていっても待っていても、絶望的。

　どうすればいい。どうすれば、この状況を打開できる。

　無意識のうちに、私は拳をきつく握りしめて──そんな時のことだった。




「チョット、いいですか。ひとつ、提案があるのですが」

　そう声を上げたのは、隅の方で座っていた一い七な葉ばだった。

　ゆっくりと立ち上がって、こちらを真まっ直すぐに見つめて──彼女は静かな笑顔を浮かべながら、こう告げる。

「ワタシが車両を一台頂戴して、先行しマス。……それでワタシの車両が集中砲火を受けている間に、皆さんが後から出れば──脱出、成功デース」

　それはつまりは、囮おとり作戦。

　自分を囮おとりにしている隙に逃げろと──つまりはそう、言ったのだ。

「一い七な葉ば。貴方あなた、何をバカなことを」

「バカじゃないデス。ワタシなりに本気で、考えたことデス」

　肩を摑つかんで声を上げる一い六む矢やに、唇を尖とがらせて返す一い七な葉ば。とそこで、荷台から出てきていた九ここの重えも口を開く。

「……合理的な案ではあります。けど、一点。その作戦なら──囮おとりになるのは私の方が適任です。私なら囮おとりと言わず、敵を全滅させられますから」

　二つの青い視線が交錯して。けれど一い七な葉ばは優しく首を横に振る。

「面白い冗談デス、ココノエ。……さっき秘ひ蹟せきを使った反動で、アナタまだ、立って歩くのだってやっとデショウ？　秘ひ蹟せきを使っての大立ち回りなんてできっこないデース」

「それは──。けど、だからって……っ？」

　言いかけて、そこで九ここの重えは彼女の足元を見て、言葉を詰まらせた。

　一い七な葉ばの足元。そこには数滴──赤い雫しずくが、したたり落ちていた。

　私たちの視線に気付いたのか。彼女はいたずらがバレた子供みたいな表情で、舌を出す。

　そんな彼女に──震える声で、一い六む矢やが問う。

「貴方あなた。それ、一体」

「あや、バレちゃいましたネ」

　言いながら彼女は、くるまるように着ていた上着をはだけさせる。インナーの白いシャツ、その腹部に、真っ赤な湿った染しみが出来ていた。

「……先生たちと合流する前に、逃げ回ってる最中にしくじっちゃいまシタ」

　わずかに息を荒げながら、そう告げる彼女。そんな彼女に一い六む矢やは何か言おうとして──その前に私の方へと、助けを求めるように視線を向ける。

　しかし私が言葉を発する前に、一い七な葉ばが続けた。

「多分、助からない、デス。……デスよね、先生？」

　逡しゆん巡じゆんの後に、私は頷うなずく。今なお活動性に出血している。恐らくは動脈性、経過時間を考えれば出血量も相当だ。今こうして平然と話しているだけで、奇跡のようなもの。

　そんな私の説明に満足気に頷うなずくと、一い七な葉ばは再び口を開く。

「どうせ助からないナラ、最さい期ごにぱーっと、みんなの役に立つのも悪くないと思いまして。……先生。お願い、しマス」

　真っ青な顔でそう告げる彼女に、私は言葉を失って。……その時。

「……ああ、もう。ならわたくしも、お付き合いしますわ」

　髪をくしゃりとかいて、一い六む矢やまでもがそう声を上げた。

　そんな彼女に、困惑した様子で一い七な葉ばが何か言おうとして。けれど先回りするようにその唇に人差し指を押し当てて、一い六む矢やが告げる。

「死にかけの貴方あなた一人に任せて、失敗したらどうします。わたくしがちゃんと、隣でサポートして差し上げますわ」

「で、でも、イムヤ──それじゃ、イムヤまで」

「ああもう、五う月る蝿さいですわ！」

　声を荒げて、一い六む矢やはそこで自分よりも背の高い一い七な葉ばの体を、ぎゅっと抱きしめる。

　彼女の肩に、顔を埋うずめて──一い六む矢やは静かに、言葉を続ける。

「言ったでしょう。地獄だろうと天国だろうと、一緒に行ってあげるって。……わたくしのいる場所は、貴方あなたの隣。貴方あなたがいなくちゃ、わたくしは、生きてる意味なんて、ないんです」

　嗚お咽えつ混まじりにそう告げた彼女に、一い七な葉ばははっとした表情になり──それからゆっくりと目を閉じると、静かに頷うなずく。

「ああもう。ワガママな相棒デス」

　ため息をひとつついて──それから苦しげに数回咳せき込こんだ後、二人は私に向き直る。

　彼女たちの目に、迷いはない。

　絶望でもない。諦めでもない。そこにあったのはただ、力強い意志の光。

　自分の生き方を、自分で決めた者の瞳だ。

　だから──私にそれを阻はばむことなど、できそうになかった。




──。

　深夜一時。月だけが照らす夜闇と寒気の中、兵士たちは身じろぎひとつせずに待っていた。

　残存ターゲットは全員、眼前の巨大な倉庫棟の中に集合している。数分ほど前に発信機のシグナルは二人分を除いて消失していたが──何らかの方法で発信機を失活させたか、あるいは集団自決でもしたか。

　何にせよ、彼らは待ち続ける。配備された兵士たちの手には対車両用の無反動砲が握られており、たとえターゲットたちが装甲車両で強引に突破しようとしても一網打尽にできるものと思われた。

　待ち続けていると、不意に金属の軋きしむ音が聞こえた。配置についた兵士たちが身を硬くした、丁度その時──倉庫棟のシャッターがひしゃげて、中から猛然たるスピードで鉄の塊が飛び出してきた。

　ハンドサインと同時に無反動砲の砲尾が一斉に火を噴いて、弾頭が射出される。狙ねらい過あやまたずそれらは車両のボンネットへ、あるいは荷台へと直撃。瞬またたく間まに車両から火の手が上がって、夜空を赤く染め上げた、しかしその時。

　擱かく座ざした装甲車の後方から続けて二台、同型の車両が飛び出してくるのが見えた。

　兵士たちはそれに対応しようとするが、しかし一両目の対応で無反動砲を使い切っており、歯止めが利きかない。

　ならばタイヤを撃ち抜くべしと兵士たちは離れていく車両へと小銃を向けようとして──けれどその銃口が、否いな、体全体が、凄すさまじい圧力でもって地面へと吸い寄せられる。

　彼らは知らない。それが彼女──Ａ‐０１６「一い六む矢や」の保有する秘ひ蹟せき、「重力制御」によるものであると。

　地面に叩たたきつけられ、全身の骨格を粉砕されるまで、彼らはついぞそれを知ることはない。




「さっすがイムヤ。相変わらずえげつない秘ひ蹟せきデース」

　横倒しになった車両から這はい出だして苦笑する一い七な葉ばに、先に飛び出していた一い六む矢やはふん、と鼻を鳴らして返す。

「うっさいですわよ死にぞこない。久々に全力で秘ひ蹟せきを使ったものだから、ちょっと勝手を忘れてただけですわ」

「最近訓練サボりっぱなしでしたもんネー、ワタシたち」

　一い七な葉ばの言葉に、一い六む矢やは小さく肩をすくめる。

「……やれやれですわ。頑張りすぎず、ほどほどに、がわたくしのモットーでしたのに。貴方あなたのせいですわよ、貴方あなたの」

「あははー、ごめんデス。……今からでもまだ、ワタシだけ置いて逃げても」

　言いかけて、けれど一い六む矢やの凄すさまじい眼力を前に一い七な葉ばは口をつぐむ。彼女の目は「それ以上言ったら失血死する前に殺す」とでも言わんばかりだった。

　胸中で震え上がりつつ、とそこで一い七な葉ばは周囲を見回しながら口を開いた。

「……っと、増援サンのお早い到着デス」

　一い七な葉ばの指さした先。倉庫棟横手の樹林から、続々と強化兵装パツケージ姿の兵士たちが姿を現す。

　その数、十数人程度。決して少なくはない──が。あくまで吞のん気きな様子で彼らを視界に収めると、一い七な葉ばはいつもと変わらぬ気だるげな声で、告げる。

「ワタシも、負けていられません。──燃えなサイ」

　瞬間。小銃を構えていた兵士たちの体が一斉に、まばゆいばかりの炎に包まれ燃え上がる。

「発火」。視界に収めたものを例外なく燃焼させる異能──それがＡ‐０１７「一い七な葉ば」の秘ひ蹟せきだ。

　火だるまになった兵士を気味悪げに見つめながら、一い六む矢やはぽつりと呟つぶやく。

「貴方あなたの秘ひ蹟せきの方がよっぽど、えげつないですわ」

「えへへー」

　照れた様子で頭をかく一い七な葉ばを呆あきれ混まじりに見つめて──とそこで一い六む矢やは兵士たちに視線を戻して、

「一い七な葉ば、危ない！」

　死角にいた兵士たちが向けていた銃口。その銃弾が放たれる直前に、すんでのところで一い六む矢やの重力場が展開され凶弾を叩たたき落おとす。

「ありがとデス、イムヤ！」

「礼には及びませんわ。けれど──」

　兵士に視線を移す。

　炎に焼かれて炭化した、無数の屍しかばねたち。……その骸むくろを踏み越えて、けれどなおもわらわらと兵士たちが這はい出だしてくる。

　向こうも二人の能力に気付き始めたのか。不用意な接近は控え、どうやら遠巻きからこちらを包囲しようという算段らしい。だが──そんな小細工が、通用するものか。

「しつっ、こい！」

　その言葉と同時に一い六む矢やの重力場が展開。這はい出だしてきた兵士たちが再び圧殺され、なぎ倒されていく。

　純然たる、圧倒的な暴力。よしんば隙を突いて接近を果たしたとしても、そこに待ち受けるのは一い七な葉ばの「発火」によって骨まで消し炭になる未来しかない。

　みるみるうちに数を減らしていく兵士を見ながら、一い六む矢やは内心で余裕を取り戻し始めていた。

　決して油断できる相手ではない。けれど少なくとも、自分たち二人に敵かなう相手ではない。

　ひょっとしたら、切り抜けられるかもしれない。一い七な葉ばと共に、生きて帰ることも。

　そう思って。

　そう思った、その矢先だった。




「イムヤ！」

　一い七な葉ばの叫び声に、はっとして顔を上げる。

　──目前に、何かが迫っていた。

　直感に頼って、無我夢中で身を捩よじる。首筋に、熱い感触。切られた？　だが、浅い。

　転がるようにしてその一撃を回避して振り返って──一い六む矢やは自分たちの背後、炎上する装甲車の上に、人影を見つけた。

　肩口でぞんざいに切きり揃そろえられた、灰みたいに真っ白な髪。その肌もまた真っ白で──彼女という存在の中で唯一の色彩はその、宵闇のように深い青色の瞳だけ。

　分厚い黒衣の下にボディラインを強調する漆黒の戦闘服を纏まとったそれは──小柄な、少女だった。

　たった一人の、少女。だというのに、どうしてか。

　ぞくり、と。全身の毛が逆立つような不快感が、体中を包み込む。

　額に脂汗が浮いて、体ががちがちと震える。

　燃え盛る炎をまるで気にも留めず、右手に長大な軍刀──否いな、あれはむしろ極東地域で言うところの「カタナ」に近いだろう──をぶら下げて、その少女は微動だにせずそこに立ち、二人を睥へい睨げいする。
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　正体不明。けれど、その冷たい目を見ただけで十分だった。

　彼女を敵と断じるには──十分すぎた。

「っ、潰れろぉ！」

　全力の重力場を展開し、眼前の少女へとぶつける。彼女が存在した痕跡すら遺のこさぬであろう極大の重力を密にして──しかし、どうしたことか。

　少女は、立っていた。

　まるで平然とした様子で、彼女も、彼女の立つ装甲車の残骸も──変わらずそこにあった。

　その光景を前に、一い六む矢やは思わず声を漏らす。

「……なんですの、あいつ。ミンチになるくらいの重力がかかってるはずですのに」

　その呟つぶやきに、隣の一い七な葉ばもその顔に苦い笑みを浮かべて、

「さあ。でも……とりあえず、ヤバそうってことは分かるネ」

　言うや否いなや、一い七な葉ばは背後を振り返って周囲を一いち瞥べつ。

　瞬間──周囲一帯に炎の壁が噴き上がる。

「これで、少しは時間稼ぎになるでショウ」

「逃げ道も、なくなりましたけどね」

　ため息混じりに呟つぶやきながら、一い六む矢やは自身の小銃を構え直す。

　震える腕を叱しつ咤たして、目の前の敵の姿を視界に入れ直す。

　──やれやれ、やはり期待なんてするものじゃない。お陰で、せっかく決めたはずの覚悟が揺らぎそうだ。

　生きて帰れるかもしれない、なんて。……そんな浅はかな期待を抱いた数秒前の自分を呪ってやりたい。

　自嘲の笑みを浮かべる一い六む矢やの隣で、一い七な葉ばもまた小銃を構えながら──ぽつりと呟つぶやいた。

「……ごめんデス、イムヤ。付き合わせちゃいまシタ」

「五う月る蝿さいですわよ、一い七な葉ば。貴方あなたのせいじゃない、わたくしが勝手にやっていることです」

「でも──」

「それ以上うだうだ言うなら嫌いになりますわよ、一い七な葉ば」

　そんな彼女の怜れい悧りな言葉に、一い七な葉ばは口をきゅっとつぐむ。傷の痛みより、死の恐怖より、一い六む矢やに嫌われる方がよほど怖い。

　しゅんとする一い七な葉ばを一いち瞥べつして、一い六む矢やは小さくため息をついた後──静かに呟つぶやく。

「貴方あなたの隣に、わたくしはいます。ずっと、これからも」

　その言葉に、一い七な葉ばは目を大きく見開いて。それから出血のあまり真っ青になった頰の血色をわずかに良くして、満面の笑みを浮かべる。

「ありがとうデス、イムヤ。……では一緒に、天国まで付き合ってくだサイ」

「天国行く前提とは、随分と頭の幸せな奴やつですわね貴方あなた」

「地獄はやデス」

「地獄でも天国でも、わたくしが一緒ですわ」

　そう告げると。二人は眼前の少女へと向き直る。




　銃声が、燃え盛る夜空に響き渡って──




　　　　■




　ひび割れた端末の液晶を一いち瞥べつした後、私は静かに嘆息して顔を上げた。

　一い七な葉ば、一い六む矢やの協力による決死の作戦が功を奏して、奇跡的に車両二台とも、大きな損害もなくあの場を離脱できた。

　敵はどうやら倉庫棟に集中していた様子で、出入り口のゲートに数人の兵士が待機していたくらいで妨害もほぼなし。強引に突っ切って、私たちは「箱庭」を出る。




　バックミラーに映る「箱庭」の建物たち。炎に包まれるその光景がどんどん遠くなっていくのを見ながら私はもう一度、側そばに置いていた端末を手にとる。

　電撃の秘ひ蹟せきを持つ聖女に壊してもらっていたお陰で、彼女たちの発信機は既に用を成していない。そんな状況で端末を持っていたところで、逆探知を受けるリスクを負うだけだ。

　窓から端末を投げ捨てようとしたところで画面上に、メッセージ受信が表示されていたことに気付く。差出人を見ると──管理官コントロールからの通信だ。

　開いてみると、そこに表示されたのはたった一行。簡潔な文章だった。




<<「渡らずの橋」を目指せ。




　……言うまでもない。もう、後戻りなどできないのだから。

　そのメッセージを確認すると今度こそ、私は端末を車外に放り投げた。








──生存中の「聖女アーテイフアクト」個体数：二十三体












　　　　■




「中隊長」

　報告に来た兵の呼びかけに、車両の残骸の上に座って目を閉じていた少女はゆっくりと、その瞼まぶたを開いた。

「──何」

「『箱庭』全区画の掌握を完了しました。残存敵戦力に関しても既に制圧を完了しています。生存者はないものと」

「……ターゲットは」

「『聖体』六体を確保。それと……そこの二体で、計八体です」

　そう言って兵士が指差したのは、少女の座る足元に倒れた──二人分の骸むくろだった。

「そう」

　ただぽつりとそう呟つぶやくと、彼女はそれきり沈黙して呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめる。

　そんな彼女を不気味そうに見つめながら兵士は立ち去ると、わざとらしく大きな舌打ちをこぼしてぼやく。

「……けっ。あのお人形さん、まるで聞いちゃいねえ。アカデミーのお偉方は何だってあんな気味の悪い出来損ないを隊長に据えたんだか──」

「やめとけよ。怒らせたら、殺されるぞ」

「怒る？　アレに、怒るなんて真ま似ねができんのかね」

　わざと聞こえるように呟つぶやかれたそんな雑言にも、けれど少女はぴくりとも反応しない。




　ただそのガラス玉のような瞳で、少女は目前に横たわる骸むくろへと視線を向ける。

　二人分の、少女の遺体。一つは腹に銃創があり、一つは胸を大きく袈け裟さ斬ぎりされている。

　そして──血ち溜だまりの中。それらは手を、繫つなぎ合あっていた。

　最さい期ごの瞬間まで手を繫つないで。満たされたような顔をして、絶命していた。




　二人の死相をただ無感動に見つめる、少女。

　ほっそりとしたその首元に首輪のように嵌はめられた、鈍にび色いろの金属プレート。そこに刻印された「XCIX９９」の数字が、夜明けの陽光を受けて鈍く煌きらめく。

「──処理を、続行」

　ぽつりと呟つぶやいたその言葉が、朝あさ靄もやの中に溶けて、消えた。








■５──極光の月






「箱庭」を離れて数時間。

　道沿いには既に追っ手が配置されているであろうことは予測できたため、車両は早々に放棄し、私たちは最低限の食料と武装だけを持って山へと分け入る道を選んだ。

　以前に実戦訓練で利用した山だ。幸い地図もある。

　そう大変な行軍でもないだろうと高をくくっていたのだが──その予想は、裏切られることになる。

　私たちの行く手を阻はばむもの。

　それは追っ手ではなく、しんしんと降り始めた雪だった。




──。

　朝方に降り始めた雪はあっという間に吹ふ雪ぶきはじめ、ものの数時間で辺りを真っ白に塗り潰していた。

　緯度の高いこの辺りでは、雪はそう珍しいものでもない。けれど──だからと言って聖女たちがそれに慣れているかというのは、また別であった。

「……うぅ、寒い」

　誰がこぼした呟つぶやきかは、分からない。けれど木々の鬱うつ蒼そうと茂る山の中、細い隊列を組んで歩く一行の中で──その言葉は妙にはっきりと響いた。

　車両を捨てて山に入り数時間ほどが経過した、昼過ぎ頃。隊列の進みは、当初よりもだいぶ遅々としたものになりつつあった。




　後ろの方でなにやら鈍い音が聞こえて、先頭を歩いていた私は何事かと振り向く。

「……みーちゃん！」

　悲痛な叫び声。六りつ花かのものだ。行軍を中断させて駆け寄ると──顔面を真っ青にした三み七な守もりが彼女の腕の中に抱きかかえられていた。

　何があったのかと問うと、彼女は混乱した様子で、

「みーちゃんが、具合悪そうだなって思ってたんだけど、歩いてたら突然、倒れて……」

　その訴えを受けて、私は彼女の様子を診る。

　呼吸は少し速いが、明らかな困難感はない。不整脈を生じている様子も今はない。……とはいえ彼女の抱える「聖痕」を考えるに、一過性に不整脈を起こして一時的な脳虚血を来した可能性も否定はできなかった。

　思考を巡らせていると、三み七な守もりがぼんやりと瞼まぶたを開けてこちらを見、少し驚いたように目を瞬またたかせる。

「……あ、せん、せい？　すみません、わたし、ちょっとよろけちゃったみたいで」

　そう言って立ち上がろうとする彼女に手を差し伸べようとして。けれど彼女は小さく首を横に振る。

「わたしだけじゃ、ないですから」

　彼女の言葉に、周りを見る。

　あるいはしゃがみ込み、あるいは膝をつき──少女たちの表情には一様に、疲労感が浮かび上がっていた。

　……無理もない。歩き慣れない雪山の道。吹雪のせいで視界も悪く、装備や防寒具類も最低限のものだけでおよそこの環境下での行軍に十分とは言えない。

　加えて昨日の今日である、揺れる車両の中で、まともな睡眠を得られた者もほとんどいなかっただろう。

　寒さ、疲労感、そして何より、今まさに追われているかもしれないという極度のストレス。

　それらは目に見えぬ毒となって、彼女たちの体力を奪いつつあったのだ。




「……あまり、よろしい状況ではないですね」

　ぽつりと、隣で九ここの重えも呟つぶやく。彼女もまた、少女たちの変化に気付いているようだった。

「いくら訓練で経験しているとはいえ、いきなりこんな状況に放り込まれて普段通りにできる子はほとんどいないでしょう。それに──」

　そこで言葉を区切って表情を曇らせる九ここの重え。その顔を見て、私は彼女の言わんとすることを察する。

　戦場を知る九ここの重えにとっては、初めてのことではないのだろう。けれど他の聖女たちは違う。

　彼女たちにとって──身近な誰かの命が、それもあんなにも惨むごたらしい状況の中で奪われるという経験は、今回が初めてなのだ。

　恐怖は、人を鈍らせる。

　その恐怖を受け入れ、立ち向かうには──彼女たちはまだ、幼すぎた。




「どこかで一度、休息をとった方がいいでしょう。追っ手の警戒は必要ですが、この調子ではそれより先にみんな、動けなくなりそうです」

　そんな彼女の提案に私は頷うなずく。しかし問題は、移動を中断して休息をとるにしてもこの天気ではかえって体力を消耗しかねないということだった。

　どこか、屋根のある場所でもあればよいのだが。しかしこの山の中でそれを望むのは、あまりにも高望みが過ぎるというものだ。

　しかし──

「待って。なら私に、心当たりがあるわ」

　そう声を上げたのは、八や刀とだった。




　　　　■




　八や刀とに導かれて進んで、しばらく歩いた先。そこにあったのは、山中の森の一角にぽつんと存在する寂れた教会だった。

　なぜこんな場所を八や刀とが知っていたのかと言えば──いつぞやの山中訓練の際。九ここの重えの捜索のために秘ひ蹟せきを発動させて山全体を走査した折にたまたま見つけたのだという。

　人が住まなくなってもう長いのだろう。塀に囲われたその敷地は草木が生え放題になっていて、建物自体の老朽化もかなりのもの。

　しかし石造りの堅けん牢ろうな構造は少なくとも一晩、この吹雪を凌しのぐには十分なものだった。




　礼拝堂の暖炉に火をおこして、皆を集めて暖をとらせる。……とはいえこの吹雪の中、火をおこしたところで気休めに過ぎない。室内であってもなお、震え上がるほどの寒さだ。

　状況が状況なだけに、本当ならば休まずに進み続けたいところだったが──たった一日とはいえ、少女たちの体に蓄積した疲労は相当なものらしい。皆屋根の下で気を緩めたのか、ほとんどが泥のように眠りについていた。

　どの道、焦あせって無茶を重ねるよりは少しでも彼女たちの気力、体力を回復してから出発した方がいい。

　この吹雪もあって足跡なども覆い隠されているだろうから、追っ手がかかっていたとしても追跡は困難だろうが──とはいえいつ襲撃されるか分からない。休める時に休んでおかなければ、いざという時にも対応できない。

　あの襲撃で怪け我がを負った数人、そして──九ここの重えのためにも、休息は必要だった。

　決して顔には出さないが、「箱庭」での度重なる戦闘で秘ひ蹟せきを使用した反動は間違いなく彼女の体を蝕むしばんでいる。

　……これ以上の無理は、させるべきではない。




──。

　少女たちが眠りについた頃。私は静かに、教会の外へ出る。

　しんと冷え込む夜の闇。地上の雪が月明かりに煌きらめいて、その闇を照らし出す。

　教会の正面の、広い庭。吹雪はほとんど止やんでいた。

　積もった雪を手で払い、端に置かれた粗末な木のベンチに腰掛けると──私は懐ふところに入れていた軍用拳銃を取り出す。

　ランバージャックから託されたもの。けれど……私は何も、できなかった。




　九ここの重えたちは皆、傷つくことも厭いとわずに未来を見つめて歩いている。

　守衛官デイフエンダーたちは、そんな彼女たちのために道を切り開いた。

　一い六む矢やも、一い七な葉ばも。彼女たちも──そうだった。

　……なのに、私はどうだろうか。私は彼女たちに、何をしてやれているだろう？




　……私は結局のところ、今も物語の外にいる。

　私はいまだ、何もできないただの傍観者ウオツチヤーのままだ。




　そうやって拳銃を見つめたまま、どれだけそうしていただろうか。

「おや、そこにいるのは──先生？」

　投げかけられた声に、私は拳銃を懐ふところに仕舞い直した後そちらを見やる。

　そこに立っていたのは、九ここの重えだった。

　なぜ、こんなところに。自分のことを棚に上げてそう問うと、彼女はぼんやりとした微笑を浮かべて、

「いやぁ、こんな寒々しい夜にお散歩をしたらいい感じに凍死できそうかなー、なんて思いまして」

　なんて、冗談なのか本気なのか分からないことを言う彼女に、私は体調を問う。

　すると彼女は肩をすくめて、苦笑をこぼしながら告げる。

「……先生は心配性ですね。私はまだ、大丈夫ですよ。この通り手も足もちゃんと……とは言えないですが、そこそこには動いてますから」

　そう言って杖つえを握っていない左手を軽くぱたぱたと動かしてみせた後、彼女は私に問いを投げ返す。

「そう言う先生は、何をしていらっしゃったので？」

　そんな彼女の質問に、私は口ごもる。彼女に余計な気を遣わせたくはなかった。

　だから私は──月を見ていたと、そんな思ってもいないことを口にする。

「月ですか。なるほど、それは乙ですねぇ。……ご一緒しても？」

　私の返答を待たずに隣に座る彼女を一いち瞥べつした後、私は嘆息しながら、冷たいベンチの背もたれに背を預けて空を仰ぐ。

「箱庭」から、そう大した距離を離れたわけではない。

　けれどそこに浮かんだ薄緑の月は、「箱庭」には決してありえないものだった。




「あの日も丁度、こんな夜でしたね」

　彼女の言葉に、私は少しだけ面食らって。けれどその意味はすぐに理解された。

　あの夜というのは、忘れもしない。……彼女と出会った、一年前のあの日の夜。

　あの時も、そう。夜の空気はこんなふうに、身を切るように寒かった。

　庭園の、虚飾の月の光はいつもよりも明るく、地上を照らし出していて。

　そして──そんな白光の下に、あの日も彼女は、そこにいた。




「あの頃の私は、生きることに飽き飽きしてました。どうせすぐに、死ぬかもしれない。ならもう何かに期待するのはやめよう、って。そう思って──だから先生が来た時、とても嬉うれしかったんです。『やっと、運命の人が来てくれた』って。そう、思ったんです」

　あの日。私があの「箱庭」に来た最初の日。

　私の帯びていた任務を知っていた彼女は、私に取引を持ちかけた。

「『取引を、しませんか』」

　おどけたように、彼女はそんなことを言う。

　それは一年前のあの時、あの日。彼女と私が交わしたやりとりの一節。

　だから私も、同じように返す。

　何を、すればいい。

　私の問いに、彼女はにんまりと笑顔を浮かべてこう答えた。

「『私は貴方あなたの秘密を口外しない。だから今すぐ、私を殺してほしい』。……取引なんてものじゃないくらい、いいことずくめの話だったはずです。なのに先生は──私を、殺してくれなかった。それどころか『死にたくなったら殺してやる』なんて言って、こんなものまで押し付けて」

　そう言って彼女は、不服げに頰をふくらませながら「１０８」のアンプル瓶を取り出す。

　あの日彼女が、私から奪い取ったもの。そして私が彼女に押し付けたものだ。

　……私は彼女を殺すために、あの「箱庭」に来た。そのはずだった。

　けれど彼女と出会って、私はそれを躊躇ためらった。

　──人を殺すことが、怖かったわけではない。今までにだって何度も、戦場で苦しみ果てた人間に……そう、してやったことはあった。

　今回も、同じことだと思っていた。いつもと同じように薬液を注入して、眠るように死んでいくのを見守るだけ。そう割り切っていたはずだった。

　けれど──彼女の目を見て、私は躊ちゆう躇ちよした。

「殺してくれ」と、彼女は私にそう言ったから。

「死にたい」ではなく、「殺してくれ」と。彼女は自らの生死を選ぶ権利を放棄していた。

　自分を殺してくれる「誰か」に、縋すがろうとした。それはつまり、迷いがあるということだ。




　……死を迷っている人間を、殺すことなどできなかった。

　私は彼女に、まだ生きていて欲しいと思ったのだ。




「……こうして二人で月を見るのも、随分と久しぶりな気がします」

　ぽつりと、九ここの重えの呟つぶやいたそんな言葉に私は頷うなずく。

　ほんの少し前まで、私たちは馬鹿みたいに平和な日々の中にいた。

　世界は混乱の真まっ只ただ中なかで、そこらかしこに死と破壊ばかりが転がっていて。けれどあの箱庭の中だけは、時が止まり続けたように平和だった。

　一い六む矢やと一い七な葉ばはいつも通りに訓練をサボって、二人で隠れて昼寝をしては八や刀とに見つかって叱られていた。

　三み七な守もりは六りつ花かと一緒にお互いのマフラーを編んで、確か清せい星せい節せつの前日あたりにぎりぎりで完成させて大喜びしていた。

　九ここの重えは──いつもみたいにあの温室庭園で、虚飾の月を眺めて紅茶を飲んでいた。

　……けれど。




　けれど動き出した時計の針は、もう戻ることはない。

　あっという間に、たくさんのものが奪われて、喪うしなわれて、二度と戻らない。

　……色々なことが起きた。色々なことが、起きすぎてしまったんだ。




「えい」

　急に九ここの重えが、私の顔を両の手でぐいと引っ張った。

　いきなりのことで対応できず、されるがままに倒される私。結果として彼女の両膝に頭を載せられて、いわゆる膝枕のような体勢になってしまう。

　何のつもりだと問うと、彼女はうーん、と小さく唸うなって、

「先生、なんだか泣きそうな顔してましたから。慰めて差し上げようかと」

　そんな彼女の言葉に、思わず己の顔に触れる。指先に伝わるのは、硬く冷たい仮面の感触。

　──大丈夫だ、ちゃんと仮面は着いている。




　安あん堵どする私をよそに、ぽつりと、九ここの重えが口を開いた。

「先生は、後悔していますか」

　月明かりを反射する青い瞳が、私をじっと見つめていた。

　静せい謐ひつな声。月の光のように、透明な問いかけ。

　後悔をしていないと言えば、きっと噓うそになるんだろう。……彼女の透明な青を前に、噓うそをつく気にはなれなかった。

　後悔は、している。

　もしも、「箱庭」を脱走するなんて考えなかったら。そうすれば彼女たちはこんな辛つらい思いをすることもなく、恐怖することもなく、ただあのゆりかごの中で眠るように死ねたのではないだろうか。

　私は、私のエゴで彼女たちを生かそうとして──挙げ句、苦しめただけなのではないか。

　私は彼女たちに、「生きていてほしい」なんて願うべきではなかったのではないか。

　……そう、自問せずにはいられないのだ。




「私も、同じですよ」

　呟つぶやいた彼女の顔を、下から見上げる。

　白い息を吐きながら、空を見つめて──彼女はポケットから透明なアンプル瓶を取り出すと、月明かりにかざしてぼやいた。

「先生にもらったこれをさっさと使っていれば。そうすれば、こんな寒空の下でこんなしんどい目にもあわずに済んだのに……って、心底思いますもの」

　返す言葉もなく黙する私の頭を、彼女はまるで幼子にするように優しい手付きで撫なで付つけて──仮面を押さえる私の右手に、きゅっと重ねてくる。

　凍えるように寒い中で、彼女と触れている右手と首筋だけがほのかに温かい。

「でもね、先生。それでも私は、そうすることができませんでした。だってあの時、貴方あなたは私に呪いをかけたから」

　呪い？　そんな言葉に首を傾かしげる私に、彼女はくすりと笑って続ける。

「『死にたくなるまで、生きてみろ』。貴方あなたは私に、そう言いました。……そのせいで、私は今も生きている。少しずつ動かなくなっていく体に怯おびえながら、いつ呼吸が止まるか分からない恐怖にうなされながら、それでも私は──死に損なっています」

　恨みがましく私を見つめて、それから大きなため息をつくと。




「生きろと、貴方あなたがそう言ったから。そのせいで私は、死にたくなくなっちゃったんです」




　そう告げて、彼女は柔らかな笑みを浮かべて真まっ直すぐに私を見つめる。

　澄んだ冬空から降る蒼あおい月光を受けて立つ、彼女の姿。

　……その満月みたいな笑顔を前にして、私は柄にもなく思ってしまう。

　月の光に、神秘や魔力なんてありはしないと思っていたけれど。

　今だけは──そんな夢想を、信じてしまいそうになる。




　ねえ、先生。囁ささやくような声と共に、彼女の手が私の首筋に触れる。

「もしもこの先、どうしようもない状況になったら……この呪いを、解いてはくれませんか？」

　ひんやりとして、むず痒がゆい感触。ほっそりとした白い指が私の首をなぞって、それから私の胸元を、懐ふところに仕舞った拳銃を──服の上からそっと撫なでる。

　私を見下ろす静せい謐ひつな青色。そこに映り込む仮面の顔を、私はじっと見返して。

　考えておく、とだけ。そんな答えに彼女は苦笑をこぼして、大きなため息をついた。

「先生はつくづく、優柔不断です。そんなふうではとてもじゃないですが、私以外に素敵なお嫁さんなんて見つかりそうにありません。……これじゃあ私、まだまだ死ねないじゃないですか」

　芝居がかった調子で諸もろ手てを挙げてみせる彼女に余計なお世話だとうそぶきながら、私は空を見上げる。

　仮面を被かぶっていることは分かっていたけれど、何となく。そうしないと表情を悟られてしまうのではないか──そんな気がしてしまったのだ。




　月が輝く夜空。私はそこに、けれど月と星以外の──何だか不思議な光をみとめて、目を凝らす。

　空から降ってくるような、一筋の光条。夜の虹。そんな言葉が真っ先に浮かぶ。

　最初はわずかな揺らめきに過ぎなかったその光は、しかしすぐに、無数の光の束となる。

　ゆらゆらと、風になびく旗のように揺れながら、七色の光が満天を埋め尽くす。

　光の爆発。光輝の奔流。その光景は──そう。

「オーロラ……すごいです先生、オーロラですよ！」

　珍しく興奮しきった様子で、隣の九ここの重えが勢いよく立ち上がる。

　オーロラ。北域で夜間に見られるという大気の発光現象。話だけは聞いたことがあったが──こうして実際に目まの当あたりにするのは、初めてのことだった。

　目を輝かせて空を見上げ続ける九ここの重え。教会の中からも──恐らくこの光に気付いたのだろう、少女たちのざわめきが聞こえてきて、やがて大勢がこんな夜だというのに外へ飛び出してきては、空を仰ぎ見て歓声を上げていた。

　密ひそやかな夜の空気は、たちまちに賑にぎやかな気配に置換される。

「ねえ、先生」

　空を見つめたまま、九ここの重えが静かに呟つぶやいた。

「私たちはもう、戻れない。こうやって痛みに耐えながら、進むことしかできない。でも先生──これは確かに、私たちが選び取った選択肢。私たちが進むと決めた、未来なんです。だから……先生。貴方あなた一人で、後悔しないで下さい」

　そう告げて彼女は、ふわりと笑う。




「私たちは、死神同士。出会った時からずっと──共犯者なんですから」
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　そんな彼女の言葉に。そんな彼女の微笑ほほえみに。私は──苦笑しながら、肩をすくめる。

　全く。彼女にはいつも、励まされてばかりだ。

　そう呟つぶやく私に、彼女は得意げに胸を張る。

「当然です。それが良妻の務めというものですから」

　何が良妻だ、六歳児め。そう返しながら、私は九ここの重えを、少女たちを静かに見つめる。




　時計の針は、進んでしまった。色々なものを喪うしなって、たくさんの犠牲を支払って──今私たちは、ここにいる。

　喪うしなったものは、もう戻りはしない。こぼれ落ちたミルクを嘆いても何にもならない。

　それでも。

　今ここに、彼女たちは生きている。笑っている。

　その笑顔は誰にも否定させたくはないと──そう、思った。








──生存中の「聖女アーテイフアクト」個体数：二十三体










■６──終わりの神の箱庭で






　オーロラの降った日の翌日。早朝に廃教会を後にしてからは、平穏な旅路が続いた。

　吹雪はすっかり鳴りを潜め、空は雲ひとつ無い澄み切った青色。

　少女たちも、一晩休息をとったおかげもあってだいぶ気力を取り戻せたらしい。皆、昨日よりもいくぶんか活気の戻った表情を見せていた。

　緩やかな山道を二列に分かれて固まって進む、二十三人の少女たち。

　彼女たちを囲む両脇には、背の高い針葉樹たちが幾重にも並んでいる。度重なる吹雪で葉先まで凍りついたのだろう。陽ひの光を反射するその木々はまるで、氷の彫像のよう。そんな中を進みながら──六りつ花かがはしゃいだ様子で声を上げた。

「すっごいね、きれいだね、みーちゃん！」

　隣を歩く三み七な守もりはそんな彼女に「そうだね」と笑いながら、少しふらつく足取りで歩を進める。そんな二人の会話に、八や刀とも小さく頷うなずいて、

「吹雪の時は、忌いま々いましいとしか思えなかったけど。……こうして晴れている時に見ると、雪景色っていうのも悪くないわよね」

　……なんて、彼女にしては珍しく柔らかい口調でそう応じた。

「この辺り特有の植生なのかしら。あんまり、『箱庭』の周りでは見ない植物ばっかり」

　八や刀との呟つぶやきに、三み七な守もりは周りをきょろきょろ見回しながら目を輝かせる。

「あ、六りつ花かちゃん。見て見て、あれ何だろう」

　彼女が指差した、木の上。枝のところによく見ると、くすんだ金色の毛皮をした──イタチのような生き物がいた。

「なんだろ、猫？」

「猫はああいうのじゃないでしょ」

「やっちゃん、猫って見たことあるの？」

「……写真では。本物は、見たことないけど」

「じゃあ猫だよ」

　そういうことで猫扱いされたその小動物は、たしか私の記憶ではクロテン──北部にのみ生息する珍しい動物だったはず。ネコ目であるという意味では、まあ彼女たちも極めて大枠では正解と言えるが。

　猫（仮）はどうやら自分が注目の的になっているらしいことを察知したらしい。少女たちの好奇の視線に負けてくるりと木から下りてどこかへと駆けていってしまう。

　木の枝を名残惜しげに見つめた後、とそこで六りつ花かは隣の三み七な守もりを一いち瞥べつする。彼女の歩が少しだけ鈍っており、そのせいで列全体が少しだけ遅滞しつつあった。

「大丈夫、みーちゃん？　荷物、やっぱり私が持つよ」

　自分用の食料と弾薬、水筒、その他タオルなどの日用品の入ったザック。その大きさは決して小さくはないのに加えて、護身用の小銃も彼女たちには支給してある。病み上がりの三み七な守もりには少々辛つらい重量かもしれないが──しかし彼女は小さく首を横に振る。

「大丈夫だよ、六りつ花かちゃん。……そもそも六りつ花かちゃんだって、疲れてるでしょ？」

「いいのいいの。みーちゃんは怪け我が人にんなんだから。こういうのは助け合いだよ。ささ、ほらほら遠慮しないの」

　そう言って半ば強引にザックを奪い取っていく六りつ花かに、三み七な守もりは申し訳なさそうに俯うつむく。

「うーん……なんだかわたしばっかり助けられてるような」

「気にしなーい気にしない」

　三み七な守もりが快方に向かってきたことで、どうやらだいぶ気分が舞い上がっているらしい。そう返す六りつ花かの足取りはあくまで軽いものだった。

　鼻歌交じりに歩を進めながら、唐突に六りつ花かが再び口を開く。

「ねえねえ先生。たしか、この山道を越えたらその……帝政圏はすぐそこなんだよね？」

　そう問うてきた六りつ花かに、私は頷うなずいて返す。天候が崩れたりする予兆もなさそうだし、このまま進めば「渡らずの橋」は遠くない。

　橋を目指せと、管理官コントロールはそう言った。今はそれを、信じるしかない。

　私の返答に、八や刀とが怪け訝げんな表情で口を挟む。

「信じる、って。今更だけど、その……管理官コントロールは、ちゃんと信用できる奴やつなの？」

　他の面々に聞こえないようにと気を遣ってか、こっそりと耳打ちしてきた彼女に、私は返答に窮する。

　……管理官コントロールを味方と断じられる根拠は、確かに存在しない。だが──仮に彼女が敵であったとして。わざわざ私たちに亡命をそそのかす理由も、これもまた見当たらない。

　聖女たちを殺すためならば、何も私に殺処分の件を知らせる必要はない。……何なら、彼女たちの食事に毒を混ぜ込むだけでも簡単に殺せただろう。

　そんな私の返答に、八や刀とはいまだ眉間を険しくしながらも肩をすくめて頷うなずく。

「……ぞっとしないことを言うわね。まあ何にせよ、ここまで来たらもう、進むしかないけど。とはいえ──向こうと話がついてなくて国境を越えたらいきなり撃たれる、なんてのは勘弁してほしいわよ」

　管理官コントロール曰いわく、聖女たちの身柄はあちら側にとってもリスクを冒してでも確保すべきものであるという。……連邦の秘密兵器がダース単位で亡命してくるというのだから、それもそうだろう。

　であるから、少なくとも。向こうが突然心変わりしていたりしなければ、この亡命は上手うまくいく。……その、はずだ。

「急に気が変わっていたら？」

　その時はその時だ、と返すと、八や刀とは呆あきれたように肩をすくめた。

「……貴方あなたって、案外そういうところノリだけで生きてるわよね」

「おや。私も先生の考え方には賛成ですよ」

「そうね九ここの重え。時には考えるより先に動くのも大事よね。私も全面的に賛成するわ」

　手のひらがくるくるとよく回る八や刀とであった。




　そんなやり取りを知ってか知らずか。六りつ花かは空を見上げながら、ぼんやりと呟つぶやいた。

「……帝政圏かぁ。どんなところなんだろう」

「敵、なんだよね」

「こわいきちくがいっぱいすんでるって」

「戦争が終わったから、もう敵じゃないよ」

　口々に喋しやべり合あう少女たち。彼女たちを横目に見ながら、三み七な守もりもぽつりと呟つぶやく。

「……あとちょっと、なんですよね」

　どこか不安げなその言葉に、「そうね」と、しっかりとした口調で言い添えたのは八や刀と。

「もうすぐ。……もうすぐ、終わるわ」




　……たった一日余りで、彼女たちの世界は、変わった。

「箱庭」の襲撃。大勢の仲間の死。何もかもが一変して、帰るべき場所を喪うしなって──けれど彼女たちは、ちゃんと今も、ここに立っている。

　犠牲はあった。死んだ彼らのことを、彼女たちのことを、決して忘れられはしない。

　……けれど、それでも。

　彼女たちは確かに今、前に進んでいて。そして──辿たどり着つこうとしているのだ。




「ねえねえ。思ったんだけどさ。向こうで落ち着けたら、みんなは何がしたい？」

　声を上げた六りつ花かに、皆が視線を注いでいると──彼女はおずおずと、

「私はさ、こんな時にこんなこと言うのは変かもしれないけど……またみんなでこんなふうに、お出かけしてみたいなって思うんだ」

　なんて、そんなことを言う。

　その言葉に、皆は少し、驚いたように目を丸くして。

「……後ろから撃たれて追いかけられたりしないなら、悪くないわね」

　なんて、八や刀とが軽口を返すと──他の少女たちも口々に、声を上げる。

「次はちゃんと、食べ物いっぱい用意したいなぁ」

「おやつもー！」

「銃弾……は、いらないかなぁ。どうだろう」

　あーでもない、こーでもないと、いつになるかも分からない次の旅行の計画に花を咲かせる少女たち。

　寒空の下、白い頰を真っ赤にして──彼女たちはそんな、とりとめのない夢の話を続ける。

　そんな最さ中なか。

「そもそも六りつ花か。行きたいところの案はあるの？」

　八や刀とが投げたそんな問いに、六りつ花かは意外そうな表情で目を瞬またたかせる。

「……行きたいところ？」

「貴方あなたさてはまた、何も考えずに言い出したのね……」

　ジト目で見つめる八や刀とに、六りつ花かは慌てた様子で人差し指をくるくる回す。

「かかか考えてないなんて、やっちゃんは私を見くびりすぎだよ！」

「じゃあ、どこに行きたいの」

「ええと、それは、うーん。……みーちゃんはどこ行きたい？」

「いきなり投げられた!?」

　はわわと震える三み七な守もりに、六りつ花かは「違うよー」と軽い調子で続ける。

「だって、私はみーちゃんが隣にいてくれればどこだっていいもん。だったら、みーちゃんが行きたいところに行くのが一番かなぁって」

「ほわぁっ!?」

　……天然なのか、何なのか。恐らくは天然なのだろうが。

　ともあれ──彼女の無軌道なジゴロ発言のせいで三み七な守もりの顔は真っ赤だった。熱がぶり返したりはしないだろうかと心配になる。

「ねえねえ、みーちゃん。みーちゃんはどこ行きたい？」

「え、え、ええ。それはその、うぅ……わたしも、六りつ花かちゃんとい、いいい一緒なら……」




　……なんて。

　今までのことが噓うそみたいな、平穏なひととき。

　六りつ花かが突拍子もないことを言って、三み七な守もりはそれに振り回されて。

　八や刀とが冷静に突っ込みを入れて、そんな彼女たちを少し遠巻きに、九ここの重えが見守る。

　それは──もうずいぶん前のように感じてしまう、あの「箱庭」での日常を思わせる光景。

　だから私は、こんな時だというのに思ってしまう。

　こんな時間がもう少しだけ、続けばいいと。愚かしくもそんなことを考えてしまう。

　つまりは、そう。今にして思えばこの時の私は、気が緩んでいたのだ。




　……だから、反応が遅れた。




　乾いた銃声と共に、真っ白な雪原に真っ赤な鮮血が飛び散って。

　六りつ花かが驚いたような表情で倒れたその瞬間──私にはとっさに、何が起きたのかを理解することができなかった。




「──六りつ花かちゃん！」

　最初に駆け寄ったのは、三み七な守もりだった。倒れた六りつ花かを小さな体で支えようとして──すると六りつ花かの左上腕から、拍動に合わせて勢いよく鮮血が噴き出す。

「え……なに、これ？」

　痛みを感じていないがゆえか、何事もなかったかのように身を起こそうとする六りつ花か。しかし支えの左腕に力が入らず、再び倒れてしまう。

　駆け寄って傷を診る。狙撃だ。銃弾は貫通している様子だが、動脈がひどく損傷している。

「狙撃……っ、一体どこから」

　周りを見回す八や刀と。銃を構えて警戒する彼女の周りで、惨状を目まの当あたりにしていた少女たちはしばし呆ぼう然ぜんとした様子で硬直する。

　そんな彼女たちをさらに動揺させるかのように周囲の木陰から例の兵士たちが続々と姿を現すや否いなや、その手に持った銃を一斉に発砲。

　瞬間──辺りの雪が一斉に爆発して雪煙が上がり。敵との距離の近かった数人が、悲鳴を漏らして倒れ込む。

「……このっ！」

　彼女たちを守るべく、九ここの重えが軍刀を抜いて前進。黒い霧を前面に展開して銃弾を防いでいる間に、無事な少女たちが負傷者を後方へと引きずる。

　一体、何が起きたのか。見ると、彼女たちの手や足には細かな傷が無数に出来ている。

　──散弾式突撃銃。塹ざん壕ごう制圧用として用いられたこともある制圧火器だ。

　幸いにして、当たりどころが良かったらしくひとつひとつの傷は浅い。しかしそのグロテスクな無数の傷跡、そしてそれゆえの尋常ならざる疼とう痛つうが与える衝撃は、銃撃を受けた者のみに止とどまらず他の少女たちにも恐怖を伝でん播ぱさせる。

「……う、わぁぁあぁぁぁああぁぁ[image: かんたんふ]」

　たまらず隊列から外れて駆け出したのは、Ａ‐０７０「七なな緒お」。まだ幼い聖女だった。

「バカ、戻っ……」

　八や刀とが制止しようと口を開きかけたその瞬間。

　鋭い銃声が響くと同時に──無防備に身を晒さらしていた七なな緒おがばったりと、その場に倒れ伏す。

　頭からおびただしい量の血を垂れ流して横たわる小さな体は、ぴくりとも動かない。

　……どう見ても、即死だった。

　少女たちの視線が一斉に、流れ続ける真紅へと注がれて。

　──そしてその数秒が、いよいよもって状況を決定的なものにした。

「やだ……やだよ……怖いよぅ」

「助けて……もう、戦いたく、ないよぉ……！」

　誰かの呟つぶやいた言葉が、誰かのこぼした絶望が、堰せきを切ったように少女たちに伝染していく。

　気付けば戦闘慣れしている九ここの重えと八や刀と、三み七な守もり、他数名の年長組を除いて、多くの少女たちは狂乱の中に陥落しつつあった。

　……連中は、我々をこの山に誘い込んだのだ。

　ここで確実に、我々を亡なき者ものにするために──あえてこれまで襲撃を行わず、こちらの油断を誘った。

　そして我々は見事に、その術中にはまったというわけだ。




　どうにか応戦を続けながら前進を続ける。無論それは、あちらにとっても想定済みだろう。

　とはいえそうであっても、今の私たちには前進する選択肢しか存在しなかった。……止まってしまえばあっという間に追いつかれて──それで終わりだ。

　前へ、前へ、前へ。……後背から迫り続ける銃弾の雨を凌しのぎながら、前を目指し続けて。

　……不意に、木々に覆われていた視界が晴れる。

「──噓うそ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた九ここの重えの声を、水音が押し流す。

　ざわざわ、ざわざわというその音の発生源は眼前に広がる渓流──山中を分断するように広がった、大渓谷だ。

　今日の晴天で上流の氷が解け始めたのだろう。氷混じりの大河川が水霧を上げて遥はるか眼下を轟ごう々ごうと流れる。

　悠然たる大渓谷。そこにはかの「渡らずの橋」……両岸を繫つなぐ巨大な跳ね橋が架けられていて──

　けれどその跳ね橋は完全に上を向き、開いた状態で鎮座していた。




「渡らずの橋」。かつて軍用として建造され放棄された巨大鉄橋。

　戦略的な要衝であり、かつ最前線であるこの地点──鉄橋の建造にあたって、当時の軍部が何よりも恐れたのは「敵に利用されるのではないか」というリスクだった。

　その結果。考案されたのがこの「跳ね橋」。

　こちら側にのみ跳ね橋の操作盤を設置しておくことで、万が一敵がこの橋まで迫ったとしてもこちらから橋を上げ、使用不可能にしてしまえる──そういう算段だった。

　その橋が、今は天を衝ついて動かない。

　通るのは、不可能だった。




　背後から銃撃が迫る中、私たちは橋周辺に設置された古びた砲台の陰に逃げ込む。

　そこから応戦しながら、八や刀とは切迫した表情で舌打ちをこぼす。

「先生、どういうこと!?　跳ね橋は、下りてるはずじゃなかったの!?」

　彼女の言葉に、私は押し黙る。

「跳ね橋を目指せ」と──管理官コントロールは確かにそう言っていたはずだ。なのにどうして、橋は下りていない？

　まさか、彼女は最初から私たちを罠わなに嵌はめるつもりだったのか？　そんな可能性が頭をよぎった、その矢先だった。




　不意に銃声が止やんで。応戦していた聖女たちも、顔を見合わせて様子をうかがう。

　にわかにしんと静まり返った雪景色に──拡声器越しの声が、響き渡った。

『……逃亡中の、裏切り者へ告ぐ。即刻抵抗を止やめて、降伏せよ』

　降伏勧告。馬鹿げた話だ。皆も耳を貸す様子もなく、ただ状況を見守り続けている。

　すると橋周辺の木々の合間から──幾人かの兵士が、姿を現した。

　見れば彼らと共に、縄で縛られた五つの人影がよろよろと覚おぼ束つかない足取りで歩み出てくる。

　……とそこで、スコープ越しに彼らの挙動を見ていた八や刀との表情が、変わった。

「……あれって、『箱庭』の──」

　彼女の言葉に、私も目を凝らして彼らを観察する。あちこちに痛ましい傷跡の残る戦闘服姿の、体格のよい男たち。よほど手ひどい暴行を受けたのか、顔面は痣あざや擦り傷まみれだが、彼らの顔には見覚えがあった。

　……「箱庭」の、守衛官デイフエンダーたちだ。中にはランバージャックの姿もある。

　小銃で突つつかれながら、腕を頭の上で組んで雪原に座り込む彼ら。

　その光景の意味するところを理解して私はとっさに、目を背けるよう少女たちに告げる──と同時。拡声器越しの声が再び響いた。

『裏切り者たちへ告ぐ。彼らはお前たちの逃亡を幇ほう助じよした。ゆえに今から、軍規に則のつとり処刑を開始する』

「処、刑……」

　スコープを覗のぞき込こんだままの八や刀とが呟つぶやくのと同時に、連邦軍兵士の一人が麻袋を抱えて進み出て──その中身を、雪上に放り投げる。

　ごろんと、力なく投げ出された人の形。

　ボロボロの血ち塗まみれのドレスを纏まとった、くすんだ金髪の小柄な少女。

　全身に暴力の痕が残るその遺体は──あの、管理官コントロールだ。

『……見ろ！　亡命を計画した管理官コントロールは、既に死んだ。お前たちに、もはや後ろ盾はない。お前たちはもう、逃げられないのだ』

　耳を貸すな。そう少女たちに告げるが、彼女たちの表情には既に、不安がありありと浮かび始めていた。

　皆の注目は、雪原に集められた守衛官デイフエンダーたちへと釘くぎ付づけになっている。完全に、あちらの思惑通りだ。

　彼らは聖女たちの動揺を誘っている。その狙いは見事に、功を奏したかに見えた。

　が、その時だった。




「嬢ちゃんたち！　聞いてるか！」




　不意に、怪け我が人にんとは思えない大だい音おん声じようで叫んだランバージャックに──少女たちは驚いて視線を向ける。

　敵兵たちも、突然の行動に呆あつ気けに取られた様子で動きを止めて、それをいいことにランバージャックは声を張り上げた。

「俺たちは、ここで死ぬ。だがな──お前らはそれに、責任を感じる必要はない！　俺たちは俺たちの意志で、こうなることを決めたからだ！」

　周りの敵兵が、彼の口を封じようと銃口を向ける。けれど突然立ち上がった他の守衛官デイフエンダーの突進で、敵兵は体勢を崩す。

「心配すんな、嬢ちゃんたち！　俺たちは、後悔していない！」

　タックルをした守衛官デイフエンダーが、喉が張り裂けそうな勢いで叫ぶ。その瞬間──複数の銃声が聞こえて、彼は頭から血を噴き出して崩れ落ちる。

　けれど彼らの勢いは、止まらない。他の守衛官デイフエンダーたちも、どこにそんな力を残していたのか一斉に立ち上がると、口々に声を張り上げる。

「とっとと逃げろ！　ガキども！」

「俺たちの仕事を、果たさせてくれ！」

「早く、早く行っちまえよぉおおぉ！」

　響き渡る銃声に、倒れていく彼ら。弾はじけた血が頰に当たるのにも構わず──最さい期ごに、ランバージャックが大きく吠ほえる。

「ウォッチャー！　嬢ちゃんたちを、守り抜けぇ！」

　銃声が、空気を震わせて。

　それきり世界に、静寂が戻る。




　残ったのは、横たわる六つの骸むくろ。

　ぴくりとも動かないそれらを前にして、少女たちはただ呆ぼう然ぜんとしながらも、その視線を釘くぎ付づけにする。

　守衛官デイフエンダーたち。彼らは決して、聖女たちとそう近しかったわけではない。

　けれど彼らは常に、彼女たちを見守り続けていた。それを彼女たちも、知っていた。

　そんな、身近な存在の死を目まの当あたりにして固まる少女たちの中で。

　目を背けることなく、真まっ直すぐにそれを見つめながら──ぽつりと、八や刀とが口を開いた。

「……行か、なきゃ」

　小銃を握る彼女の手に、ぎゅっと力が籠もる。

「行かなきゃ。……あの人たちの思いを、無駄にしないためにも」

　彼女の言葉に──静まり返った少女たちは戸惑いの表情を浮かべて。けれどそれは、ほんの一瞬だった。

　誰が言い出すでもなく、戦える聖女たちは銃を握り直す。彼女たちの目に、迷いはない。

　ランバージャックが。否いな、守衛官デイフエンダーたちが──彼女たちを、そうさせた。

　その命を賭として、彼らは道を、作ってくれた。

　だから──彼女たちはその道を、進まなければいけない。

　それがどれだけ血ち塗まみれでも。それでも彼らは、言ったのだ。

　彼女たちに──生きろと、そう言ったのだ。




「守り抜け」。ランバージャックの最さい期ごの言葉を、私は嚙かみしめる。

　言われるまでもない。やってやろうじゃないか。そう胸中で呟つぶやいて──懐中の拳銃に触れながら、私は思考をクリアにする。




　跳ね橋の周囲は絶壁になっており、迂う回かいしようにも相当な距離を移動しなければならない。

　そもそもこの状況で出ていけば、一瞬のうちに蜂の巣にされるのがオチというものだ。

　……ならば、手段は一意に決まる。

　跳ね橋を、渡ることだ。

「確かに、手っ取り早いのはそうです。けど、先生──橋は」

　戸惑い混じりの九ここの重えの言葉に、私は頷うなずく。そうだ、橋は、開いている。

　顔をわずかに出して、辺りを見回す。操作盤が、そう遠くない場所に──少なくともこの橋を目視できる位置にはあるはずだ。

　そう当たりをつけて探していると、やや遠くに人工物と思おぼしき見張り台が見えた。

　おそらくはあそこが、操作室。あの見張り台まで行けば道を開くことができる。

　……そう解答を出したところで、私は自分の案に思わず失笑する。この銃弾の雨あられの中を飛び出して、あの操作室まで向かうだと。そんなのは命がいくつあっても足りないし、何より──運良くあの場所まで行けたところで、どうやってこの橋まで戻ってくる。

　……笑わせる。それはつまり、事実上の捨て駒だ。

　どうあがいても生還し得ない、決死隊の役割だ。

　ならば。




「……先生、正気ですか？」

　私の提案に、九ここの重えが見たこともないような険しい表情を見せる。

　私が操作盤を動かすと、そう告げた瞬間──彼女の小さな手が、私の頰を叩たたいていた。

　……と言っても仮面の上からでは、衝撃を感じる程度だったが。

「先生がここで体を張る理由が、どこにあるんですか」

　九ここの重えの問いかけに、私は肩をすくめて返す。合理的に考えて、今この状況で最も命が軽いのは自分であると──そう返す。

　この跳ね橋を越えれば、国境は山を下ってすぐ麓だ。

　帝政圏との間での事前交渉はとうに済んでいる──彼女たちのただならぬ様子を見ればすぐに、向こうの人間がコンタクトを取ってくれることだろう。

　そうなれば、私はもう、必要がない。

　管理官コントロールが。守衛官デイフエンダーたちが繫つないだ命を。……今度は私が、この身を賭として繫つなぐ番だ。




　そう返したところで、しかし──反論は思わぬところから来た。




「……駄目ですよ、先生。そんなのは」

　言葉の主は、三み七な守もり。ぐったりとしたまま目を閉じている六りつ花かを抱きかかえながら、彼女は私を静かな瞳で見つめて続ける。

「わたしたちの中で、ちゃんとした傷の手当てができるのは先生しかいません。……六りつ花かちゃんを助けられるのも、先生だけなんです」

　震える声でそう呟つぶやく三み七な守もり。彼女の腕の中で眠る六りつ花かのその左腕──止血帯とガーゼで応急処置こそしてあるものの傷口は深い。一刻も早く、傷口を処置しなければならないだろう。




　その言に反はん駁ばくできず沈黙する私に、彼女はいつになく、力強い口調で告げる。

「適材適所、です。……先生。その役目、わたしにやらせてもらえませんか」

　その言葉に、その意図に。私は思わず、仮面の下で表情がこわばるのを感じる。

　……なるほど、三み七な守もりならばこの上なく適切な人選と言える。

　彼女の「絶対防御」があれば敵の攻撃にも怯ひるむことなく、操作室まで移動できるだろう。他の聖女たち……ましてや私などよりは、よほど可能性はある。

　適切で、効果的な人選。だが──そんな選択肢を、どうして選べるというのか。

　脳裏に焼き付いた一い七な葉ばの笑顔が、私の心を鋭く刺す。

　……また、彼女たちのように。今度は三み七な守もりを犠牲にして、進むというのか。

　九ここの重えも、同じ気持ちだったらしい。

「無茶です、三み七な守もりさん。先生の案も大概ですが、だからってそんなのは……無謀にも程があります。だいたい貴方あなたは怪け我が人にんでしょう。そんな状態で……」

「大丈夫です。少しは痛いですけど、なんとかなります」

「なんとか、って……」

　不安げに口ごもる九ここの重えに、三み七な守もりはいつになく強気な表情で彼女を見返して──それから己の腕の中でぐったりとしている六りつ花かを一いち瞥べつする。

「このままじゃ、六りつ花かちゃんが危ないです。一刻も早く、この状況を切り抜けなきゃ……六りつ花かちゃんが、死んじゃう。……だからお願いです、先生、九ここの重え先輩。……今はこの方法しか、ないんです」

　必死な表情の三み七な守もりに、私はしばし沈黙した後、告げる。

　三み七な守もりの身に何かあれば、六りつ花かはきっと──とても悲しむと。

　そんな私の言葉に、彼女は苦い面持ちで俯うつむいて。けれど唇をきゅっと嚙かみしめると、私の方へと向き直る。

「それでも。……それでも、そうしなきゃわたしたちは、前に進めないんです」

　その瞳。真っ青なその瞳に宿るのは──けれど、前へと向かう意志。

　諦観ではない。絶望でもない。それは生きることを諦めていない、覚悟の光。




　──結局、折れたのは私の方だった。

　実際、今この状況を打開するにはその手段しかありえない。口くち惜おしいが──状況は既に、私たちから甘い選択肢を奪い取ってしまっていた。

　やれるのか、と、三み七な守もりに問う。

　そんな私に彼女はただ、穏やかな笑顔を浮かべて頷うなずいてみせた。

「……『守る』のはわたしの得意分野です。これだけなら、九ここの重え先輩にだって負けませんよ」

「絶対防御」の秘ひ蹟せきを冠する最強の盾が微笑ほほえんで。

「言うじゃないですか、三み七な守もりさん」

「万象の腐敗」を掲げる最強の矛は呆あきれ混まじりに苦笑すると、よろめきながら立ち上がって他の聖女たちへと号令を飛ばす。

「皆さん。……三み七な守もりさんが操作室に向かう間、こちらも精一杯に陽動をして、守りきりますよ」

　皆が頷うなずいて。断続的な銃声が響き渡る中──九ここの重えはもう一度、三み七な守もりを見つめる。

「準備は、よろしいですか」

「……あ、ちょっとだけ待って下さい」

　何かを思い出したようにそう呟つぶやいて、彼女は目を閉じたままの六りつ花かの元へとしゃがみ込むと──脂汗の浮いたその額を優しく撫なでて、静かに呟つぶやく。

「行ってくるね、六りつ花かちゃん」

　そうして、立ち上がった三み七な守もりが無線通信用のイヤーセットを装着して頷うなずくと。九ここの重えも──躊躇ためらいを嚙かみ殺ころすように頷うなずいて、声静かに口を開く。

「援護をしますので、合図で飛び出して下さい。──３」

　九ここの重えが、ゆるりと剣を抜く。

「……２」

　三み七な守もりが、小銃を握りしめて。

「１」

　立ち上がった彼女の周囲に、防御力場が展開され始める。

「──今！」

　その合図と同時に、全身に黒い霧を纏まとわせて一息に飛び出したのは九ここの重え。彼女に火線が集中する中、その陰を抜けるようにして三み七な守もりが一直線に、遠くに見える操作室へと走っていく。

　包囲しつつあった袋のネズミが、まさか飛び出してくるとは思わなかったのだろう。敵兵たちはわずかに動揺した動きを見せ──瞬またたく間まにその全身が九ここの重えの黒い霧に包まれて、腐敗崩落していく。

　展開していた敵勢力は操作室へと駆ける三み七な守もりと、大暴れする九ここの重えとどちらを先に潰すか迷ったのか。銃声がしばし途切れた後──その銃口は一斉に、こちら側へと向いて火を噴く。

「……理想的な展開ですね。三み七な守もりさん、どうか、ご無事で！」

　防衛戦。タイムリミットは、三み七な守もりが操作室へ到達し、跳ね橋の操作を完了するまで。

　今ここに──ふたつの地獄が顕現する。




　　　　■




　敵の大部分は、九ここの重えたち本隊を狙う方針にしたらしかった。

　てっきりこちらの動きを全力で叩たたいてくると思っていたため──正直に言えば、三み七な守もりは少しばかり拍子抜けした気分でいた。

　分厚い雪で覆われた渓谷を、脇目もふらずに駆け抜ける。

　橋周囲の岸壁は最低限ではあるが舗装されていて、歩きにくさはあまりない。

　これならば、なんとかなるのかもしれない。

　そう、わずかに油断しかけて──けれど横合いから突如降り注いだ火線の雨に、すぐにその期待は間違いであったと悟る。

　わらわらと姿を現す敵兵たち、その数五人。操作室への道に立ちはだかる彼らを前に、三み七な守もりはすぅ、と深呼吸をして──息を吐くと同時に、躊ちゆう躇ちよなく突っ込んでいく。

　降り注ぐ散弾は、しかし「絶対防御」の前では豆鉄砲に等しい。銃撃をものともせずに、隊列を組む彼らの懐ふところへと踏み込むと、うちの一人の顔面に至近で発砲。

　外装で強化された兵士といえど、流石さすがに真正面から頭蓋を撃ち抜かれては息絶えるしかなかったらしい。動きを止めたその骸むくろの陰に入り込んで肉の壁として利用しながら、取り囲む敵兵たちに無我夢中で銃撃を加えていく。……小柄な体が、今回ばかりは幸いした。

　装塡された八発を全て撃ち切ってしまったらしい。ぴーん、と、甲高い音が響いて装弾クリップが飛ぶ。致命打を与えそこねた敵が、散弾銃の銃口を三み七な守もりの額に押し当てる。

　轟ごう音おん。──しかし三み七な守もりに傷はない。代わりにその小銃の先端に装着された銃剣の刃が、敵兵の喉を深々と貫いて血を滴したたらせていた。

　銃剣を引き抜こうとして、けれどどうやら刃が曲がってしまったのか上手うまく抜けない。もたついている間に、残った一人が腕を摑つかんでくる。強い力。腕が握りつぶされそうな力に、三み七な守もりは表情を歪ゆがめて──瞬間、兵士の手首が鋭利な刃物で斬られたようにぶつりと分断される。

「絶対防御」の秘ひ蹟せき。それはつまりは空間の断絶を生み出す異能。今までの訓練の中では、その殺傷力の高さゆえに試したことはなかったけれど──その力は防御のみならず、攻めにも転用できるのだ。

　手首を寸断されてたたらを踏んだ敵兵に密着して、その腰に差さっていた大振りの軍刀を引き抜くと、抜いた反動と共に大きく回転しながら一撃。聖女の身体能力の高さは、三み七な守もりのように小柄な少女であっても例外でない。敵兵の腹を横から裂いた刀身は、そのまま敵の体を真っ二つに両断して抜ける。これで、最後の一人。

　三み七な守もりの小柄な体には両手剣ほどの長さに感じられる軍刀を地に突き立てて、肺の中の空気を目いっぱいに吐き出す。

　周りに広がる冗談みたいな血の池と、つい先ほどまで人間であった肉。交感神経による闘争機関が静まるにつれて死しに際ぎわの彼らの目が、断ち割った肉の感触がフラッシュバックする。

　どく、どく、どく、と心臓が不規則に躍るおぞましい感覚。呼吸が上手うまくいかなくなりそうなのを、必死で抑え込む。

　人を殺す罪悪感は、聖女には存在しない。人を殺すことが悪だとは、教わっていないから。

　だというのに、肉体が──あるいは本能がそれを忌避する。根源の自罰が自分自身の意識とは無関係に、人を殺したその感触を不快感としてインプットしてくる、けど。

　今はそんな場合じゃない。

　今は、前に進まなければいけないんだ。

　守る者のいなくなった操作室の扉を開ける。がしかし、中にも敵はいたらしい。扉に手を掛けた瞬間に、散弾のクラッカーに出迎えられる。

　……当たらない、そんなもの。

　防御壁を展開しながらゆっくりと歩を進めて──三み七な守もりはその手に握った剣を一ひと薙なぎする。

　瞬間。室内にいた敵兵たちの体がでたらめに寸断されて、辺りが鮮血に染め上げられた。




　……これで、邪魔者はいない。操作盤に触れて、橋の開閉用レバーをぐっと引く。

　瞬間、見張り台ががたんと揺れて──地響きのような音が聞こえ始めて、三み七な守もりは血ち塗まみれの窓から橋の方を見る。

　──橋は、開通した。

「『──三み七な守もりさん、聞こえますか！　……橋が、架かりました！』」

「はい、見えてます、九ここの重え先輩」

　追いすがる敵兵たちに応戦しながら、九ここの重えたちが橋を渡っていく姿が見える。

　後は、この操作盤を破壊して橋の操作をできなくして、ここから離脱。皆の後を追いかければ──なんとか生きて帰ることもできるだろう。

　……だが。

「『三み七な守もりさん！　早く、戻ってきて下さい！』」

　九ここの重えの切迫した声に、三み七な守もりはしかし答えずに。

　ゆっくりと振り向いて──操作室に入ってきた人物へと、視線を集中させる。

　そこに立っていたのは、真っ白な髪に真っ黒な軍服を着込んだ姿の──三み七な守もりとそう変わらぬ身長の、小柄な少女だった。

　右手には少女の身の丈以上もある異様な長さの黒い剣──より正確に表現するならば、その反り返った片刃は極東地域の伝統的武具である「カタナ」あるいは「タチ」に近い。

　さらにその左手には狙撃用のスコープの付いたライフルをぶら下げている。小柄な体たい軀くに見合わぬ、物々しい重武装だ。

　彼女は一体、何者だろう。三み七な守もりが半ば呆あつ気けにとられていると、白い、人形のそれのような唇が静かに動いた。

「……処理対象『三十七号』を、確認」

　感情の動揺がまるで感じられない平へい坦たんな調子でそう告げると、彼女はその手の刃やいばの切っ先を三み七な守もりへと向ける。

「お前も、後を追わせてやる。……あの『六十号』の後を」

　ぞっとするような、氷のようなその言葉に──三み七な守もりが感じたのは恐れよりも、怒り。

　今この少女は、何と言った。いや、それよりも彼女の左手にある、狙撃銃だ。

　撃たれた六りつ花か。彼女の肩を撃ち抜いたのは、襲撃者たちの持つ散弾銃とは違う。明らかに、ライフル弾によるそれだった。

　──そう。今目の前にいるこの少女が持っているような。




「……貴方あなたが、六りつ花かちゃんを」

　心臓が、苦しい。不規則に、鼓動が早鐘を打ち続ける。

　けれどこの苦しみは──病のせいじゃない。




　周りを一いち瞥べつする。背後には操作盤と窓ガラス。その下は深い崖だ。窓から逃げるという手は使えない。

　橋の方をもう一度見る。皆はどうやら、もう渡りきったようだ。……ならば。

　一切の躊ちゆう躇ちよもなく、三み七な守もりは。

　背後のレバーをもう一度動かして、橋を上げる。

　ゆっくりと、積もりつつあった雪を落としながら再び持ち上がっていく大鉄橋。ガラス越しにそれを見つめていると──イヤーセットから悲痛な声が聞こえてきた。

「『三み七な守もりさん!?　何をしているんですか！　橋が……』」

「すみません、九ここの重え先輩。……やらなきゃいけないことが、できちゃいました」

　目の前の少女を見つめる。

　正体は分からない。けれどひとつ、彼女について分かることがひとつだけある。
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　彼女は敵で、そして何より彼女は──六りつ花かを傷つけた。

　ならばもう、考えるべきことはただただシンプルだ。




「六りつ花かちゃんに酷ひどいことをした奴やつを──殺さなきゃ」




　それだけ告げてイヤーセットを操作盤へと放り捨てると。続けて秘ひ蹟せきを発動させて、三み七な守もりは操作盤を全力で「断ち割る」。

　内蔵されたコード類が千切れて、わずかな放電が迸ほとばしる。これで少なくとも、橋の操作はもうできない。迂う回かい路ろを通って九ここの重えたちを追うにしても一苦労だろう。

　これで、いい。

　これで──奴やつらはこれ以上、六りつ花かを傷つけられない。




「……抵抗を、確認。処理を続行」

　呟つぶやいて、少女は片手だけで狙撃銃を掲げると──そのまま無造作に三み七な守もりに向かって発砲。

　二人の距離はおよそ五メートルほど。そのわずかな距離を駆け抜けた７・62mm弾は三み七な守もりの眉間に直撃──する寸前に障壁によって防がれて。少女は続けざまにもう一発撃とうとするが、それよりも駆け出した三み七な守もりが懐ふところに入る方が早かった。

　金属同士がぶつかり合う、甲高い音。

　躊ちゆう躇ちよなくライフルを盾にして斬撃を防ぐと、その反動に乗って少女は後方──操作室の外へと跳ぶ。

「っ、逃がさない！」

　そう吠ほえて勢い良く外に飛び出して──その瞬間三み七な守もりははっとして軍刀を盾にするように構えて全周に障壁を張る。と同時に、周りで待ち構えていたらしい三人の兵士たちが一斉に散弾の銃撃を浴びせ掛けてきた。

　ぎりぎりのところで銃撃を防ぎきると、無我夢中で彼らの首の辺りに障壁を展開。「断ち切る」。……しかしその一瞬、わずかに意識がそれていた。

　はっとして前を見ると──逃げていたはずの少女が、眼前まで迫っている。

　上段から振り下ろされた大太刀を、障壁の展開で防ぐ。小柄な体のどこにそれほどの力があるのかと思うような重い一撃。けれどそれでも、「絶対防御」は崩せない。

　間近に迫った人形のような顔を真正面から睨にらみつけながら、三み七な守もりは秘ひ蹟せきを発動させようとして。

　──けれど、その時だった。

「三十七号異能、解放リリース」

　ゆらりと、眼前に奇妙なゆらぎを感じて、三み七な守もりはとっさに後ろに退く。

　虫の知らせ、あるいは直感、本能とでも言うべきものがそうしろと告げた。

　そして、次の瞬間。

「──っ、あぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁ[image: かんたんふぎもんふ]」

　ぶつりと、右の目に鮮烈な痛みが迸ほとばしって──三み七な守もりは声を上げてよろめく。

　鋭利な刃物で切り裂かれたような、激烈な熱感。斬られた？　いや、違う。少女は一歩も動いていないし、その手の大太刀をぴくりとも動かしてはいない。

　なら、一体──？

　しんしんと降り始めてきた雪の冷たさでどうにか冷静さを取り戻しながら、三み七な守もりは左目で少女を見つめて。

　彼女の立つ周囲の空間が再びわずかに揺らいだのを感じて、三み七な守もりははっとしてその場から跳ぶ。

　今しがた立っていた位置で雪が爆はぜ、避よけそこねたのか、足にも一筋の切り傷が浮かぶ。

　まるで、鋭利な刃物で裂かれたかのようなその傷跡。大太刀の攻撃ではない。だとすれば。

　そう思考を回転させながら、無意識のうちに三み七な守もりは先程斬られた右目に触れる。

　ノーモーションでの斬撃。空間の断裂。これは──

「『絶対防御』。……わたしと同じ、秘ひ蹟せき？　なら、あなたは……」

　その問いに、答えはない。代わりに彼女の青色の瞳が輝きを放って、再び力の予兆が空気を揺らす。直感を頼りに大きく横に跳ぶと──瞬間、首の辺りに違和感。

「あっ……！」

　すぐにその正体に気付く。触れてみると──首に装着された中心静脈カテーテルの管が、断ち切られていた。

　けれどそのことよりも。右目を斬られたことよりもなおショックだったのは、マフラー。

　六りつ花かが編んでくれたマフラーが、無残に引き裂かれていたことだ。




　頭がかっと、熱くなる。軍刀を握る手に、力が籠もる。

「……こ、のっ──よくも……っ！」

　頭の中が真っ白になる。思考することはただ、ひとつしかない。

　彼女が何であろうと、どうでもいい。

　許さない。

　この敵を、この少女を、決して許せない！

「ああああああああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　喉が裂けそうなくらいに叫んで、一直線に彼女へと走る。

　十メートル程度の、ほんのわずかな距離。雪を蹴り上げて、軍刀を構えて走ろうとして──けれどその瞬間だった。

　いままで感じたことのない不快感が全身を駆け巡って。三み七な守もりは思わずその場で膝をつく。

　この寒さの中で、だというのに額にどっと脂汗が噴き出してくる。

　どくどくと。でたらめに鼓動を打つ己の心臓を感じて、三み七な守もりは唇をきつく嚙かむ。

　ああそうだ、これは──発作。

　さっきの攻撃で薬が途切れたことで、今まで抑えられていた心臓の発作が誘発されたのだ。

「っ……こんな、時にっ……」

　息をすることすらままならない。苦しい。痛い。力が入らない。

　悔しさで涙が溢あふれてくる。目の前に六りつ花かを、皆を傷付けた敵がいるのに──こんなところで死ぬのか。




　ゆっくりと、少女が三み七な守もりへと近付いてくる。目の前に、軍ぐん靴かのつま先が見えて──次の瞬間強烈な痛みが顔を襲う。

　視界がでたらめに揺さぶられる。蹴られたのだと分かった時には、今度は腹。

　一切の躊ちゆう躇ちよもなく、金属で補強されたつま先が腹にめり込んで──三み七な守もりの小さな体がわずかに浮き上がる。

　声にならない悲鳴を漏らして震える三み七な守もりを、少女はただ機械的に蹴る。

　蹴る。

　蹴る。

　蹴る。

　胃の中身をひっくり返されるような不快感に、たまらず胃液が口から漏れる。

　喉の奥が焼け付くような感覚と鼻び腔こうまで広がる酸臭でむせ込みそうになったところを、さらに蹴られる。

　肺が圧迫される。呼吸がでたらめになって、目の前がちかちかする。




　雪のせいか、はたまた血液の循環が悪化したことによるものか。体中にじんわりとした痺しびれが染しみ渡わたる。

　寒さ。冷たさ。本能が、それを死の感覚と理解する。

　全身から、力が抜けるのを感じる。あんなに体中を満たしていたはずの戦意も復ふく讐しゆう心しんも、どうしたことか既に消きえ失うせている。

　……ただ、怖かった。叫び出したかった。




　生きたい。切望するようなそんな願いだけが、口をついて出て。

　けれど──見上げた頭上には、振り上げられた真っ黒な大太刀が冷たい光を放っていて。

　少女と、目が合う。

　自分たちとよく似た色の、青い光。

　けれど三み七な守もりは理解する。彼女が見ているものが──自分たちとは決定的に違うということを。

　なにもない、虚無の青。

　そこには決して、未来なんてものは映っていないのだということを。

「……あなた、は、どうして」

　震える手を、伸ばそうとして。

　けれど少女は、三み七な守もりのそんな動きにはまるで興味を示さずに──無造作に、掲げていた刃やいばを振り下ろす。

　垂直に、心臓目掛けて下ろされた黒こく刃じん。

　しかしその刃やいばが三み七な守もりの体を貫くことは、なかった。

　……挟まれた一振りの軍刀が、それを阻はばんだからだ。




「──すみません、三み七な守もりさん。……遅くなりました」




　間に割り込んだ少女。

　片手の軍刀で剣撃を防ぎながら──九ここの重えはそう言って、小さく笑った。




　　　　■




　……間一髪だった、と言う他なかった。

　三み七な守もりとの通信が途絶えて、橋が上がり始めて。その瞬間私は全力で走り出して、ゆっくりと開き始める橋の間を跳んでいた。

　雪にさらされ続けていて、開閉機構がだいぶガタが来ていたお陰だろう。跳ね橋の挙動はひどく緩慢で、どうにかぎりぎり跳んで渡れる程度の距離は残されていた。

　……しかし、誤算がひとつあった。否いな、正しくはふたつだ。

　ひとつは、私を追って九ここの重えまでもがこちらに来てしまったこと。もうひとつは──三み七な守もりがわざわざ操作盤を潰して、橋の復旧を不可能にしていたことだ。

　ともあれ、結果としては正解だったのかもしれない。

　少なくとも──私が一人で来たところで、この状況に収拾をつけられるとは思えなかった。




　対たい峙じするのは、二人の少女。

　長大な大太刀を構える少女を睨にらむ九ここの重えに、絞り出すようにして三み七な守もりが言葉を発した。

「ここのえ、せんぱい……気をつけて、ください。その人は、わたしたちと同じ──聖女です……！」

　彼女の言葉に、九ここの重えははっとして白髪の少女を見つめる。

　雪のような白い髪に白い肌、そしてその両の目は──ケイバー分類Ⅲ度相当の深青色。

「噓うそでしょう。そんなはず──」

「新規の処分対象を認識。処理作業を、再開する」

　動揺して目を見開く九ここの重えを、少女は無視して大きく一歩を踏み出す。

「──っ！」

　尋常ならざる踏み込みからの大太刀の一撃を、すんでのところで左手の軍刀で受ける九ここの重え。しかし重量も勢いも乗ったその一撃を殺しきれず、九ここの重えは大きく後ろへ跳んで雪原を転がる。

　不自由な足のせいで、うまく体勢を立て直せない九ここの重え。彼女に向かって殺到しようとする黒衣の少女を阻はばむべく、私はとっさに懐ふところの拳銃を抜いて発砲する。

　きぃん、という甲高い音。彼女がその大太刀でもって銃弾を弾はじいたらしいということに、私が気付くわけもなかった。

　少女の視線がこちらに向く。無表情のまま、大きく一歩を踏み出して──彼女は次の瞬間には、私の目の前に立っていた。

　ぞっとするような、真冬の湖底にも似た青の瞳。その瞳を見つめた瞬間、己の意思とは無関係に歯ががちがちと震える。

　寒さではない。それはきわめて本能的で根源的な、恐怖だ。

　拳銃を構えようとして、けれど体がすくんで動かない。

　死ぬ。

　確かな実感がすとんと腑ふに落ちて、私は視線をすら動かせぬまま、ただ硬直して。

　けれど。

「おいたはいけませんよ、子猫ちゃんリトル・キテイ」

　いつも通りの静かな──いたずらっぽい呟つぶやきが、耳に届いて。

　いつの間にか少女の後方に立っていた九ここの重えが、この状況にそぐわぬにこやかな笑顔を浮かべて朗らかに告げる。

「──死になさい」

　次の瞬間。

　翼のように広げられた真っ黒な霧が、背後から黒衣の少女を包み込もうとして。

　間一髪で危険を察知したのか、彼女は回避しようと身を捩よじり──それが不可能と知るや、己の纏まとう長い外がい套とうを盾にして左へと逃げる。

　黒霧に触れた外がい套とうは瞬またたく間まに腐食し、当然彼女の左手も例外ではない。けれど九ここの重えの放った黒霧はブラフのために威力を抑えたものだったらしく、腐食はあくまで少女の腕の表皮を融とかすのみに止とどまる。

「……っ……」

　一切顔色を変えず──それでもその激痛は相当のものなのだろう。九ここの重えから距離を取ってどうにか体勢を立て直した彼女の額には遠目でも分かるくらいに脂汗が浮いている。

　分厚い外がい套とうを脱ぎ捨てて、顕あらわになった彼女の首元。

　そこに嵌はめられた鈍にび色いろの首輪──「XCIX」と刻印されたその金属プレートを一いち瞥べつして、九ここの重えは皮肉げに唇を歪ゆがめる。

「99──Ａ‐０９９。思い出すのに少し時間が掛かりましたが……そういえば、そんな与太話は昔に一度聞いたことがあります」

　そう告げて、彼女は一歩を、踏み出す。

「いないはずの九十九番ピリオドナンバー。聖女を処分するためだけに造られた聖女。『廃棄物スクラツプ』として処分された聖女たちを再利用して悪趣味な実験をやっているしょうもない連中がいる……なんて。そんな噂うわさ話ばなし、本当だとは思いたくなかったんですけどね」

　大きく嘆息してかぶりを振ると、彼女はじっと、対面する黒衣の少女──Ａ‐０９９の号を与えられた聖女を睨にらむ。

「……まあ、それはそれです。こうして出会ってしまった以上は、悪いですが容赦はしません。残念ながら私、今はまだ死ねないことになっているので」

　九ここの重えの体から、殺気が奔はしる。純粋な、鋭い殺意の発露。それを前にして、Ａ‐０９９はその無表情をわずかに歪ゆがめた。

「死ねない？　……理解不能」

　呟つぶやいて、かくんと不気味に首を傾かしげた後。そこから何の予備動作もなく、既に彼女は走り出していた。

「──お前たちは、ここで死ぬ」

　大太刀の重量を活いかした神速の踏み込み。けれどその踏み込みざまの一刀を読みだけで躱かわすと、九ここの重えは器用に杖つえと右足とで軽やかにステップを踏んでＡ‐０９９の左手側に回る。

　左手は、ろくに動かせないはず。案の定Ａ‐０９９は、防御しきれずにその一太刀を──




　受け、なかった。




「なるほど、そういうことですか」

　眉間ぎりぎりまで迫った九ここの重えの刃やいばは、しかしＡ‐０９９の頭を断ち割ることなく、不可視の空間によって阻はばまれていた。

　Ａ‐０９９の反撃よりも先に九ここの重えは後ろに跳んで──大太刀を構え直すＡ‐０９９を前にして、余裕たっぷりに口を開く。

「今のは『絶対防御』。三み七な守もりさんと同じ秘ひ蹟せき……いや、そうじゃない」

　言葉を区切ると、そこで彼女はＡ‐０９９へ向けて右足でもって雪を蹴り上げる。

　細かな雪片がＡ‐０９９の周囲に近づいたその瞬間──それらは急激に、まるで強烈な引力が加わったかのように一斉に地に落ちた。

「今のは、『重力制御』。一い六む矢やさんの保有していた、秘ひ蹟せきですね」

　そう告げて微笑を浮かべると、九ここの重えは確信に満ちた声で、言葉を続ける。

「なんとなく、分かってきました。……複数の秘ひ蹟せきを保有する聖女なんて、存在しない。ならば貴方あなたの秘ひ蹟せきは──『複写』。一度見た秘ひ蹟せきを複製して、自身のものとして扱うことのできる能力。……違いますか？」




　　　　■




　九ここの重えの推測は、正解だった。

　けれどＡ‐０９９にとって、それを看破されることは何のリスクともなりえなかった。

　九ここの重え。彼女の存在を、Ａ‐０９９は生まれた時から知っていた。

　ただ「狩るべき対象」として。彼女たちに関する全ての情報は、Ａ‐０９９の頭の中にあった。




　……「舞踏する死神ダンス・マカブル」。数々の戦場で恐怖された、戦場の魔女。死を振ふり撒まき散ちらす、人の形の死そのもの。

　なるほど、彼女の秘ひ蹟せきは確かに、戦場においては脅威そのものだろう。

　超広範囲に伝でん播ぱする、腐食の霧。堅けん牢ろうな装甲を持つ戦車であろうと問答無用で腐敗させ塵ちりへと還かえす、防御不能の悪魔の所業。

　けれど──決して彼女たちのそれは、魔法ではない。強大な力は、ただ強力なだけではありえない。

　彼女たちのように番号の若い初期型の聖女たちの用いる秘ひ蹟せきは使用に際して体力の消耗も激しく、一度の戦闘で使用できる回数もそう多くはない。……それに。

　目前の聖女を、Ａ‐０９９は睨にらむ。杖つえを突いたその様子からいって、近接戦闘に持ち込んでしまえば無力化は容た易やすい。

　あくまで淡々と戦力分析を進めながら、Ａ‐０９９は静かに呟つぶやく。

「処理を、続行」

　刹那、彼女の青色の瞳がわずかに光って──九ここの重えはとっさに横に避よける。瞬間、九ここの重えの背後にあった木が轟ごうと燃え上がった。……「発火」の秘ひ蹟せきだ。

「っ、からかい甲が斐いのない人は、嫌いですね！　先生くらい面白く反応して下さればよろしいものを！」

　避よけざまにそんな不遜なことをのたまいながら、彼女はなんと、左手の軍刀を躊ちゆう躇ちよなくＡ‐０９９に向かって投げつける。

　聖女の膂りよ力りよくで投げられたその刃やいばは、当たれば必殺の一撃となるだろう。けれど投とう擲てきされた軍刀は、Ａ‐０９９へと突き立つ前に引力に吸い寄せられて地に堕おちる。「重力制御」の秘ひ蹟せきだ。

「おや、これは困りました。これでは丸腰です」

　言葉とは反対に軽口を叩たたく九ここの重えを無機質な瞳で見つめながら、Ａ‐０９９は大太刀を構え直す。

　対する九ここの重えは──杖つえを支えに立ったまま、その手には彼女自身も言う通り、もはや軍刀すらない丸腰だ。

　だというのに。彼女は微み塵じんも衰弱を感じさせない様子でせせら笑うと、

「仕方がありません。少し、本気を出しますよ」

　瞬間──彼女の体からおびただしい量の黒霧が立ち込める。

「腐敗」の霧。ありとあらゆる存在を死に至らしめる、致命の黒霧。

　まるで巨大な腕のように凝集したそれが、Ａ‐０９９へと迫る。先程のものとは密度が違う、本気の一撃。かするだけでも腕や足の一本は持っていかれかねない。

　すんでのところで回避して九ここの重えを睨にらむＡ‐０９９。「発火」の秘ひ蹟せきを発動させようとするが──しかしその視線を黒霧が遮る。

「『発火』はあくまで対象を直接視認しなければ発動できない秘ひ蹟せきです。一い七な葉ばさんであれば今の一瞬でも十分私を殺せていたでしょうが、残念でしたね」

　からかうように笑いながら黒霧を操る九ここの重え。迫りくる死の霧を前にして、Ａ‐０９９はわずかな焦あせりを浮かべながら秘ひ蹟せきを構築する。

　彼女の組み上げた秘ひ蹟せきは「空間凍結」。万物の運動を停止させるその秘ひ蹟せきは、九ここの重えの「腐敗」を前にしても例外ではない。追尾してくる黒霧が停止したのを確認すると、Ａ‐０９９は大太刀を構えて九ここの重えへと迫る。

　不自由な足で、逃げることは叶かなわない。とっさに右手の杖つえをかざして斬撃を防ぐが──硬質な音と共に、杖つえはあっさりと半ばから折れ飛ぶ。

　支えを失ってたたらを踏んだ九ここの重えに、流れるように回し蹴りの追撃。杖つえを失った右腕でガードする彼女であったが、しかし聖女の身体能力から放たれる蹴りはその腕ごと砕いて小柄な体を撥はね飛とばす。

「っあ……っ！」

　雪の上を転がって力なく倒れ伏す九ここの重えを一いち瞥べつして、Ａ‐０９９は己の戦力評価の正しさを再確認する。

　最強の聖女といえど、所詮は初期型。いつ限界を迎えてもおかしくない、壊れかけだ。

　秘ひ蹟せきこそ強大だが、たったそれだけ。接近戦にさえ持ち込んでしまえば──

「接近戦に持ち込めば勝てる……だなんて、思ってたりします？」

　どこか呆あきれたようなその声に、顔を上げる。すると雪の中からどうにか上半身を起こした姿勢で、九ここの重えが笑っていた。

　左腕だけを支えにして、右腕は力なくぶらりと垂れている。先程の蹴りの手応えはあった。恐らくは折れているのだろう。

　にもかかわらず──まるでそんな窮地を感じさせないような不敵な笑顔で、彼女は続ける。

「勝ちを確信するのは、まだ少し早計というものですよ」

　その言葉に、Ａ‐０９９はわずかに眉をひそめる。

　挑発に乗ったわけではない。ただ、理解し難がたかったのだ。この絶体絶命の状況でなお笑う、彼女の意図が──まるで理解できなかった。

　だが、とはいえそれも瑣さ末まつ事じ。

　狩人かりゆうどが、死にゆく獲物の心情を理解する必要性はない。

　大太刀を肩に担かついで姿勢を低くし、今度こそ彼女にとどめを刺さんと構えて。……しかしその刹那、奇妙な気配を感じてＡ‐０９９は大きく前へと転がる。

　──すると次の瞬間。背後の雪が突如、大きく弾はじけて。

　舞い上がった雪煙の中から二本の蛇のように噴き出した黒霧が、今しがたＡ‐０９９のいた場所に突き刺さっていた。

　見れば、九ここの重えの左手は雪の中に埋もれていて。なるほど黒霧を地中で這はわせて奇襲を目もく論ろんだのだろうと、その思惑を容た易やすく看破する。……もっとも、所詮は無駄な足あ搔がきでしかなかったが。

　身動きのとれない九ここの重えに狙いを定めて、Ａ‐０９９は再び駆け出す。

　再び秘ひ蹟せきを発動させようとしている様子だが、それよりも大太刀の刃やいばが彼女の首を刈り取る方が早──

「なーんて、ね」

　Ａ‐０９９が九ここの重えの頭上で大太刀を振りかぶった、まさにその時。




　九ここの重えが、動いた。

　そう認識したのと同時に、足元の感覚がふっと失うせて一瞬体が宙に浮き──

「……がっ……!?」

　次の瞬間。みぞおちの辺りに鋭い一撃が撃ち込まれるのを感じて、たまらずＡ‐０９９は呻うめき声ごえを漏らして雪上に倒れ込む。

　耐たえ難がたい衝撃に全身の筋肉が反射的に運動を止め、胃は痙けい攣れんして胃液を逆流させる。

　一体、何が。脳だけを辛かろうじて働かせながら、Ａ‐０９９は状況を認識する。

　そうだ。九ここの重えが、反撃を仕掛けてきたのだ。

　筋力の保たれている左腕を軸に、座った姿勢のままで足払いを仕掛け──体勢を崩したＡ‐０９９の胴体目掛けて掌底の一撃。

　わずかに動かせる部位だけを利用した、必要最小限での一撃。けれどそれはこの状況において、きわめて効果的な一打となった。

　ほんの一瞬、体幹への衝撃で全身の筋肉が硬直する。

　状況を決定的なものにしたのは、その一瞬であった。

「逃しませんよ」

　九ここの重えの左腕がぬっと伸びて、絡からみつく。何が起こったのかも理解できぬままに二人の位置はするりと入れ替わり、いつの間にかＡ‐０９９は雪上に組み敷かれていた。

　俯うつぶせで倒れ伏すＡ‐０９９の上に馬乗りになって、にんまりと笑う九ここの重え。拘束から抜けようとして無事な右腕を動かそうとするが──肩口に電撃が走るような痛み。関節を外されたらしく、腕の力ががくんと抜ける。

　何だ、これは。

　どうして──満まん身しん創そう痍いの聖女一人に、こんなことが。

　大きく瞠どう目もくして硬直するＡ‐０９９と対照的に、余裕の笑顔をたたえたままで九ここの重えが口を開く。

「腕も足も動かせない相手と侮あなどったのでしょうが、それは少しばかり浅慮というものです。貴方あなたの敗因は、両手と両足を使った戦い方しか知らなかったこと──そんなところでしょうか」

　そんな言葉と同時に、背筋の隙間に左拳が叩たたき込こまれる。

　心臓の直上への垂直打突。一切の容赦のないその衝撃は、洞どう調ちよう律りつを狂わせるに必要十分であった。

「こんなんですが私、今でも近接戦闘では負け無しなんですよ」

　そんな台詞せりふを吐き捨てて──「舞踏する死神ダンス・マカブル」は瀟しよう洒しやに笑う。




　その言葉が耳に届く前に、Ａ‐０９９の意識は雪へと沈んでいた。




　　　　■




　Ａ‐０９９との交戦の後──衰弱しきった三み七な守もりを背負いながら私たちは橋を大きく迂う回かいし、鬱うつ蒼そうと茂る森の中をかき分けて進んでいた。大幅に距離は延びるが、とはいえ他に手段はなかった。

　背中に背負った三み七な守もりを一いち瞥べつする。

　結論から言えば──彼女は一命をとりとめた。

　病み上がりだというのにこの低温の中で激しい戦闘を続けた上、首の薬液ポンプも壊され体も生傷だらけ。おそらく骨も何箇所かは折れているだろう。

　……とにかくひどい有あり様さまであったが、聖女たち特有の基礎的な身体能力の頑丈さゆえか、奇跡的にも彼女はまだ、生きている。

　無論、すぐに物資の整った場所で処置を行う必要があるのは確かだが──少なくとも、まだ十分に助けられる。

　この絶望的な状況の中で、それはひとつの喜ばしい事実であった……の、だが。

「……なんで、お二人とも、来ちゃったんですか……。わたし、言ったじゃないですか。六りつ花かちゃんを助けられるのは先生しかいないって。なのに……」

　私が渡した白衣にくるまって全身を震わせながら、三み七な守もりは私の背中で恨めしげに呟つぶやく。

　真っ青な顔色の彼女に、どう答えたものかと考えあぐねていると──代わりに軍刀を杖代わりにして隣を走る九ここの重えが口を開いた。

「その六りつ花かさんからの、頼みですよ」

「……え？」

　心底意外そうな顔の三み七な守もりに、九ここの重えはいたずらっぽい笑みを浮かべて続ける。

「貴方あなたが行ってしまってから、あの子、一度目を覚ましたんです。それで、『みーちゃんを助けて』って──そう、私たちに頼んだんです」

　三み七な守もりが操作盤へと向かってから。九ここの重えたちが橋を守っている間、私は後方で六りつ花かの応急手当てを始めていた。

　最低限の傷の縫合、止血。本来であればこんな劣悪な環境下で行うべきではないが──戦場でそんな悠長なことを言ってもいられない。そう考えて処置を始めたところ、六りつ花かが不意に、目を覚ましたのだ。

『みーちゃんは、どこ』。開口一番に彼女が口にしたのはそんな言葉だった。答えに詰まった私の様子から、彼女はすぐに察したのだろう。よろめく体で起き上がろうとする彼女を制止しようとすると、彼女はありったけの生命力を振り絞らんというくらいの剣幕で私に言った。

『みーちゃんを、助けに行く。みーちゃんがいなかったら、私に生きてる意味なんてない』

　……その言葉が、決定的だったのかもしれない。

　私も、彼女を捨て駒にする決断に──きっと納得しきっていなかったのだ。

　多くの人を切り捨てて、私たちはここまでたどり着いた。

　いまさら一人増えたところで、同じことだろう。……けれど私はもう、そんなふうには思えなかった。

　だから、走り出していた。自分一人で行けば、何かあっても犠牲者は一から二に増えるだけ。……どんなに愚かな行為であっても、私にはもう、そうする以外考えられなかった。




　……九ここの重えが気付いてついてきてしまったのは予定外だったが。そう恨み言を漏らすと、彼女はそんな私の言葉を鼻で笑う。

「先生の考えることなんて、お見通しですから。……でも、私がいて良かったでしょう？　私がいなければ今頃先生、この数分の間に百回くらいは死んでましたよ」

　からかうようなその言葉に、私はぐうの音も出ない。……橋を跳んでこちらに戻ってきた時。熱い弾幕での出迎えから私を守ってくれたのは九ここの重えだったし、それから三み七な守もりのもとへ駆けつけるまでの間だって、彼女の秘ひ蹟せきで銃弾を無効化していなければ背後から撃たれてあっさり死んでいただろう。それは、認めよう。

　……だがそれでも、彼女はついてくるべきではなかったはずだ。

　九ここの重えまでこちらに来てしまったせいで、橋を渡った皆の方の戦力は八や刀とと、他数名の年長組だけ。その他の負傷者や年少組を守るには、心こころ許もとないのではないか。そう言うと、しかし九ここの重えは首を横に振る。

「心配いりませんよ。八や刀とさんたちはしっかり者ですし──それに現実的な問題として、橋が上がってしまいましたから連中の残党も当分はあの子たちを追撃することはできません。一番危険なのは、迂う回かい路ろを通ってる私たちくらいのものです」

　冗談めかしてそう告げる彼女に、三み七な守もりは責任を感じたのか、しゅんとして俯うつむく。

「……ごめん、なさい。わたしがもっと上手うまくやれてれば、こんなことには」

「何をおっしゃいます。むしろ大金星でしょう。あのトンデモ聖女に勝てたのは、貴方あなたが奴やつと互角以上に渡り合ってくれたから──そのお陰で私たちが隙を突けたんです」

　そう言って微笑ほほえんだ後、彼女は後方をちらりと一いち瞥べつする。追撃を気にしているのだろう。

　Ａ‐０９９が追ってくる様子はない。あれだけの深手を負わせた上で雪の中に放置してきたのだ。仮に目を覚ましたとしても低体温で動くことすらままならないだろうが……とはいえ、直後に乱入してきた増援に阻はばまれて生死の確認を行えなかったのは気掛かりだった。

「……あの人、死んだ、でしょうか」

「さて、どうでしょうね。……あれだけ手こずらせてくれたんです。ちゃんと死んでいてくれないと、困りますけど」

　そんな九ここの重えの返答に、三み七な守もりは浮かない表情のままぽつりと呟つぶやく。

「……あの人は、六りつ花かちゃんを撃った。みんなを、たくさん傷つけて……ひどいことを、した。けど、あの人も……わたしたちと、おんなじ、なんだよね」

　荒い呼吸でそう呟つぶやいて、彼女はぎゅっと、私の首に巻き付けた腕をこわばらせる。

「……どうして、こう、　なっちゃったんだろう……」

　半ばうわ言のような、そんな言葉を最後に──体力の限界だったのか、瞼まぶたを閉じる三み七な守もり。

　そんな彼女を一いち瞥べつした後、九ここの重えは少しだけ、目を伏せて表情を消す。

　どうして、こうなっちゃったんだろう。……ああ、全くその通りだ。

　思考が後ろ向きに引っ張られそうになるが、しかしそんな感傷に浸る時間は、私たちには与えられなかった。

　──後方から、銃声が響く。

　木々と降りしきる雪に阻はばまれて視認は難しいが、恐らくは追っ手。

「……ああもう！　つくづく、しつこいですね！」

　九ここの重えの手持ちは杖つえ代わりにしている軍刀が一本だけ、私は拳銃を持っているものの三み七な守もりを背負っているためマトモには扱えない。

　応戦しようもないため、とにかく選んだのは逃げの一手だった。

　あちら側も、度重なる戦闘ゆえだろう、残存する兵力はそう多くはないらしい。銃声の数からして恐らくは二、三人程度だろうと思われた。

　幸い、視界の悪い森の中。向こうも思うようにはこちらを捉えきれない様子。

　とはいえ──こちらも決して好ましい状況ではない。走ることすら難しい少女と、負傷者を背負っている大人が一人。

　さらに言えば九ここの重えも、気丈に振る舞ってこそいるがそろそろ限界が近いはず。なにせＡ‐０９９との大立ち回りを繰り広げた直後なのだ。ダメージの蓄積は相当のものだろう。

　Ａ‐０９９に蹴られた右腕はぶらりと力なく垂れ下がっていて、ひと目で折れていると分かる。顔にこそ出していないが、その激痛たるや壮絶なものに相違ない。

　……逃げ切って八や刀とたちと合流すればこちらの勝ち。その前に倒れれば、こちらの負け。もはや単純な我慢比べ、あるいはどちらの運が良かったか、だ。

　そして。運命の女神が微笑ほほえんだのはどうやら──この場においては、追っ手たちの方だったらしい。

「っ……！」

　敵の放った散弾がわずかに九ここの重えの足を掠かすって。その衝撃から彼女は前のめりに倒れ込む。

　そんな彼女を助けようと、私は足を止めて。とそこで敵兵たちが一斉に木陰から姿を現して、こちらに銃口を合わせる。

　三み七な守もりは気を失っている。私はとっさに彼女を庇かばおうと抱きすくめて──しかし発砲の瞬間、全身を散弾が穿うがつ感触を味わうことは幸いにしてなかった。

　九ここの重えの秘ひ蹟せき。「万象の腐敗」を招く黒い霧が私たちを守るように広がって、飛来した弾丸のことごとくが塵ちりと化して崩れ落ちていたのだ。

　そのままの勢いで、黒霧は敵兵へと襲いかかりその暴虐を思う様に振るう。

　なぎ倒され、動かなくなる敵兵たちの姿を確認すると──九ここの重えは安あん堵どした表情でこちらを一いち瞥べつした後、その場でばったりと大の字に倒れた。

　三み七な守もりを近くの木に寄りかからせた後、私は彼女へと駆け寄る。

　抱き起こすと──九ここの重えは弛し緩かんした笑顔を浮かべて、弱々しく呟つぶやいた。

「……先生。私を置いて、逃げて下さい」

　何を言っている、と叱しつ咤たして、私は彼女を抱きかかえようとして──けれど彼女はふるふると首を横に振って返す。

「いやぁ、流石さすがにちょっと……大暴れしすぎたみたいで。全然、体が……言うことを聞いてくれないんです」

　彼女の言葉に、私ははっとする。

　Ａ‐０９９との戦闘に、今しがたの追っ手の撃退。……ただでさえ彼女の「腐敗」は特に反動の大きい、強力な秘ひ蹟せきである。そんなものを連発すれば、どうなるか──少しでも考えを至らせればすぐに分かったはずだ。どれだけの無茶を、彼女がしてきたか。

　……彼女の手に、触れる。握り返しては来ない。いつもだったら、「おや、先生の方から握手して下さるなんて積極的ですねぇ」とか鬱陶しいことをのたまうだろうに。

「……もう、先生ったら。痛いです、手」

　思わず強く握りすぎていたらしい。慌てて手を離すと、彼女は小さなため息をついて空を仰ぐ。

「そんなに心配しなくても、よろしいですのに。……こんな時が来ることは、先生だって分かっていたでしょう。そりゃまあ、ちょっとばかり、間は悪いですけど」

　微笑ほほえんだまま──けれど震えを隠せない声でそう告げて、彼女は静かに目を閉じる。

　背筋が凍るような感覚がして、思わず彼女の名を強く呼ぶ。「まだ生きてます」と呆あきれ混まじりに呟つぶやいて、それから彼女は──静かに続けた。

「先生。ポケットに入ってる、あれを……出してくれませんか」

　その言葉だけで私は察して。逡しゆん巡じゆんの後、彼女の上着のポケットに入っていたガラスのアンプル瓶を取り出す。

　空には、いつの間にか月が出始めて。その真っ青な光を反射して、アンプルの表面のラベル──「１０８」と書かれたラベルが妖しく輝く。

「１０８」。聖女ここのえを殺すためにと預けられた薬物。

「お願いします、先生。どうか、それを、私に」

　こんな時に言っていい冗談ではない。そう返すと彼女は困ったように微笑ほほえんで、首をふるふると横に振る。

　……悪い冗談だ。ここまで来たのに、こんなところで彼女の命を奪うなんて。

　そんなことが──あっていいはずが、ないだろう。

「……もう、困った先生です。それでも『無貌の死神フエイスレス・リーパー』ですか」

　駄々っ子をあやすような優しい口調でそう告げる彼女に、私はもう一度、首を横に振る。

　すると彼女は、ふるふるとその左手を持ち上げて──私の頰に触れた。

「今の私では、これがやっと。……もう、自力じゃ、歩けそうにありません」

　なら、私が担かついで歩けばいい。彼女も三み七な守もりも、幸いに小柄だ。両脇に抱えて、なんとか走って逃げることだって。

「無理に決まってるじゃないですか。……そんな無茶をすれば──先生の体力が尽きてみんなで共倒れするのがオチというものです」

　静かに、白い息を吐く彼女。「寒くなってきましたね」と、そう呟つぶやいて彼女は瞼まぶたを閉じる。

　彼女の言うことは、正しい。私とて、自分の言葉が単なる欺ぎ瞞まんでしかないことはよく分かっていた。

　……けれど。ここで彼女を見捨てたら、私は何のためにあの時橋を引き返したのか──分からなくなってしまうではないか。

　これ以上、誰も犠牲にしたくない。誰も見捨てたくない。

　そう思ったから三み七な守もりを助けるために、この無謀な賭けに出たというのに──ここで九ここの重えを見捨てたら、それは元も子もないことだ。

「そんなことは、ないですよ」

　呆あきれたように、九ここの重えは笑う。

「私はずっと、死にたかった。こんな、未来のない命──兵器として消耗されるだけの命なんて、何の価値もないと思っていた。けど先生。貴方あなたのお陰で、私は……少しだけ、生きてみようっていう気になれた。一年前のあの日の夜。先生と出会ったあの時から……私は一年間、確かに生きていたんです。……だから」

　月よりも青いその瞳が、私をじっと見つめる。

「……ここが私の、命の使いどころです。三み七な守もりさんを、先生を助けるため。……私が生きた一年は、きっとこの瞬間にあったと、そう思うんです」

　私の頰に触れたままの指でゆっくりと、ぎこちなく撫なでながら──彼女はその顔に笑顔を浮かべる。

　月のような笑顔を、浮かべてみせる。

「お願いします、先生。……凍死というのも、悪くはないですが。それでもやっぱり、寒いのはイヤですから──死ぬならもっと、楽に死にたいです」

　どこか吞のん気きな口調でそんなことを言う彼女と、手元の「１０８」とを見比べる。

　使うしかないだろう。それが九ここの重えの望みだし──何よりそうしなければ、三み七な守もりだって助からない。

　そんなことが、できるわけがない。九ここの重えを見捨てるだと。馬鹿げている。

　二つの感情が相克し合って、ぐちゃぐちゃに渦を巻く。その思考は一瞬であったかもしれないし、数分は続いたかもしれない。

　──だが、どうあれ。結果的に私の思考に決着を付けたのは私自身ではなかった。




　ごそりと。背後から妙な物音がして振り向くと。

　先ほど九ここの重えの秘ひ蹟せきで倒れたはずの兵士。その一人が、ゆっくりと身を起こしていた。

　黒霧に身を蝕むしばまれ、しかしその強きよう靭じんな生命力……あるいは執念は敵ながら大したもの。

　右半身が真っ黒に変色し、朽ち果てた姿でなお──彼はまだ動く左手で拳銃を構える。

　銃口は、九ここの重えを見ていた。

「──！」

　銃声が三発。

　真っ白な雪を、飛散した血液が染しみ込こんで解かす。




　間に分け入って銃弾を受けた──私の、血だった。

「──っ先生!?」

　悲鳴を上げる九ここの重えを庇かばいながら、私は懐ふところの拳銃を抜いて無我夢中で引き金を引く。とっさ撃ちだったがその弾丸はどんぴしゃり、敵兵の眉間を撃ち抜いて、今度こそ絶命させるに至る。

　……ようやく、ランバージャックに貰もらったこれが、役に立った。

　私の腕前もなかなか捨てたものじゃないなと呟つぶやくと、九ここの重えが血相を変えて私を見る。

「先生、傷は──」

　背中が、焼け付くように痛い。呼吸も、恐らくは肺を弾が掠かすめたかしたのだろう、どうにも息をしようとするたびに激痛が走る。……気合いを入れていなければ、すぐにでも瞼まぶたが落ちてしまいそうだ。

「何で。何で、私を庇かばったりして──私はもう、いいって言っているのに！」

　私はまだ、諦めたつもりはない。

　激痛の走る体に活を入れて大きく深呼吸をすると──得も言えぬ苦く悶もんと共に血けつ痰たんがこみ上げてくる。

　咳せき込こみながら吐き出して、口元を拭う。体中が寒くて寒くてしょうがないのに、背中は焼けた石でも背負っているかのように熱く、痛い。

　……だが、お陰で迷いも、どこかへ吹き飛んだ。

「先生!?」

　私は拳銃を握ったままの左手で、三み七な守もりを小脇に抱えて──それから空いた右手で九ここの重えの体を持ち上げる。両脇に一人ずつ抱える格好だ。

　いくら少女と言っても人二人。生半可な重さではないが、泣き言を言っている暇もない。

　痛む足に鞭むち打うって、一歩ずつのろのろと歩き出した私に──九ここの重えは涙目で首を横に振る。

「やめて下さい、先生！　傷が……早く、手当てしないと！」

　その通りだ。だから首を振るな、振動だけでも傷に響く。……そう言っているのに彼女ときたら、泣きわめくのを止やめようとしない。

「お願い、先生……。私を捨てて、三み七な守もりさんと一緒に、少しでも早く……そうでないと、先生が……死んじゃう」

　言いたいことは、それだけか。だったらもう、お願いだから黙っていてくれ。

　そう口にしたような気もするし、思っただけだったかもしれない。意識が朦もう朧ろうとして、どうにもよく分からない。

　……ともあれ、ここで倒れるわけにはいかない。こんなところで死んでいたら、「守り抜け」と言った彼に顔向けができない。

　恐らくもう、麓へはそう遠くはない。あと少し歩けば、それでどうにか。

　だから、もう一歩。少しでも、前へ。

　分厚く積もる雪に足を取られそうになりながら、私は無我夢中で、歩き続けて──




「──先生！」




　突然九ここの重えが叫んで。また何か文句を言い出すのかと思った、その時だった。

　ふと、彼女を抱えていた右腕がひどく軽くなって。バランスを崩して私は左側へと倒れそうになり──三み七な守もりを下敷きにしないようにどうにか、前のめりに倒れる。

　何だと言うのだ、一体。私は右手を支えに起き上がろうとして、しかしどうにも妙な感覚。

　脳は確かに右手で地面を押そうとしているのに、現実がそれに伴わない。

　右肩を見つめて、私はその理由を理解する。

　右腕が──肩口から綺き麗れいに、切断されていた。




　脳が事態を認識して、ようやく遅れて痛みがやってくる。背中のそれを忘れそうになる、強烈な激痛。たまらず雪の中をもがき回る私に──上から、声が降ってきた。




「対象を、捕捉」




　真っ白な髪の、黒衣の少女。九十九番目の聖女、Ａ‐０９９。

　外された右肩をだらんと垂らしながら、彼女は私を見下ろして。

　げほげほと咳せき込こんで血の塊を吐き出すと、彼女は私を澱よどんだ瞳で見つめて──口から唾液と血の入り混じったものを垂れ流しながら、無機質な声音で呟つぶやく。

「……最優先目標を、変更。処理を、実行」

　軍ぐん靴かのつま先が、私の腹にめり込む。聖女の全力で蹴り上げられて、体がわずかに浮き上がるのを感じる。痛みはもう、脳が処理できる範はん疇ちゆうを超えたのか消きえ失うせていた。

　そんな私の反応の乏しさに苛いら立だったのか。Ａ‐０９９が私の左手──「１０８」を握りしめたままだった左手を、真上から踏みつける。

　ぐしゃりと嫌な音。中に握っていたアンプル瓶共々手の骨が粉砕されて、左手が、じんわりと膜に覆われたような奇妙な感覚に包まれる。

「先生！　止やめて下さい、お願い、だから……！」

　泣き叫ぶ九ここの重えには目もくれず、Ａ‐０９９は無表情のままでもう一度、高く足を持ち上げて──落とす。

　軍ぐん靴かの踵かかとが、みぞおちを深く踏む。思わず唸うなった私を地面に縫い止めたまま、彼女は「腐敗」によって血ち塗まみれになったその左手で、大太刀をゆっくりと振り上げた。

「処理、を、実行」

　私はそれに、どうにかして抵抗しようと左手をかざす。

　踏み砕かれて真っ赤に腫れ上がった手。手のひらは血ち塗まみれで、そこには真っ黒な液体がべっとりと付着している。

　……真っ黒な？

　アンプルが砕けた時にガラスで傷ついたのだろう、手のひらには無数の細かな傷があって。

　そこに──黒い、泥のようなものがもぞもぞと、まるで生き物のように蠢うごめいている。

　何だ、これは？

　私はしばし、その奇怪な這はいずるものに視線を奪われて──それからようやく、もっと大きな異変に気付く。

　振り下ろされんとしていた大太刀。その黒こく刃じんが、中空で静止していた。

　いや、それだけじゃない。悲痛な表情の九ここの重えも、降りしきる雪も。

　その全てが──静止していたのだ。




　体を動かそうとしてみる。しかしどうやら私自身もまた、動けないようだ。

　……死ぬ間ま際ぎわに見る幻覚。脳内麻薬による過鎮静で体感時間の失調を来したのか？

　そんな仮説はしかし、鼓膜を震わせるひとつの声によって破られた。




「やあ、久々だね、調律官ウオツチヤーくん」

　聞き覚えのある響き。鈴を転がしたような可か憐れんな、どこか人を冷笑するかのような口調。

　眼球だけを動かして、周りを見る。

　倒れた私の顔を上から覗のぞき込こむようにして──少女の姿をした管理官コントロールが、立っていた。




　　　　■




「何でお前が生きているんだ、とか、この状況はなんなんだ、とか。まあ色々と言いたいことは山ほどあるだろうけれど……あまり悠長にもしていられないのでね、手短にいくとしよう」

　なんて、こんな状況だというにもかかわらずひどく落ち着き払った口調で、あまり落ち着かない前置きをすると──彼女は以前とまるで変わりない様子で話を始めた。

「ひとつは、なぜ私が生きていて、ここにいるのかという疑問についてだ。……私は確かに、拷問の末にそりゃあもう惨むごたらしい死に様を遂げた。その認識は、実に正しい──というのも。今こうして話している私は肉体を持ってここに実在しているわけではなくて、君の体内に入り込んだ『１０８』を介して君の主観記憶の中に擬似的に再現されているだけだから」

　滔とう々とうと語る彼女に、私は制止を差し挟む。彼女が言っていることが寸分も理解できなかったからだ。

「１０８」を介して入り込んだ？　主観記憶の中に再現？　何を、言っている。

　私の問いに、彼女は気分を害したふうもなく頷うなずいて続けた。

「勿もつ体たいをつけてもしょうがないからね、核心に入ろう。……私は、ヒトじゃあない。この星の外から来たもの──この国の軍部が定義したところの【外なる神アウターゴツド】と呼ばれるもの、その顕現体のひとつだ」

　さらりと彼女が告げたその言葉に、私は目をみはる。

【外なる神アウターゴツド】。それはまさしく、以前彼女が話したもの。九ここの重えたち聖女の遺伝子に組み込まれているという、異形の存在のことではなかったか。

「その通り。覚えていてくれると話が早くて助かるね。……とはいえ、かつて軍部によって回収された遺骸がそのまま私と同一というわけではなくて、アレと私は元をひとつに辿たどるもの──とあるひとつの存在から分化した別々の個体なんだ。……そうだね、人体で言えば親指と人差し指みたいなイメージで考えてもらえばいい。

　……で、その『神』とやら。つまりは私が何で、今君の記憶に割り込んでいるかという話だけれどね。それは君が持っていたあの『１０８』が、とんだ偶然で君の体内に入ってしまったからなのさ。

　──『１０８』。あれは私たち『神』の細胞そのものなんだ。『神』の細胞を別の『神』の体内に植え付けたら、拒絶反応が起きて死ぬ。聖女たちは【外なる神アウターゴツド】の遺伝情報を部分的にとはいえ保有する……いわば半神とでも言うべき存在だからね。彼女たちにこいつを注射すれば、拒絶反応で速やかに死に至る──そういう理屈で、安楽死用として手渡されていたってわけさ」




　延々と語り続ける彼女に、私はそこで、しびれを切らして言葉を返す。

　そんなつまらない事情は、今はどうでもよかった。それよりも──一体彼女は、何のために私の前に現れたのか。それを知りたかった。

「せっかちだなぁ……と言いたいところだけど、まあ話をしていられる時間もそう長くはないからね。お望み通り手短にいこう。私がここに現れたのはね、君に、選択肢を与えるためさ」

　選択肢？

「ああ、そうだ。……君も重々承知だろうけど、君は客観時間にしてあとものの数秒で死に至る。その前に──選びたまえ。ここで大人しく死ぬか。あるいは、力を得るか」

　私の顔の前に手を伸ばし、ぴんと二本の指を立ててそんなことを言う管理官コントロール。

　薄ら笑いを浮かべ続ける彼女に、私は眉をひそめる。選択肢と言いながら、実質一択──どう考えても罠わなとしか思えないではないか。

「警戒心が強いのはいいことだ。……なに、別に大したことじゃないよ。ただちょっと、君の体内に入り込んだ『１０８』──そこに封じ込められた【外なる神アウターゴツド】の力を君と一体化させる。要は人間をやめることになる、それだけさ」

　それだけ、とは。この自称神は随分と、気軽に言うものだ。

　失笑する私に、彼女は余裕の表情で肩を軽くすくめる。

「それだけ、だよ。【外なる神アウターゴツド】を受け入れれば、君は聖女たちと同様の力を手に入れる。彼女たちにも引けを取らない──いや、あくまで遺伝子情報レベルでほんの少し混ぜ込んだだけの彼女たちとは純度が違う。こっちは原液を直じかにぶち込む荒療治だからね。彼女たちすら比較にならないほどの圧倒的な力で、君は彼女たちを救うことができる」

　甘言を弄する管理官コントロールに、私はしかし首を縦には振らず──代わりに問う。

　代償は、何だ。そんなうまい話がただで転がっているほど、この世界は都合のいいものではないはずだ。

　そんな私の問いに、彼女はけろりとした顔で、

「そうだね。失敗すれば君はあっという間に『神』に喰くわれて死ぬ。低位の雑ざ魚こ神性ならばさておき、ここに封入された細胞は──文字の通りに格が違うモノだから。君のような何の変哲もないただの人間風ふ情ぜいが飼いならせる確率は、那由多にひとつと言ってもいいくらいだ」

　それはまた、随分あっさりと都合の悪い手の内を見せたものだ。

「隠し事は嫌いだからね。それで君からの信用を喪うしなっては元も子もないし」

　あっけらかんにそう返すと、彼女は改めて、私をじいっと見つめて続ける。

「……ともあれ、選びたまえ。力を拒否して、このまま人として死ぬか。あるいはごくごくわずかな可能性に賭けて、力を受け入れるか」

　否いなと言えば、私はこのまま大太刀に頭を割られてあっという間に死ぬ。私だけじゃない、九ここの重えや三み七な守もりも。……あるいはＡ‐０９９が追いつけば、八や刀とたち残りの聖女らも危ないだろう。

　ならば受け入れると答えれば。……それにしても、胡う乱ろんな道だ。確率は論ずる必要もないほどに低い。成功しても、どうやら私は人間ではなくなるという。

　全く、お笑いだ。神さまというのは得てして人に試練を課すものと言うが、それにしても無茶振りが過ぎる。

　思わず笑みがこぼれるのを隠しもせず、私は彼女に向き直る。

　色々と言葉の限りを尽くして手厚い説明をしてくれたところ悪いが、そんなもの、選ぶまでもない。




　──調律官ウオツチヤー。

　私はずっと、この物語の外にいた。

　迫りくる己の運命と向き合いながら、それでも前を向いて生き続ける九ここの重えたちを、ずっと近くで見続けて──けれど私は、ただ見ているだけの傍観者でしか、なかった。

　救いなんてありはしない。私にできるのはただ、緩やかに死に至る彼女たちの、側そばにいることだけ。そう、自分にすら言い聞かせてきた。

　けれど──そんなのはやっぱり、噓うそだ。




　遠くに転がった拳銃を、見つめる。

　私はずっと、それを願っていたはずだ。

　力が欲しい。道理を捻ねじ曲まげてでも彼女たちの未来を作ってやれるような、力が欲しいと。

　傍観者としてではなく、一人の登場人物として。私は私の役割を果たしたいと心のどこかでそう、願い焦がれていたはずだ。……だから。

　人の身では彼女たちを救うことができないというのならば、上等だ。

　私は喜んで、人であることを投げ捨てよう。




「……なるほど。ならば私は、君と共に在ろう。願わくば、君が運良く、人であることをやめられますよう」

　チェシャ猫のような笑みと共に、その姿が陽炎かげろうみたいにかき消えて。

　最後にひとつ残されたのは、残響のような言葉。

「我が名は、『ナイ』。さあ、あの愛いとしき子らを──この狂った箱庭から、救い出そう」

　そして、時は、動き出す。

「調律官ウオツチヤー」でも「人」でもない。「私」の時が──動き始める。




　　　　■




　Ａ‐０９９の振り上げた大太刀を、九ここの重えはただ呆ぼう然ぜんと、横たわったまま見つめていた。

　首から上と左手くらいしか、まともに動かせない。ならば這はってでも──と思っても、到底先生のもとへは届かない。

　秘ひ蹟せきを。震える左手で、少女は願う。……けれどその体力はとうに限界で、わずかな異能すらも発現しえない。

　少女は、願う。

　お願いします、神さま。どうか。

　どうか最後にもう一度だけ、秘ひ蹟せきを──




　黒こく刃じんが振り下ろされて。

　しかし聞こえたのは、骨を砕く音でも、肉を断ち割る音でもなかった。

　ぱきり、と乾いた軽い音。

　その音に──九ここの重えは恐る恐る、前を見る。




　Ａ‐０９９の振り下ろした大太刀は、しかし先生の眉間ぎりぎり、その仮面にひびを入れたところで止まっていた。

　先生の掲げた、右手。

　闇よりも真っ黒な、その右手が──大太刀の刀身を、握りしめていたのだ。




「……っ」

　力任せにその手を振りほどいて、大きく後ろに跳ぶＡ‐０９９。大太刀を構え直す彼女を前に、先生はゆっくりとその身を起こして──わずかに積もった雪を払いのけた後、軽く仮面をまさぐる。

　中央を縦に走る大きなひび。少しばかり名残惜しそうな様子で仮面の表面をなぞった後──先生は左手で、仮面を無造作に投げ捨てる。

　仮面の下。細面の相貌。

　朦もう朧ろうとする意識の中、視界は既に闇に覆われていてもう、何も見えない。
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　……けれどそんな中、たったふたつだけ、光が見える。




　水色がかった、明るい青。

　月のようなその青色は、彼女たちのそれと、よく似ていた。




──。

　無我夢中で眼前まで迫っていた刃やいばを防いだ後。雪の中から身を起こしながら、私は自身の状況をざっと観察した。

　体中は血ち塗まみれ。けれどどうしたことか、あんなにも痛んでいた背中はなんともないし、呼吸の苦しさも消きえ失うせている。踏みにじられ、風船みたいに腫れ上がっていた左手は何事もなかったように元通りになっているし、あらぬ方向に向いていた指もなんともない。

　そして何より、今しがた伸ばしたのは──先ほど斬り飛ばされたはずの、右腕だ。

　視線を落として、右腕をじっくりと検分する。大きさも、太さも、元の自分の腕と変わりはない。動かすこともできるし、感覚だってある。

　けれどその質感は、実に奇妙だった。まるで夜の闇を凝縮して固めたかのような漆黒色で、触れた質感は硬いゴムのよう。温度も、温かいんだか冷たいんだかいまひとつ判然としない。

　得体の知れないものが体から生えているというのはどうにも居心地が悪かったが──ともあれ私は、現状を総合的に判断してひとつの結論を得る。

　……私はどうやら、賭けに勝ったらしいということだ。

　身を起こして、私は九ここの重えの前に庇かばい立たつ。彼女を一いち瞥べつすると、どうやらいよいよ体力の限界であったのだろう、深く眠り込んでいた。

　……好都合ではあった。こんな訳の分からない状況を見られていたら説明に困るところだ。

「……正体不明。新たな脅威を認識──対処を検討」

　私の右腕を睨にらみつけて、対たい峙じするＡ‐０９９がぽつりと呟つぶやく。私は小さくため息を吐き出して、右手で前髪を軽くかき上げながら首を横に振る。正体不明、ときたか。

　管理官コントロール……いや、ナイと名乗った彼女の言葉を借りるならば、人であることをやめた──の、だろうが。実感としてはせいぜい怪け我がが治ったこととこの奇怪な右腕以外に、それらしさは感じない。

　……本当に、大丈夫なのか？　若干の不安感を覚えていると、

〈おや、疑うのかい。失礼な奴やつだな君は〉

　いきなり耳元でそんな声が聞こえて、私はぎょっとして肩を跳ねさせる。横を見ると、しかし誰もいない。何だ、一体。

〈君の精神に直接情報を伝達しているんだ。……おめでとう、調律官ウオツチヤーくん。君も晴れて、人でなしの仲間入りだ〉

　皮肉なのか判然としない歓迎の言葉を告げる彼女に、私は文句のひとつでも返してやろうかと口を開きかけて。

〈それより先に、アレをどうにかした方がいいと思うよ〉

　そんな忠告に視線を戻すと──大太刀を構えたＡ‐０９９が、すぐ側そばまで迫っていた。

「処理を、開始」

　右腕を掲げて、刃やいばを直接受け止め、弾はじく。どうやら耐久性はなかなかのものらしく、腕を斬り飛ばされずに済んだ。

　と、安あん堵どしたのも束つかの間ま。Ａ‐０９９の瞳が妖しく輝いて、次の瞬間──私の脇腹が、鋭利な刃物でやられたようにぱっくりと断ち割られた。

「三十七号異能。【絶対防御リジエクター】」

　──「絶対防御」。空間断裂による攻撃だ。

　文字通り身を刺すような激烈な熱に思わず声を上げる私に、耳元で叱しつ咤たの声が飛ぶ。

〈怯ひるむな、その程度は何の問題もない！〉

　問題ないだと、馬鹿を言うな。どこからどう見ても致命傷だ──

　と、言いかけて。私はふと、脇腹にあった焼くような痛みが消えていることに気付く。

　見ると──ぱっくりと裂けた軍服にはおびただしい量の真っ黒な血液が付着していたものの、その下の皮膚は何ともない。

　……否いな、私はすぐに理解する。恐らくは驚異的な速度で、傷口が修復されたのだ。

　自分の体ながら、化け物じみていると言わざるを得ない。

　鉄面皮にわずかに動揺を滲にじませながら、Ａ‐０９９がこちらを睨にらむ。瞬間、全身に凄すさまじい重圧が掛かって私は思わず雪の中に突っ伏してしまう。

「重力制御」の秘ひ蹟せき。一い六む矢やが用いていたものだ。

「十六号異能──及び、十七号異能の並列起動」

　続けざまに、秘ひ蹟せきが発動。私の体──左腕が凄すさまじい熱に包まれて燃え上がる。「発火」。一い七な葉ばの秘ひ蹟せき。

　熱い、熱い、熱い。このままだと、全身に火が燃え広がりそうだ。

〈なら、斬り落とすのがいい。どうせ腕なんてすぐに生える〉

　斬り落とす？　どうやって。

〈こうやって、さ〉

　瞬間。私の右手の「闇」が蠢うごめいたかと思うと──手の中に、一振りの刃やいばが生まれる。

　剣の形をした、漆黒。それを左肩に当てると、抵抗もなくするりと腕が落ちた。恐ろしい切れ味だ。

　左肩から流れ出る黒い血液が固着して、一瞬のうちに腕を形作る。こちらは以前と変わらない普通の腕。再生したてだが、どうやら問題なく動くらしいことを軽く確認しつつ──私は右手の黒剣を構えて、Ａ‐０９９へと駆ける。

「……対象の脅威度を更新。判別不能。自己保全を除外、『聖痕ステイグマ』による不可逆的損傷を許容。対象の駆逐を最優先する──」

　そう呟つぶやくと同時にＡ‐０９９の瞳が、ひときわ強い光を放つ。

　瞬間。踏み出した私の右足が──一気に腐敗して、砂のように崩れて落ちる。

　数多あまたの異なる異能を操る、彼女の力。「複写」の秘ひ蹟せき。一度目視した秘ひ蹟せきをコピーする、模倣の秘ひ蹟せき。

　そして今。彼女が模倣し、用いているそれは──

「九号異能、【腐敗ルイネーター】……解放リリース」

　秘ひ蹟せきが幾重にも展開されて、私の体は再生した端から腐食され、砕けていく。

「万象の腐敗」。九ここの重えの、秘ひ蹟せき。なるほど、敵として相対するとこうも絶対的なのか。

　流石さすがにこうなると近づくことすらできず、私は身を溶かし、砕かれ続ける痛みに苛さいなまれながらただうずくまり続ける。

　手も足も出ない。だが──勝機はある。

　圧倒的な、死と破壊の力。けれど、彼女のそれは。




「……か、はっ」

　終わりは、程なくして訪れた。

　口からおびただしい量の血液を吐き出して、Ａ‐０９９がその場にしゃがみ込んだのだ。

　腐食して骨まで見えていた私の足に、肉が生えて皮が覆う。立てるようになったのを確認すると、私は彼女の元へと歩み寄り──今も吐血を続ける彼女をじっと見下ろす。

「か、ぅ。任務を、継続。けい、ぞく──ぅ、あぁあ、ぁぁぁあぁぁ」

　……聖痕ステイグマ症候群、だろう。「万象の腐敗」──特に負荷の激しいあの秘ひ蹟せきを連発したがゆえに、全身に急激に発作症状が出たのだ。

　無表情のまま全身を痙けい攣れんさせ、口から、目から鮮血を垂れ流しながら悶もだえる彼女へと駆け寄ると──彼女は虚こ空くうを見つめたまま、ゆらゆらとその両手を天に向ける。

　まるで誰かに、救いを求めるように。

　まるで神にでも祈るかのように、彼女はその手を、伸ばし続ける。




〈どうする？〉

　耳元で、ナイが静かに囁ささやく。

　Ａ‐０９９。聖女たちを処分するためだけに存在した、九十九番目の聖女。

　……彼女は何人もの聖女たちを手にかけた。それだけじゃない、守衛官デイフエンダーたちだって。

　それを考えれば──これは、彼女への復ふく讐しゆうともなろう。

　事切れるまで、永遠に悶もだえ苦くるしみ続つづける。なるほどそれは素晴らしい仕返しだ。

　きっと、さぞかし胸がすくことだろう。……けれど。




　そんな彼女を前に私は、ポケットの中から一本のアンプル瓶を取り出す。

「１０８」。予備として残していた、もう一本。

　シリンジと針を組み立てた後、アンプルのキャップを切って中身を吸い上げる。

〈どうせすぐに死ぬ。……いや、もともと彼女はただの混ぜものだ。最初から、死んでいたも同然だ。そんなものを使ってやる必要も道理も、ないと思うがね〉

　それでも、だ。

　月の光を透過してきらきらと光る、透明な液体。【外なる神アウターゴツド】の遺伝子を持つ彼女たちにとっては猛毒となるそれを彼女の腕に突き刺して──シリンジの押し子にゆっくりと、圧をかける。

「……あ」

　ものの数秒のうちにＡ‐０９９の顔から苦く悶もんの色が消えて、代わりに、まるで微笑ほほえんでいるかのようにその表情筋が弛し緩かんする。

　険の取れた、年相応の笑顔。虚うつろな瞳に月明かりを映しながら──瞼まぶたがゆっくりと、閉じていく。

　伸ばされた腕が、ぱたりと地に落ちて。

　穏やかな表情のまま──小さな小さな少女の体は、それきり動かなくなる。




〈……良かったのかい、それで。彼女は──君にとっては、何人もの仇かたきだろう〉

　そう問うてくるナイに、私は何も答えず月を仰ぐ。

　良かったのか、なんて。そんなこと、知ったことか。

　私は神でもなんでもない。ただの、人間もどきでしかないのだから。




　……情けを掛けたわけじゃない。情が移ったかと言えば、そんなことはあり得ない。

　血で汚れたＡ‐０９９の口元を軽く拭ってやった後、私はゆっくりと立ち上がると九ここの重えの方へと振り返る。




　同じだったはずなのだ、Ａ‐０９９も、九ここの重えも。

　ただ──彼女は、どこまで行っても私たちの敵だった。そうあることが、彼女の存在する理由だった。それだけなのだ。

　だから、せめて。

　共に生きることができないならばせめて──安らかに眠ることくらいは、許されよう。




──。

　九ここの重えの元に戻ってしゃがみ込む。まだ気を失ったままの彼女を担かつごうとして。しかしその時、周囲に無数の気配を感じて動きを止めた。

　周辺の木々の陰から、強化外装パツケージを纏まとった兵士たちが何人も姿を現す。……どうやら、少しばかり余計な時間を食いすぎたらしい。

「動くな！」

　鋭い怒声と共にこちらに向けられた銃口。けれどその警告を無視して、私は一歩、足を踏み出す。

　こちらを生かすつもりなど毛頭なかったらしい。無数の銃口が火を噴いて──体中を散弾の驟しゆう雨うが穿うがつ。

　あまりの痛みに意識が飛びそうになるが、今はまだ、ダメだ。よろけながらも踏みとどまって、私は右手に意識を集中させる。

　黒が凝集して、手の中に生まれた一振りの剣。それを握りしめながら、私は周りの兵士たちへと切っ先を向ける。撃たれた傷口は、既にほとんどが回復し終えていた。

「……ひ、化け物……！」

　兵士の一人が、恐怖に負けて声を漏らす。都合がいい、怯おびえてくれた方がやりやすい。

　だが──それにしても、「化け物」。あまりにもしっくり来るその言葉に、自然と笑みがこぼれてくる。

　銃弾で抉えぐられた頰が引きつってじくじくと痛む。しかしその表情が、より彼らの恐怖心を煽あおったらしい。じり、じりと包囲の輪が少しずつ後退していく。

　……とはいえ敵の数は少なくない。見えるだけでも八人。気を失ったままの二人を庇かばいながら戦わなければいけないことを考えると、容た易やすいことではない。

　ナイが授けた力がどの程度のものか、理解しきってはいない──だが今は、やるしかない。




　傍かたわらに倒れ伏したままの二人をじっと見つめて。それから九ここの重えの頰を、左手で軽く撫なでる。

　生気のない、真っ白な肌。かしましくよく喋しやべる唇も、今はぴくりとも動いてくれない。

　けれどまだ──その胸はわずかながら、上下している。その心臓はまだ、生きることをやめてはいない。

　……ならば私がすべきことは、たったひとつだ。

　もはや私は、傍観者ではない。一い六む矢やや一い七な葉ばと同じように。あるいは守衛官デイフエンダーの彼らと──ランバージャックたちと同じように。

　私の手には、力がある。彼女たちの未来を切きり拓ひらくための、力が。

　──だから私は今度こそ、私の為なすべきことを為なそう。




　幸い、彼らのターゲットは九ここの重えたちから私自身へと向いているらしい。ゆっくりと立ち上がると、私は九ここの重えたちに流れ弾が行かないよう立ち位置を移動しようとして──けれど、その時だった。

　私が動くよりも先に、無数の銃声が響く。

　全身を襲うであろう衝撃を予期して身をこわばらせて、けれどどうしたことか一向に、体中を無数の銃弾に貫かれるような感触はない。

　代わりに聞こえたのは、無数のくぐもったうめき声。周囲に視線を向けると──今しがたまで私たちを包囲していた兵士たちが皆、その場に倒れ伏していた。

　代わりに──

「矛を収めて下さい、調律官ウオツチヤー」

　そう言って姿を見せたのは金髪の、年若い女性だった。

　一介の市民のような粗末な服装ではあるが、しかしその足取りは、よく訓練された軍人のそれだ。

　警戒心を顕あらわにする私をじっと見つめて、彼女は敵意のないことを示したいのか、両手を軽く掲げながら続ける。

「警戒されるのも無理はないことですが、ご安心を。我々は貴方あなたがたの敵ではありません」

　そう言って彼女が軽く右手首を振ると、周りの木陰からは漆黒色の──帝政圏の制服を着た兵士たちがぞろぞろと現れる。──そして。

「先生、無事なの!?」

　聞き覚えのある声が聞こえて私は思わず目をみはる。兵士たちに守られるようにして後ろから歩み出てきたのは──八や刀とだったのだ。

　一体これは、どういう状況なのか。吞のみ込こみ切きれずに困惑する私に、彼女は珍しく頰を上気させながら答える。

「この人たちが、助けてくれたの！」

　彼女の言葉を受けて、金髪の女性の方を再び見つめる。

　何者だ。そう問うと──女性は小さく頷うなずいて、眼鏡を押し上げながら淡々と口を開いた。




「我々は、帝政圏情報部のものです。……調律官ウオツチヤー、そして、『聖女アーテイフアクト』──貴方あなたがたを、お迎えに上がりました」








──生存中の「聖女アーテイフアクト」個体数：……










■７──エピローグ、あるいはそれは、幸せな結末。






　大陸暦一九四三年、三月八日。記録番号──１９４３‐０３‐０８。

　記録をつけるのも久々のことだと、端末を操作しながら私は独り懐なつかしさを感じていた。

「冬魔女の季節」と呼ばれる寒期が通り過ぎて、ようやく日差しも暖かくなってきた頃合いのこと。私たちは帝政圏の中心部である帝都「ノイエスフィール」に滞在していた。

　地上の神都とも称される、荘そう厳ごんな都。

　郊外の小高い丘、その上に建てられたこの孤児院の窓から見える帝都の景観は──華美さこそないものの街全体のありとあらゆる構造物が完全な調和を意識して設計されているかのような機能美をたたえていて、見慣れてきた今ですらも毎朝カーテンを開ける度に息を吞のむほどだ。

　卓上のコーヒーカップを取り、口をつける。そう言えば仮面を着け忘れていたことを思い出して、私は机の引き出しからいつもの──無骨な仮面を取り出すと、顔に装着する。

　朝の十時四十分。もう少しで、彼女たちが来る時間だ。

　部屋を見回して、私は何か不足がなかったかを確認する。

　清潔感のある、白を基調とした一室。壁は医学書や研究資料、その他の書類が詰まった本棚で埋め尽くされていて、中央には執務机と据え置き型の端末、隅にはベッドも置かれている。

「箱庭」で使っていた医務室と、よく似た部屋。

　この部屋は──ここ帝政圏において私に割り当てられた、診察室だった。




──。

　あの日の晩。帝政圏の使者を名乗る女性に連れられて山を下りた私たちは、そのままの足であっさりと国境を越えた。

　彼女たちが本当に帝政圏の人間なのか。ともすればそれを騙かたっている連邦側の人間なのではという懸け念ねんも当然あったが──結果としては私たちは先行していた残りの聖女たちとも合流。今度こそ追撃を受けることもなく、亡命を果たすこととなった。




　単なる亡命者に対する扱いとは明らかに一線を画した丁重な護送、そして負傷者に対する緊密な手当てを享受することとなった私たち。

　それについて情報部を名乗るあの金髪の女性に問うてみたところ、返ってきたのは「貴方あなたがたは、我々にとってきわめて重要な存在である」……という、どうにも摑つかみどころのない回答であった。

　ともあれ。その答えの真意はさておき私たちはそのまま帝都へと送られ、そこで数々の手続きを経て正式に、この国の人間となった。

　斯かくして私たちは帝政圏の市民としての身分を手に入れて、しかも。

　当面の生活の保証に加えて、使われなくなって久しいというこの孤児院までも無償で譲り受けるという──破格の待遇でもてなされることとなった。

　……無論いくつかの、交換条件を受け入れる引き換えに。




「失礼します、ナイ」

　ノックと共に聞こえてきた声に答えると、扉を開けて入ってきたのはあの情報部の女性だった。

　まだ二十歳はたちかそこらに見える若々しい外見。けれど鉄面皮のその表情と無駄のない身のこなしは完全に軍人のそれである。

「ティー」と、彼女はそう名乗った。恐らくは実名ではなく、情報部の符丁としての「Ｔテイー」なのだろう。そう思いながらも他に呼ぶ名もないので私はそう呼ぶことにした。

　……ちなみに、ナイというのはこちら側で私が名乗っている名前だ。何のことはない、調律官ウオツチヤーでなくなったのだからウォッチャーでは収まりが悪い──そんな理由から、管理官コントロールの名を拝借して即席で付けただけの仮名である。

　何の用かと問うと、彼女は機械じみた抑揚の乏しい声音で口を開く。

「例の研究……『抑制剤サプレツサー』の開発の進捗についてのご報告です」

　そんな前置きの後に話し始めた彼女の言葉に、私は耳を傾ける。

　……そう。帝政圏が我々を受け入れるために出した交換条件というのが、これだった。

　聖痕ステイグマ症候群と呼ばれる疾患に対する研究と、その抑制薬の開発。

　聖女たちに関する研究の詳細は既に、管理官コントロールから前金代わりに受け取っている。だから情報提供だとかそういったものは一切必要ない、ただ研究にだけ協力してくれればそれでいい──彼らから提示されたのはそんな、あまりにも都合の良すぎる条件だった。

　当初は、その条件に疑心暗鬼にならざるを得なかった。それもそうだろう、亡命して、身分や住居を与えられ、生活を保証してもらった挙げ句に──彼女たちの治療の手助けまでしてくれるというのだ。

　何か裏がある。そう思うのも当然だ。




　一通り、報告事項を話し終えたティーに、私はふと問うてみる。

　……なぜ彼女たちは何も、要求しないのかと。

「要求しない？　その質問は奇妙です。我々は貴方あなたから、『抑制剤サプレツサー』の開発に関する重要なデータを受け取っています」

　そんな返答を、信じられるはずもない。

　私が帝政圏の研究に協力しているのは、単にそれが聖女たちにとっても得になる内容だからという理由からに過ぎない。

　余りにも、この条件は私たちにとって得が多すぎる。となれば裏を勘ぐるのは当然だ。

　帝政圏は一体、何を企たくらんでいる。何のために、私たちを生かしている。

　問いを重ねる私に、けれど彼女は眉ひとつ動かさずに──ただ、機械的な答えを返す。

「当然。この世界のためです」

　世界のため、と来たか。まあ、彼女たち帝政圏の人間からしてみれば連邦は世界を揺るがす怨敵とも言えるだろうから大げさな表現でもないのだろうが。




　……などと、考え事をしていると。扉の外から何やらどたどたと、騒がしい物音が聞こえ始めてくる。

　時計を見ると、既に十一時を回っている。今日は診察の日。……彼女たちが、来たのだ。

「では、これで」

　小さく会え釈しやくをした後、踵きびすを返して扉を開けるティー。すると彼女と入れ違いざまに、三人の聖女たちがなだれ込んでくる。

「ちょっと六りつ花か、貴方あなたが押すから転んだじゃない！」

「うぇぇ……やっちゃん、ごめーん……ってあああっ、みーちゃんが目回してる!?」

「きゅう……」

　八や刀と、六りつ花か、三み七な守もりの三人。折り重なって倒れている彼女たちを引き起こしてやると、六りつ花かを除く二人はなんともバツの悪そうな表情であった。

　それにしても、今日はいつもより来るのが早い。普段であれば予定よりだいぶ遅れてくることが多いのだが。

　そうぼやくと、六りつ花かが八や刀とを一いち瞥べつしつつ何やらにやにやしながら頷うなずく。

「今日はやっちゃんが急せかしたからねぇ。先生を待たせちゃ悪いから、って」

「ななな何言ってるのよ六りつ花か！　私は別にね──」

　きゃんきゃんとかしましい二人は置いておいて、私は先に三み七な守もりを椅子に座らせた。

　──調子はどうかと、彼女に問う。

「ええ、どうにか」

　はにかんだように笑う彼女を、じっと見る。

　首には繕い跡のある赤いマフラーを巻き、右目には眼帯を着けている格好。

　彼女が一番の重傷者だったが──あれからどうにか、奇跡的に体調は持ち直した。

「箱庭」で負った肩の傷も今ではすっかり後遺症もなく、心臓の方は……多少ベースの具合は悪化したものの、日常生活を送る分には支障はない。

　目は──こちらは傷が深く、右目に関しては視力はもう戻らないであろうと思われたが、その事実にも彼女はあまり、落ち込んだ様子はなかった。

　片目で不便なことはないかと問うと、彼女は少し考え込んだ後、

「ない、って言えば噓うそになります。遠近感もまだ慣れなくて、よく色んなものにぶつかったりしちゃいますし……視界が狭くなった分、やっぱり色んなものにぶつかったりはしますけど」

　ぶつかりまくりらしい。少し心配になる私だったが、「けど」と彼女は慌てて首を横に振り、それから隣をちらりと一いち瞥べつした後──

「六りつ花かちゃんがいてくれるから、大丈夫です」

　少しだけ頰を赤くして胸を張ってそう告げる彼女に、六りつ花かも「うんうん」と鷹おう揚ように頷うなずく。

　そんな六りつ花かの左腕を見て、次は彼女に腕の調子を問う。

「んー、まあ、ぼちぼちかな。まだちょっと、慣れないや」

　左腕を軽く持ち上げて、きしきしと音を立てながら掌てのひらを握ったり開いたりしてみせる彼女。

　その左腕、二の腕より先の部分は──すべて人工の、金属製の部品で構成されていた。

　機工式義肢。帝政圏では割とメジャーであるという、筋電式の義肢である。




　あの戦闘の後。帝政圏側の尽力で改めて処置を行うことができたため、幸いにして最悪の事態は免まぬかれた六りつ花か。

　……とはいえ血流がしばらく絶たれていたことや銃撃による神経損傷などの影響もあって、腕の機能予後は絶望的と判断され──帝政圏側の医師からの提案、そして何より六りつ花か自身の強い希望もあって後日、腕を義肢に置換する処置が行われた。




　ぎこちなさの残る動きで指をきしきしと曲げ伸ばししながら、彼女はぼやく。

「まだ細かい動きはあんまりできないんだけどね。でもほら、これ」

　そう言って彼女は隣に座る三み七な守もりのマフラーの繕い跡を指差して、にんまりと笑う。

「このくらいならできるようになったんだ。……えへへ、すごくない？」

　なるほど。少なくとも三み七な守もりよりは器用そうだ。思わずそうぼやくと、

「……先生、ちょっとひどいです……」

　不服げに頰をふくらませた三み七な守もりの相手は六りつ花かに任せつつ、私は腕を組んでそっぽを向いていた八や刀とへと向き直る。

　彼女には、ある仕事を任せていた。

　──例の件はどうなったか、と。

　そんな問いに彼女は小さくため息をつくと、組んでいた腕を解ほどいて手を腰に当てて、なぜだか妙に不機嫌そうな様子で口を開く。

「見ての通りよ。ちゃんとみんな、入学の手続きは通ったわ」

　そう告げる彼女に、私は改めて三人の格好を見直す。

　清潔感のある白のブラウスを基調とした制服姿。飾らないながら瀟しよう洒しやにまとまったその格好は、貴族の子弟などが通う帝都学校のそれだ。

　流石さすがにこの要求は通らないかと思ったが、案外懐ふところの深い国だ。そう胸を撫なで下おろしていると、目の前の八や刀との体から発散されるイライラがなぜか膨れ上がっているように感じられた。

「……ねえ、先生。何か、言うことがあるんじゃないの」

　そんな彼女の言葉に、私は口元に手を当て小さく頷うなずく。

　……色々と用事の立て込んでいた私の代わりに諸手続きに奔走してくれた彼女に、もう一度ちゃんと礼は言っておくべきかもしれない。

「……ああもう、そうじゃなくて！　もっとこう、あるでしょ！　その……服、とか」

　下唇をきゅっと嚙かんで声を荒げる彼女。消え入るような声で呟つぶやいたその最後の言葉に、私はそこでようやく得心する。

　──よく似合っていると、そう言ってやる。

「……っ」

「あ、やっちゃん喜んでる喜んでるー」

「照れてるんだよ六りつ花かちゃん。自分で催促したのに照れてるだけだよ」

「うっさい！」

　やいのやいのと騒ぎ続ける彼女たち。その姿を見つめながら、私は小さく笑みをこぼす。




　……帝政圏が私に持ちかけた交換条件は、先ほど記した通り。

　そして逆に──私から帝政圏に対しても、いくつかの要求を出していた。

　そのうちのひとつがこれ。彼女たちを、学校へ通わせることだったのだ。




「私は別に、学校なんて行かなくてもよかったのに。どうせ今更、目新しいことなんて教わらないでしょ。……まあ、貴方あなたが行ってほしいって言うのなら、別に無理に拒否しようとは思わないけど。行きたくないってわけじゃ、ないし」

　そう言って鼻を鳴らしてそっぽを向く彼女に、私は苦笑をこぼす。

「箱庭」での教育によって既に様々な知識を身に付けている彼女たち。確かに、八や刀との言う通り──「知識を教わる」という意味でなら、学校に行く必要はないだろう。

　けれど。それでも私は、思うのだ。

　普通に学校に行って、普通に皆と並んで学んで、普通に大人になっていく。

　彼女たちにとってそれは、あらゆる意味でとても、難しいことだろう。……それでも。

　たとえそれが難しいことであっても──そんな、普通の女の子としての生き方を手に入れてくれればと。

　私はそう、願わずにはいられないのだ。




──。

　一通り診察を終えて席を立つ彼女たちを見送っていると、八や刀とが「そう言えば」とぽつりと声を上げた。

「あの子。今日もあそこで待っているわよ。……ちゃんと行ってあげなさい。腹立つけど……私より、貴方あなたの方がいいはずだから」

　そんな八や刀とのアドバイスに感謝の言葉を返しつつ。彼女たちが去った後、私もまた診察室を後にした。




　孤児院の本棟を出て、敷地内の隅にある小さなガラス張りの建物へと向かう。

　その途中にある花壇と、そこに並べられたこぢんまりとした──けれどよく手入れされた木製の墓標たち。

「箱庭」での戦闘で命を落とした者、あの雪山での負傷がもとで命を落とした者。合わせて十七の墓標の前には、色とりどりの花が供えられていた。

　そこで足を止めて軽く黙もく禱とうを捧ささげた後、私は再び歩き出す。

　ガラス張りの、小さな温室庭園。長く放置されていたのだろう、中は雑草だらけで生えている植生も好き放題に野生を誇っている。

　そんな、荒れ果てた庭園の中。中央に、捨てられているかのように放置されている汚れたティーテーブルに、一人の少女が座っていた。

　暖かな三月の日差しが降り注ぐ下。ティーカップを傍かたわらに読書する、少女。

　こちらに気付いていないのか、黙々とページに視線を落とす彼女に──私は声を掛ける。

　すると彼女は随分と驚いた様子で、目を丸くしてこちらを見返した。

「ひゃっ!?　……わわ、先生ですか。気配消して入ってこないで下さいよ、びっくりするじゃないですか」

　そんなつもりはなかったのだが。

　私は彼女の元へと近寄ると、その真向かいのおんぼろ椅子に腰掛ける。ぎしり、と何やら嫌な音が聞こえる。

　……後で修理した方が安全だろう。そんなことを考えつつ、調子はどうかと尋ねる。

「まあ、変わりなくです。少しばかり変わったことがあるとすれば、この格好でしょうか」

　そう言って胸元に手を当てる彼女。その服装は八や刀とたちと同じ制服姿だった。

　……だが、妙だ。

　聖女の中でも彼女だけは、「舞踏する死神ダンス・マカブル」の二つ名と共に帝政圏においても広く顔を知られた人間である。それゆえに、彼女だけは学校に通わせることを断念していたのだが──

「あの子たちが、私にも着るだけ着てほしいって。困ったものです」

　苦笑混じりに告げる彼女の表情は少し照れくさそうで。けれど決して、満更でもなさそうなもので。

　そんな彼女の無邪気な表情に、だから私は──胸の奥にわずかにちくりと刺すものを感じる。

　他の聖女たちと違って、彼女だけはもう、決定的に「普通」にはなれない。

　そんな事実を突きつけられてしまったような気がして、私はわずかに彼女から目をそらそうとして──しかしそんな私の顔を、彼女の左手がむんずと押さえた。

「全くもう。先生ってば、照れ屋さんなんですから。……ほらほら、素直な感想を言って下さいな」

　そう言って笑う彼女に、私は肩をすくめる。……余計なことを、考えすぎた。

　わくわくした様子で私の返答を待つ九ここの重えに、さて何と言ったものかと考えて──先程の八や刀ととのやり取りを思い出して、私は素直な感想を告げることに決める。

　よく似合っている──と。

　私がそう返すと、彼女は目を大きく見開いて、顔を真っ赤にしながら視線をそらした。

　軽口で返してくるかと思いきや、どうにもあてが外れてこちらも微妙に居心地が悪い。




　若干の沈黙の後、私は話題を強引に変える。

　彼女の右手。先程からまるで動かそうとしない、ほっそりとしたその手首を見つめて──

「……先生は、つくづく目ざといですねぇ」
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　私の問いかけに、彼女はいたずらがばれた子供のような表情で肩をすくめると、おもむろに右手でティースプーンを握る。

　細い銀製のスプーン。しかし持ち上げようとする彼女の手はまるで、重いコンクリートブロックでも持ち上げようとしているかのようだ。

　結局そのままスプーンを取り落とすと、彼女は小さなため息と共に告げる。

「この通りでして。最近ではスプーンより重いものは持てない……なんて、か弱さアピールが板についてきました」

　右手の筋力低下。以前より徴候はあったが──ここまでとは。

　先ほどから、ティーカップを持つのも、ページをめくるのも左手。少しばかり嫌な予感はしていたが、筋力低下の程度はここ最近で急激に進んだように思う。

　骨折自体はもう、ほとんど治癒している。それも遠因かもしれないが、それだけではない。

　恐らくは──あの逃避行の中で秘ひ蹟せきを使いすぎたせい、だろう。




　俯うつむく私に、彼女は困ったように笑いながら、口を開く。

「先生ってば、大げさですね。ちょっと腕の動きが悪くなったくらいで、人が死んだような落ち込みようじゃないですか」

　人が死んだら、もっと落ち込む。

「それは大変ですね。せいぜい皆さんには、長生きしてもらわないと」

　そんな軽口を返しつつ、彼女は空を見上げて、目を閉じる。

「ねえ、先生」

　何だと問うと、彼女は少しだけ、口ごもって。

「私は、先生からどんなふうに見えますか？」

　そんな彼女の言葉に、私は顔を上げて、彼女をまじまじと見つめる。

　少しサイズの大きい制服に身を包んだ、小柄な体たい軀く。ほっそりとした手足に、深みのある青色の瞳。薄桃色の不思議な髪は、少し白髪が増えただろうか。

　傍かたわらには立てかけられた補ほ助じよ杖づえ。左足にも歩行補助用の装具が、甲かつ冑ちゆうみたいにがっしりと巻き付いている。

　それは、痛ましい姿かもしれない。

　けれど、彼女は──笑っていた。




　ぽつりと、私は問いを口にする。

　君は今、幸せだろうかと。

　そんな問いに──彼女は静かに頷うなずいて。

「勿もち論ろんです。なにせ大好きな人と二人っきりで、こうして一緒にいるんですもの」

　私は、問う。

　そんなにボロボロになっても、君はそれを、幸せと呼べるのかと。

「ええ。だって」

　そこで言葉を区切ると。彼女は目が覚めるような笑顔と共に、続ける。




「たとえ、足や腕が動かなくても。それでも私は今──確かに、生きているんですから」




──。

　陽光の下、昼下がりの庭園。

　緩慢に時間が流れる、穏やかなその空間で、彼女は何やら思いついたように口を開く。

「ねえ、先生」

　何かと問うと、彼女はガラス越しの空を見上げながら静かに続ける。

「いつかまた、オーロラを見に行きましょう」

　それは──悪くはない提案だったが。とはいえまたあの寒空の下を歩くのは、あまり気乗りがしないものだった。

「いいじゃないですか、たまには。今度はもう、追いかけられたりもしないんですし──新婚旅行には悪くないと思います」

　唇を尖とがらせる彼女に、私は思わず吹き出しそうになる。

　……新婚旅行？　何を言っているんだ、この娘むすめは。

　苦々しい私の返答に、彼女はきょとんとした表情で首を傾かしげて返す。

「だってずっと前、言ったじゃないですか。戦争が終わったら、結婚しましょうって」

　言った。ただしそれは彼女が言った言葉だし、何なら私は了承した覚えはない。

　そう返すと彼女はわざとらしく落ち込んだ顔で、つまらなそうに右足をぶらぶらと遊ばせながらぼやく。

「あーあ。先生にフラれちゃいました。つらいなー、生きててもつまんないなー」

　……ええい、この娘むすめは。

　せめてもの反抗とばかりに大きくため息をひとつついた後、私は彼女に向き直って頷うなずく。

　また、全てが落ち着いたら見に行こう。ただし──皆で一緒に、と。

　そんな私の提案に「むぅ」と不服げに唸うなった後。彼女は軽く肩をすくめて、小さく笑みを浮かべてみせる。

「まあ、いいでしょう。では、約束ですよ」

　ああ、約束だ。

「絶対、絶対、見に行きましょう」

　……いつになるかは分からないが、それでもいいと言うのなら。

　玉虫色がかった私の返答に、けれど彼女は納得した様子で満面の笑みを浮かべる。

　全く、大人顔負けに頭が回るというのに、こういうところばかりは年相応というか、なんというか。

　呆あきれ混まじりに鼻を鳴らしながら、私は彼女を一いち瞥べつする。

　昼間の月のように儚はかなくて。けれど確かな輝きをたたえた、その笑顔。




　……まあ。

　この笑顔が見られたのだから──オーロラを見に行く程度は、安いものだろう。




　　　　■




　戦争は、終わった。

　兵器として生まれた少女たちは、人間としての人生を歩んでいく。

　その時間がどれほど残されているかは、誰にも分からない。抑制剤の使用で症状の進行を抑えることは可能となったけれど、それがいつまで保もつかは未知数だ。

　きっとそれは、普通の人と比べれば遥はるかに短い時間だろう。

　哀れだと思うかもしれない。きっと誰もが、彼女たちのことを知ればこう思うことだろう。

「夢も希望もない人生」と。「悲しい結末」と。そんなふうに、彼女たちの人生を定義するだろう。

　けれど──彼女たちは、笑っている。前を向いて、生を希のぞんで、生きている。

　だから、誰がなんと言おうと構わない。

　彼女たちの記録には。その物語の終末には、こんな文言が相応ふさわしいと思うのだ。




「彼女たちはいつまでも、幸せに──とてもとても幸せに暮らしましたとさ。めでたし、めでたし」




　──だから。
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　なんとなく今まであんまり書いてこなかったような感じの、でも書きたかったようなものが書けたような気がしていますが皆様的にはいかがでしょうか。良かった、悪かった、何かしら言いたいことや感想なんかございましたらツイッターなり何なりで届けて頂けるととっても嬉うれしいです。あなたの言葉ひとつで少なくとも一人の人間が幸せになりますのでぜひどうぞ。

　……とまあそんなところで、早くも紙面の都合と書くネタがない都合上、早々に一区切りとさせて頂きます。

　どうか皆様にとって、本書との出会いが益やく体たいのあるものでありますように。


西さい塔とう 鼎かなえ



追記：お仕事整理兼いろいろ雑記用ホームページ、はじめました。

https://saitoukanae.amebaownd.com/posts/categories/1140847（予告なく移転、消滅している可能性もあります）




──。

　……と、締めに入りつつ。

　実を言うとあともう少しだけ、ほんのちょっとだけ物語は続きます。




　このまま読み進めて頂ければ幸いだけれど。けれどもここで、本を閉じるのもいいだろう。

　あなたにはその自由がある。観測する自由と観測を拒む自由、それはこれを読むあなたに与えられた権利だから。

　……それはほんの数ページ。

　単なる蛇足にすぎない、ハッピーエンドには必要のない残ざん滓しの記述。

　それでもよければ、ほんの数ページ。

　かの傍観者の物語に、今少しだけお付き合いを。

　↓








■記録の断片。あるいはそれは、ひとつの蛇足。






　……だからこれは、ただの蛇足なのだ。




　誰もいない診察室へと戻ると、私は仮面をかなぐり捨てる。

　全身を、虫が這はいずり回まわっているかのような搔そう痒よう感かん。それと同時に何とも抗あらがいがたいような不快感が渦巻いて──私は隣室の洗面台に駆け寄ると、こみ上げてくるものを洗いざらい吐き出した。

　真っ白な洗面台に、泥のように黒い血の塊がぶつかって飛ひ沫まつを散らす。何度も何度も咳せき込こんで、私はポケットの中に仕舞っていた鎮痛薬モルヒネの錠剤を取り出すと、数錠を一気に口に含んで嚥えん下げする。

　即効性の鎮痛効果が強制的にμ受容体に働きかけ、少しすると嘔おう気きと一緒に体中を駆け回っていた灼しやく熱ねつ感かんが薄らいで、額に浮かんでいた脂汗もすっと引く。いまだ荒い呼吸を整えながら顔を上げ、虚うつろな眼めで鏡を見つめると──私の隣に、彼女ナイが立っていた。

〈やれやれ、君もつくづく格好つけだね。そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな体でよくあんな涼しい態度を保てるものだ。……と言っても、流石さすがに仮面を着けていなきゃすぐバレるだろうけれど〉

　呆あきれ混まじりにそう告げる彼女に、私は掠かすれる声で「黙れ」と返す。しかし彼女はそんな私を冷笑しながら、後ろ手に手を組んで言葉を吐き出し続ける。

〈「私」を受け入れた副作用で、君の体ははっきり言ってボロボロだ。再生能力と引き換えに細胞の異常分裂を抑制する遺伝子系まで軒並みイカれて、体中が悪性腫瘍のバーゲンセール。指の先から脊椎に至るまで、骨転移のない場所の方が少ないくらいだ──どうだい、一歩動くだけでも気を失うくらいの痛みだろう〉

　彼女の言葉に、私は肯定も否定もしない。少なくともそれは、事実ではあった。

【外なる神アウターゴツド】の体細胞。奇跡的、あるいは秘ひ蹟せき的てきにそれを受け入れた私だったが──とはいえやはり、世の中そんなうまい話ばかりではない。

　何かを得るためには、相応に何かを喪うしなう必要がある。

　私の場合、それが命であったというだけのことだ。

　……「神」とやらの力の代償がその程度であるとするならば、それはむしろ大安売りと言ってもいいくらいだろう。




　結局、私はこの体のことを聖女たちには告げなかった。

　……無論、九ここの重えにすらも。

　幸い、彼女たちは気付いていない。少なくとも、私の様子を訝いぶかしむそぶりはない。

〈理解に苦しむね。どうしてそうやって、一人で苦しもうとするのかな〉

　……九ここの重えたちに、言ったところでどうなる。

〈あの子らに、なんて一言も言ってないんだけど〉

　くすくすと笑う彼女に、私は忌いま々いましく舌打ちをこぼす。ひとしきり笑った後、彼女は一転して笑みを消して続けた。

〈君の余命は、そう長くはない。いや、随分と持ってまわった言い方だな──はっきり言っていつ心臓が止まるか、いつ呼吸が止まるか分かったものじゃない。それは、分かってるね？〉

　言われるまでもない。これでも、医者の真ま似ね事ごとは得意なのだ。

　──既に、治療の手立てはない。

　状態像としては末期も末期の担たん癌がん状態と、それに伴う全身の臓器不全。……あとは死ぬまでこの痛みと付き合っていくしかない。そういう段階だ。

〈苦しいからこそ、人間は他人と共感し合い、痛みを分かち合う。そういう生き物であると思っていたんだけれどね〉

　呆あきれたようにぼやく彼女に、私は再び舌打ちをこぼす。……こっちこそ、人ならざる存在に人間としてのあり方を説かれるとは思わなかった。

〈私もつくづくそう思うね、この人でなし〉

　珍しく不機嫌を顕あらわにしながらそう呟つぶやいた後、彼女は小さく息を吐く。

〈……まあ、君がそれで良いいと言うなら、私は止めはしないがね。せめて、後悔だけはしないようにしたまえ〉

　後悔。その言葉に、私は思わず笑ってしまう。

　後悔なんて、ここに来るまでにどれだけしたか分からない。




　口元に付いた血の跡を拭って仮面を被かぶり直なおした後、私は診察室の自分の椅子に腰掛ける。

　やるべきことは、たくさんある。

　彼女たちを蝕むしばむ聖痕ステイグマ症候群の研究。進行を抑えるための抑制剤の開発だって、まだまだ課題点は多い。少しでも彼女たちの命を永らえさせるために、休んでなどはいられない。

　世界情勢に目を向ければ、こちらもまだまだ、完全に平和になったとは言いい難がたい。本格的な混乱が始まるのはこれからだ。そうなった時にしっかり彼女たちを守れるように、今のうちからこの国においても盤石な立ち位置を築いておく必要もある。

　……ああ、聖女たちについての観察記録も、提出するよう要請を受けていた。

　連邦のデータベースに登録していた過去の分についてはどうやら管理官コントロールから送られていたようだったが抜けも多い。全てチェックして補足していくのは、地味ながら面倒な作業だ。




　この命が続く間に、どこまでできるだろう。分からないが、やるしかあるまい。

　ひとつひとつ、順番に。できることからコツコツと──それが仕事の鉄則だ。




　……だから、とにかく、ひとまずは。

　まずは彼女たちと一緒に、オーロラを見に行こう。




　そんな計画を夢想しながら、私はゆっくりと、卓上端末のキーボードに指を走らせ始めた。




『記録番号──』
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死しにたがりの聖せい女じょに幸しあわせな終しゅう末まつを。
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